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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第七章　規格外製品









　彼には、ほぼ同時に生を受けた七百八十七人の兄弟姉妹がいた。

　受精卵の段階で、少なくともその百倍の中から厳正に選別された胚であったはずだが、胎児の段階で、過半数が破棄された。満一歳に達する前に、さらにその半数が──。

　彼が直ちよく截せつに、その名前と顔とを一致させることの出来る兄妹は、記憶にあるだけで十七、八人である。そのうち、成人するまでに七人が死んだ。彼が組織と縁を切ってから、二人がさらに死んだと伝え聞いている。想像を絶する過酷な環境に送り込まれ、犬死にした者が大半だった。

　そういう意味で、彼は幸運だった。否、強運だったと言うべきであろう。その分、彼は世の中の辛酸を嘗なめ尽くしてもいる。

「俺の背中には少なくとも百人分の、浮かばれねえ兄妹連中の怨おん念ねんが籠こもってやがる……。俺が生き続ける以上、これからもその比重は、高まり続けるだろうな」

　兄弟のうち二人は、彼が直截その手にかけた。どちらか生き残った方が、その代表となるために……。しかし、彼が殺あやめた二人の弟のどちらも──止やむを得ぬとは言え──銀河の覇者となって、おかしくないほどの勇者だった。今でもそう信じている。それに較くらべて、この宇宙にのうのうと生きてのさばっているゴミの、なんと多いことか……。

「潜くぐり抜けてきた修羅場の数は、並じゃねえ……」

　と、リハビリのためのゴムボールを握りながら、ドン・レオ・スレイは呟つぶやいた。

「誰にも負けやしねえぜ！」

　ゴムボールは、彼の拳こぶしの中で弾はじけた。

「なんて回復力なんだろうね」

　と、彼の傍かたわらで微笑ほほえむ目がある。スレイとは比較の対象にすらならぬ程非ひ力りきだが、四六時中一緒にいて、不思議と苦痛にならない相手だ。

「本当に、三日前まで死線を彷徨さまよっていた人間かい、君は？」

「人間じゃねえかもな……」

　とスレイ。

「僕もなんだか、そんな気がしてきたよ」

　と、普通の人間なら百回死んでもおかしくない程のダメージを受け、ほとんど死を宣告されていた彼に腎臓と肝臓の一部を提供してくれた命の恩人──イーサン・ベルファルド＝タイラー──は言った。















「君は鬼き神しんか、さもなくばサイボーグだね」

「冗談じゃなく、サイボーグになるところだったぜ……」

「僕の内臓は、君の中でいい仕事をしているみたいだね。役に立てて、嬉うれしいよ」

「感謝してるぜ。たとえ、それが俺にとっての地獄を長引かせるだけの結果になろうともな……」

　左腕の力ちから瘤こぶを触りながら、スレイ。

「ちっ、肉が落ちちめえやがった。戦闘力は前の八割ってとこか……」

「スレイなら、すぐ元通りになるよ。それに、ひょっとするとそのくらいのハンデがあった方がフェアかも知れない。ゲームバランスは、よくなると思うよ」

「誰と比較しての、ゲームバランスだ？」

　スレイはベルファルドを見た。

「まさか、おめえか？　ベルファルド」

「まさか!?」

　ベルファルドは声を立てて笑った。

「僕は君の敵じゃないよ。敵にもならない……」

「ま、そうだ……」

　スレイも微笑む。

「わかってるくせに……」

「ああ。イツマの野郎だって、言いてえんだろ」

「野郎じゃないよ」

「わかってる……」

　唇くちびるを嚙かむスレイ。

「だけど、野郎みてえなもんだろ。少なくとも、野郎扱いして欲しいんじゃねえのかな、イツマとしては──」

「でも『彼女』は……」

「『彼』だ。ベルファルド。口は割るなよ。死んでもな」

「わかってる……」

　ベルファルドも真顔だ。

「だけど、白かったなあ……あの肌」

「てめえはまだいい」

　と、激しく首を振って幻まぼろしを追い払おうとしながら──その効果の程は哀しいくらい絶望的だった──スレイ。

「てめえの角度からじゃ、全部は見えなかったろ」

「うん……」

　頷うなずくベルファルド。

「残念ながら──」

「俺は……」

　と、天てん井じようを見上げるスレイ。

「マジで真っ正面だったんだぞ！　くそっ!!」

「得したって思う？」

「さあ……どうだか。しかし、目に焼き付いて離れねえ……。はっきり言おう。それ専門の女だって、いやさ、アンドロイドだって、あそこまで見事に整った体は滅めつ多たにあるもんじゃねえ。なのに……ああ、勿もつ体たいねえ！」

「ハルミさんと、いい勝負かもね……」

　と呟つぶやくベルファルド。

「それが、イツマには重荷なだけだなんて……」

「皮肉なもんよ」

　スレイは病室の窓から暮れゆく惑星イサーンの夕陽を見た。

「俺には、想像もできねえ痛みだ。それでも、世間の並の奴よりは、あいつの気持ちがわかるような気がするぜ。不思議とな」

「不思議でもなんでもない」

　ベルファルドは言った。

「僕にもわかる。僕たちはとてもよく似ている。僕と、スレイと、イツマ……。三人とも、完全じゃないからね」

「確かに、そうかも知れねえ……。奇妙な連帯感ってやつよ。俺とおまえは、親なし……。イツマは、女の体に男の心……。あと、この四人の輪にシズマを入れてやってもいいかも知れねえな」

「彼は完全だよ」

　ベルファルドは言った。

「もしかすると、銀河の誰よりも『完全』なのは彼じゃないかな？　彼は才能に溢あふれているし、しかも幸せなんだもの……」

「世間の目から見れば、知的障害者でもな……」

「彼はそんなもの、必要としていないんだよ。だって、シズマは誰よりも賢いんだよ。少なくとも、僕よりはずっと賢い。一緒にいても、教えられることばかりだった……」

「かも知れねえ……」

　スレイは背中をさすった。

「まだ痛む？」

「どうってことねえ……。それにしてもおめえの腎臓は、頑張ってるぜ」

「拒否反応がないかって、そればっかり心配さ」

「不思議とそれはねえ。他人のはらわたを貰もらってまで生き延びたくはねえとかねがね思ってたがよ、不思議に異物が入ったという気がしねえんだ」

「それは何より」

「な、ベルファルド」

「え？」

「おまえ、誰かに似てるって言われねえか？」

「さあ……誰にも」

「俺はおまえを見る度たびに、誰かに似ていると思えてならねえんだが……。生き別れの兄妹とか、いねえか？」

「そんなのがいたら、御目にかかりたいよ」

「そうかなあ……」

「僕は君と同じ、天涯孤独なんだから──」

『違うんだ……』

　と、スレイは口の中で呟いた。

『実を言うと俺は、おまえほど天涯孤独って訳じゃねえんだ……』




「百万エーカーはあるな」

　広大なラベンダーヘンプの栽培場を一望しながら、イツマ・ウエキ・タイラーは呟いた。

「この畑ひとつで、どれほどになるかな？」

「『シュープリーム』の段階にまで精製し、末端価格で、そうですな……百億ギガタイラスは下らないでしょう」

　と、彼の右腕である顧問弁護士キリヒト・アキヅキは言った。

「それが、どれほどの人間を不幸にするか……」

「こういう場所がイサーンの全土にあり、潰つぶしても潰してもきりがないのは、わかっている。そして、仮にそれら全部を取り除くことが出来たとしても、それが何ら根本的解決にはならないことも──」

　イツマは言った。

「イサーンの貧困は、根が深い……」

「病根も」

　とアキヅキ。

「しかし、これを見て、黙って見過ごす訳にもいかないな」

「はい……」

　アキヅキは彼のクライアントを見た。

「そう思います」

「勘違いするなよ」

　とイツマ。

「これは、私的な感情ではないからな」

「わかっています」

「僕が、スレイを痛めつけられたことで感情的になっているなんて思うなよ」

「思いません……」

　アキヅキは顔では平静を装った。

「思いませんとも」

「ただ、僕はいつもの周期で、ナーバスになっているだけさ」

　自分の肉体が女であることを、月に一度、否いや応おうなく思い出させてくれる例の周期だった。イツマはそれを、心底嫌けん悪おしていた。

「この星の大掃除だ」

　と、冷笑を浮かべつつ、イツマは命じた。

「報復……なんてセンチメンタルなもんじゃない。焼き払え！」

　右手をさっと動かす。

　上空に空中待機していた無数の軍用ヘリが、無音の半重力ローターをはためかせ、一斉に降下するや、胴体下部に装備した火焰放射器で収穫期間近のラベンダーヘンプに焰ほのおを浴びせかけた。それはまるで、豊ほう饒じようの大地を襲う蝗いなごの大群にも似ていた。

　百億ギガタイラス分のラベンダーヘンプは、一瞬にして燃え上がった。

「すごい上昇気流だ……」

　と、その熱風を頰ほおに受けながら指揮ヘリの上でイツマ。

「機内に入ってください」

　と、心配そうにアキヅキ。

「煙を吸うと、トリップしてしまいますよ。あらぬ幻想が見たいとおっしゃるなら別ですが──」

「それもいいな」

　窓をロックしながらイツマは呟いた。

「しかし、これでエグゾゼカンパニーの連中も、本気になるだろう」

「貴重な資金源のひとつを、潰された訳ですから……」

　と、アキヅキ。

「これまで、タイラー家の人間が直截彼らの攻撃目標になることはなかった……。双方とも、それぞれ表と裏から、銀河を牛ぎゆう耳じる巨大な組織です。戦えば必ずや共倒れになる。それを恐れて、双方とも互いに相手を『無視』してきました。敢あえて正面衝突を回避してきたのです。しかし、これでその均衡は破られる。どういう結果になるか……」

「僕が標的になる覚悟はある」

　とイツマ。

「むしろ、連中の憎ぞう悪おが僕に集中してくれると、有り難がたい……」

「そううまくはいかんでしょう」

　と、アキヅキ。

「もちろん、あなたが連中の最優先攻撃目標になることは間違いない。しかし、奴らはあなたの大切な人にも、容赦なく矛ほこ先さきを向けてきますよ。確実にね」

「アキヅキ」

「はい」

「どんなことがあっても、シズマだけは護まもれ」

「わかっています……」

　唇を嚙むアキヅキ。

「シズマは僕の命だ。たとえ僕が志こころざし半ばで斃たおれようとも、シズマにだけは、万にひとつの危険もあってはならない！」

「はい」

「わからんだろうな、俗人には……」

　イツマはそこで、深いため息をついた。

「イツマ様のそのお気持ち、わかるように、努力したいと思っております……」

　アキヅキは深々と頭を下げて言った。

「いずれにせよ、うわべだけの長い平和な時代は、これで終わりましたね」

「ああ……」

　焰の照り返しを受けた紅あかい頰で、イツマは頷く。

「真の平和への道は、今、始まる。ここから──」




「夜逃げ同然の退院ですな……」

　と、僅わずかな手荷物をまとめながらプラティープ・チュリアカーンはぼやいた。

「せめてあと二、三日、ゆっくりと体を休めてはいかがです？　今無理をしては……」

「動けるようになった今が潮しお時どきだ」

　と、スレイは腹心の忠告など聞く耳持たない。

「これ以上イツマの厚意に甘える訳にもいくめえ。本来、俺と奴とは敵同士なんだからよ」

「言われてみれば、そうですな……」

「それに──」

　と、スレイの表情が不意に険しくなる。

「ニュースを見たろう」

「はい……」

「イツマの野郎、何をとち狂ったのか、よりにもよってカンパニーの所有するラベンダーヘンプ畑を焼き払いやがった。それも、イサーン駐留の惑星連合宇宙軍に命じてだ。あいつ、あれで本当に民間人なのか？」

「親戚に、提てい督とくや将軍が、何人もいますからな。多額の資金援助はしているわ、主な兵器や軍艦は全部傘下企業の製品だわ、あれやこれやで軍はほとんど彼の私兵も同然ですよ」

「俺とはえらい違ちげえだな……」

　目覚まし時計とブリキの洗面器をボストンバッグに放り込みながら、スレイ。

「俺にとって兵隊と言えるのは……プラティープ、今のところはおめえだけだ。ま、おっそろしく頼りになる兵隊兼参謀ではあるがよ」

「ありがとうございます……」

　プラティープは深々と頭を下げた。

「しかし、できれば兵隊兼参謀ではなくて、参謀兼兵隊と言い直していただきたい」

「こだわるな」

「私の武器は、あくまでここですから……」

　そう言って、自分の頭を指差す。

「わかってるって」

「しかし、そんな私にも時として何の前触れもなく起こる、あなたのその閃ひらめきだけは読めない。例たとえば今がそうです」

「この夜逃げのことか？」

「はい。何故なぜ、今なのです」

「だから、イツマよ」

　と、ベッドの下に敷き詰めてあった現金をポケットに搔き込みながらスレイ。

「イツマが葉っぱを盛大に燃やして、カンパニーを怒らせた。その皺しわ寄せは必ずこっちにも飛び火する。だから早々に退散するのよ」

「だからと言って、なにも今夜でなくても──」

「そうは言っても、しっかり従ってるじゃねえか」

「あなたのその閃きに、一いち目もく置いているからです」

　とプラティープ。

「それに、あなたには逆らっても無駄でしょう……。私は無駄なことはしない主義なので……」

「賢明だな」

　苦笑するスレイ。

「さあ、その立体テレビはおまえの担当だ」

「ぬ、盗むんですか？」

「馬鹿野郎！　人聞きの悪いことをぬかすんじゃねえ！　ちょいと質しち草ぐさに借りるだけよ」

「同じことでしょう」

「出世払いで、返してやらあ。イツマはそれくらいの度量はある『男』だ」

「まあ、そうでしょうが……」

「こんなものでも、ジャンク屋に売り飛ばせばいくらかにはなる。一バーツでも金の欲しい俺たちには、貴重よ」

「とほほ……」

　プラティープは泣きそうになりながら、その立体テレビ受像器をベッドシーツに包んだ。

「こんなもの、どうせあなたの一回分の食費で消えてしまうんでしょうなあ……」

　スレイはとにかく大食であった。一度に病人食を十人前たいらげて平然としている。しかし、そのおかげで回復力も並ではなかった。

「さあ、ずらかるぞ」

「はいはい……」

　泣きながらテレビを担かつぐプラティープ。

「カンパニーでは幹部の側そつ近きんまでいった私が、コソ泥に落魄おちぶれようとは……」

「黙って担げ！　ノーイが笑ってるぞ」

　スレイが苦境から救った少女、ノーイがプラティープを見上げて笑っている。

「そうか、こいつの食費もあったんだ……。どうするんでしょう？」

「どうにかする。とにかく今は前だけ見て笑え!!」

「笑えと言われても……」

　スレイと違って現実主義者のプラティープは、せいぜいひきつり笑いくらいしかできない。

「必ずいいことがある！」

　二人が病院のビルを出た直後、轟然たる音とともに三十八階建ての建物は一瞬にして倒壊した。旧ふるい記録映画にでもありそうな、ビルの解体作業シーンを見ているようだった。奇妙に現実感が欠落している。

「見ろ……」

　と、スレイ。

「さっそくいいこと、あったじゃねえか」

「あ、あなたの閃きを信じて……正解だった……」

　今になって膝ひざが震えだすプラティープ。

「カンパニーが、ここまで迅速に動くとは──」

「俺ならそうする。俺ほどの奴を生かしておいては、後々必ず、禍か根こんになるからな……」

「長年カンパニーにいながら……私は甘かった……」

「それだけ連中も、本腰を入れたってことよ。それにしても、ここまで派手にやるか、フツー？」

　倒壊した後の粉塵を見ながら、スレイ。

「極超音波爆弾を使いやがったな。地下駐車場にでも仕掛けたのか……」

　惑星連合宇宙軍でも一部の部隊にしか配備されていない最新兵器だ。高価なのでイサーンあたりの辺境惑星の軍隊には、とても手の出る代しろ物ものではない。威力の程はたった今目まの当たりにした通りだし、しかも目標以外にはほとんど影響を及ぼさないピンポイント兵器だ。市街戦で、狙った建築物だけを確実に破壊できる。同時にテロという目的にも、これ以上合がつ致ちした武器はない。

「イサーンの正規軍でも、持ってねえ武器だ。それをカンパニーは持ってる……。まして警察など、屁みてえなもんよ」

「なんだか嬉しそうですが……」

「嬉しいじゃねえか！」

　と、スレイは胸を叩いた。

「極超音波爆弾が、一発いくらすると思ってる？」

「昨日、燃えてしまった奴らのラベンダーヘンプと、同じくらいの価値はあるでしょうね……」

「そうよ。そいつを、連中は俺を消すために使った。俺一人を消すためにだ。つまり、連中にとって俺は、それくらいの価値のある敵だってことさ。そこまで評価してくれるってのは、嬉しいじゃねえか。漢おとこ冥みよう利りに尽きるってもんよ。嬉しくない訳がねえ！」

「その価値の何百分の一でもいいから、こっちの懐ふところにあればいいんですがねえ……」

　ぼやくプラティープ。

「大丈夫だ。命ひとつ体一個あれば、あとはどうにでもなる。俺の強運を見たか」

「ええ……。確かにあなたは、何者かの強ごう引いんな意志によって、生かされているって感じですね」

「その通りなんだろうな……」

　瓦が礫れきを見ながら、呟くスレイ。

「スレイ……」

　そんな彼の隣に、いつの間にか一人の男が立っている。

「スレイよ……」

　路上駐車してあった覆面パトカーから降りたその男は、私服刑事だった。瓦礫の山と噴煙を、茫ぼう然ぜん自じ失しつとして眺ながめ続ける。どうやら張り込みの最中であったらしい。

「なんだって、こんなことに……」

　あまりのことに、彼は自分の隣にいるのが誰なのかにも気付いていない。

「いい奴だったのに……」

「おっさん……」

　その刑事は他ならぬ、リカルド・ゴメス警視だった。スレイの行く処ところ、銀河の何処どこにでも現れる。賞罰も極端で、階級を縦軸にグラフを描くと、株価の変動表のようで面白い。

「ゴメス警視……で、いいんだよな？」

「ああ……」

　我を忘れたまま、生返事で頷くゴメス警視。

「今は警視だ……。しかし、それがどうした？　これで俺の生きる目標ってやつが、なくなっちめえやがった……」

「そいつは気の毒に」

「何故死んだ、スレイ……」

「あの～」

「悪わるぶっちゃいるが、本当はいい奴だった。大好きだったのに……」

「もしもし？」

「スレイ！　何故だァ──────────ッ!?」

「ここにいるんスけど……」

「おお、スレイか。おまえも俺の気持ちは、察してくれるよな」

「あ、ああ……」

「一緒にスレイの奴の最さい期ごを、悼いたんでやってくれ」

「だからあ！」

「げっ!!」

　ようやく正気に還かえるゴメス警視。

「どどど、どうして!?」

「俺がそう簡単に、くたばるかよ」

「そ、そうだな……」

　取り敢えずその『足』を確認して、ひとまずは安あん堵どする警視。

「俺のことが大好きだって？」

　にやにや笑いながら、スレイ。首根っこを押さえた気分だ。

「あんまり気持ちのいいもんじゃ、ねえけどよ……」

「言葉のあやだ、忘れろ！」

「へっへ……。時々耳元で囁いてやるぜ」

「本当はやな奴だったんだな、おまえ……」

「死んじまうよりゃ、マシだろ？」

「ま……な……」

　ようやくにして刑事らしさを取り戻し、瓦礫を見る。

「カンパニーはよっぽどおまえを、消したいらしいな……」

「護ってくれる？　大好きなゴメス警視……」

「だからやめろ！　そうしてやりてえが、はっきり言って俺の手にも余る」

「ま、そうだろうな。当然組織の連中はあんたの所轄かいしやにも入り込んでいるだろうし……、下手へたすりゃあんたまで巻き添え喰うぜ」

「そうなりゃ二階級特進だ。今死ねば警視庁の恩給だから遺族は潤うが……やっぱしあんまりゾッとしねえが──」

　ふと、プラティープの担いでいるテレビに目を留める。

「そいつをどうした？」

「いや、逃げる間際にね……」

　と、とぼけるプラティープ。

「気が動転してて、咄とつ嗟さに摑つかんで逃げたって訳でさあ。ほら、よくあるでしょう。火事の時、枕を持って逃げるって話。あれのヴァリエーションですよ」

「脱出できたのは、おまえらだけだ……」

　と、状況を冷静に分析して、ゴメス警視。

「つまり、こうなることが事前にわかってたんだろう？」

「偶然だよ」

　と、スレイ。本当に偶然なのだが、ただそれを説明する術すべがない。

「署でゆっくり、話を聞こうか」

「俺は潔白だ!!」

「いずれにせよ、窃せつ盗とうの現行犯だな」

　そう言って、有う無むを言わさず電磁手錠を掛ける。

「そんな微罪で……不当逮捕だ!!」

「つべこべ言うな。これはおまえを保護するためでもある！」

「今度は警察署が、一瞬にして倒壊するような気が──」

「その時はその時だ。とにかく来い!!　積もる話もある！」

「確かにそうだぜ……」

　スレイの表情に、笑みが戻った。

「ま、ちょうどいいや。実は俺も、あんたに調べて欲しいことがあったんだよ」

「なんだ、その笑いは？」

「ま、ゆっくりやろうか」

　そう言って馴れなれしく、肩を抱いた。

「ね、僕のことを大好きな、リカルド・ゴメス警視……」

「ヤメロ……」

　低く唸うなる、ゴメス。

「は……」

　肩を竦すくめる、プラティープ。

「確かにこいつは、あんまり心配する必要もなさそうだな。うちの大将は、殺そうとしたって殺せるもんじゃない……」




「失敗したか……」

　と、『声』は言った。

「はい」

　別の声がそれに答える。

「やはりスレイの桁けた外はずれの強運は、彼の父親譲りのもののようです」

「尋常なやり方では、彼の生命を断てんという訳か……。それもまたよかろう」

「彼を殺せるとしたら、それは彼と同じくらいの『運』を持った者かも──」

「暗あんに最終ロットを差し向けろと、言いたいのだな？」

「御ぎよ意い……」

「まあ、そう焦ることもあるまい。どうやら役者も揃い、面白くなってきたところだ、スレイはもう少し泳がせておくのも一いつ興きよう……」

「しかし、組織を裏切った人間を、このまま野放しにしておきましては、なにかと……」

「確かにそれもあるが、私はもう少し、見てみたい気もする、彼の行く末を──」

「はあ……」

　釈然としない声のトーン。

「そんなことよりもな──」

　と、最初の『声』はなおも続ける。

「今はともかく、全力を結集してタイラー一族を潰つぶすべきだ。まずはそれが何よりの優先事項……。それさえ為せば、たかだか裏切者のスレイ一匹、いつでも、どうにでも始末できようものを……」

「確かに──」

「タイラー家も、実は意外に人材が乏とぼしい。真に畏い怖ふすべきは、始し祖そジャスティ・ウエキ・タイラーを除けば僅わずかに一人」

「イツマですな」

「うむ。イツマさえ除けば、さしたる人材もいないタイラー家など恐るるに足らず。一世紀に渡り君臨した老タイラーめの寿命もいずれ尽き、さすれば我々が手を下さずとも、あの一族は自然崩壊しよう」

「まずは、イツマを──」

「うむ。イツマ・ウエキ・タイラーをこの宇宙より除け。すべてはそこから──」

『声』はやがて、くぐもった低い嗤い声に変わった。

「来るべき時代は、我らがエグゾゼカンパニーによる千年王国ミレニアムじゃ！」




「さっそくやったか!!」

　と、ニュース速報を見ながらイツマは思わずソファを立った。

「カンパニーめ、さすがにリアクションが早い！」

　しかしその驚きには、スレイに対する賞賛も含まれている。敵の反撃自体は、半ば予期していたことである。まさか、ここまで迅速かつ大規模にやるとまでは思わなかっただけで……。

「副院長を含む当直医師百十七名、看護婦六百八名、薬剤師六十二名、レントゲン技師十二名、職員百八名、そして入院患者、介添人など二千余名……死亡・行方ゆくえ不明者のリストに、スレイは含まれていないのだな？」

「はい」

　頷くアキヅキ。

「彼は間一髪、倒壊直前の病院から脱出し、現在身柄をカップンクラントイ中央署に拘束中です」

「まったく──!!」

　再びソファに腰掛けつつ、イツマは思わず安堵の叫びを漏らした。

「スレイの強運は、本物だな」

「虫の報しらせというやつでしょうか？」

「虫だとしたら、とんでもない虫だ。いや、不謹慎を承知で言うが、他の連中が全滅しても、スレイ一人が無事で本当によかった……」

「私もそう思います……」

　頷くアキヅキ。

「ついでに、我が宿命の好敵手ライバル・プラティープもです」

「警察署の周囲は、厳重に見張らせろ」

　と、イツマは命じた。

「二度と彼を危険に晒さらすようなことがあってはならない。我が一族の名誉に懸けて……」

　スレイが殺されるということは、一時とはいえ彼に肩入れしたタイラー家の名が汚されるに等しい。

「その分、このホテルの警戒が手薄になっても構わん」

「もうやらせています」

　さすが、アキヅキの仕事にぬかりはないといったところか。

「警察署に忍び込むのは、象が蟻ありの巣に入り込むよりもひと苦労でしょう。しかし、あのスレイにそんなことが必要でしょうか？　あの、桁けた外はずれの悪運の持主に……」

「僕もそう思うが、ここで彼に売れるだけ恩を売っておくというのも、悪くはないさ」

「あの漢おとこが恩に着ますかね」

「彼は無ぶ頼らいだが、意気に感じない漢でもない。ものの道理は弁わきまえている奴だ。いまや貴重な、絶滅寸前のタイプさ。希少さでは、ウラグロジャノメシジミといい勝負だ」

「あの蝶は、確か棲息地アスラームの大規模伐ばつ採さいにより絶滅したはずでは……」

「三年前に二個体、捕獲例があるよ」

「ほう……」

「ＤＮＡの採取には成功したそうだから、近縁種であるツマキジャノメシジミの未受精卵に移植すれば人工飼育できる。ま、生態系としては意味ないがね……」

「実験生物ですか……」

「ああ。所しよ詮せん、実験生物は実験生物、研究所の飼育室以外で、生きるべきではない」

「辛しん辣らつですな」

「そうかな？」

「ねえ、イツマ様……」

「ん？」

「私は、スレイから実験生物の匂においを感じるのですが……」

「言い得て妙みようかも知れないぞ、アキヅキ」

　イツマも否定しない。

「なるほど。彼は実験生物か……」

「ええ、それも、桁外れに規格外の、恐るべき突然変異のね。あの並外れた強運、生命力、どうにもそう思えてならないのです」

「僕もそう思うな」

　イツマは言った。

「しかし、規格外の実験生物と言うのなら、もう一人いるぞ。君は、気付いていないかも知れないが──」

「えっ!?」

　小さく驚く、アキヅキ。

「何処にそんな、人間がいるのです!?」

「ほら、気付いてない」

　イツマは微かすかな声を立てて、さも楽しそうに笑った。




「どうやら僕にもスレイの小指の先くらいは、運があるみたいだな……」

　と、自分の小指の先を見ながらベルファルドは呟いた。

「病院を移るのがもう半日遅かったら、僕だってあの瓦礫の下に埋まっていたはずなんだ」

「スレイさんよりもあなたの方が、よっぽど病人に見えますわね」

　と、スプーンでフルーツポンチを食べさせながらハルミⅢが言った。

「無理もないよ。大部分のパーツを、スレイにあげたんだからね。僕には彼のように、化ばけ物ものじみた回復力はないし……」

「でも、不思議ですわね」

「なにが？」

「拒否反応です」

「拒否反応？」

「スレイさんと、あなたの適合ですよ。普通なら、あかの他人同士である二人に、偶然でもそれほどの適合性はないはずです。内臓を移植すれば、激しい拒否反応があって然しかるべきなのに……」

「今は拒否反応を抑制する薬もあるって聞いたよ」

「それを使った形跡もないんです。実は、スレイさんのカルテをハッキングしてみたんです」

「よくわかるね」

「これでも看護婦免状を持っているんですから──」

「そうだった」

　微笑ほほえむベルファルド。

「いまやハルミさんは、僕の専属看護婦みたいなもんだもんね。月よりの使者かな？」

「まあ、お上じよう手ず……はい、御ご褒ほう美びですよ」

「あ～ん……」

「でも、不思議ですわ。本当に、二人は他人なんでしょうか？」

「確かに、僕もスレイと一緒にいると、何故だか他人という気がしなかった。スレイは施設で育ったって言うし、もしかしたら二人は生き別れの兄弟かな……」

「ねえ、ベルファルドさん」

「え？」

　不意にハルミⅢが真顔になったので、釣られて彼までシリアスタッチになるが、長続きはしない。根から三枚目に出来ている。

「パーツ用ドナークローンって、聞いたことあります？」

「ちらっとね。いつだったか雑誌で読んだ」

「自分が不治の病に冒された時のために、細胞からクローンを造り、培養保存しておく技術です。脳以外の肉体を、特殊な培養液に浸つけて、生かしたまま保存しておくのです」

「技術的には楽勝だけど、倫理的には問題ありってやつだよね」

「ええ。その、言わば『部品取り』用のクローンは、発生の早期の段階で、外科的な処置を施し、大脳を含む中枢組織が発達しないように故意に抑制しておくのです。しかし、それ以外の肉体や呼吸器系、循環器系、神経系は人間とまったく同じ状態です。そして、いざオリジナルの肉体が病魔に冒されたときには、必要な臓器なり四肢なりを切り取って、オリジナルに移植するのです……。もともと本人と同じですから、拒否反応はありません」

「切り取られた、コピーの肉体は？」

「移植した部位が手足や皮膚の一部なら、そのまま継続保存されますが、たとえば肝臓や心臓なら、生存は不可能ですから、残りは『廃棄』されますね……」

「それって──」

　と、ベルファルドは言った。

「要するに、オリジナルを生かすために殺されるってこと？」

「そういうことになります。しかし、ドナークローンには生存に最低限必要な中枢を除いて大脳組織がほとんどありませんから、『死』を感じることはありません。もっとも、それも生物学的な死であると言ってしまえばそれまでで、ために何度も倫理的な論議の対象になりました。クローンは生物か否かという議論に始まって、宗教的な『神の領域侵しん犯ぱん』問題まで、それこそ多種多様に──」

「大変だね」

「今でも、銀河のほとんどの惑星で、ドナークローンは認可されていません。認可されていても、培養保存にかかる費用は非常に高価です。それでも大富豪は、場合によっては一人で数十体もの、スペアのドナークローンを所有していたりします。そうしたドナークローンを扱っている病院や研究機関が、しばしばテロに遭あっているのは御存知ですわね」

「うん……」

「もっとも、そうしたクローンの研究が、医学や生物学を飛躍的に進歩させたことは否定できません。かく言う私の肉体も、その副産物のひとつですわ……」

「ねえ、ハルミさん……」

　ベルファルドは言った。

「ドナー用じゃない、つまり本人と寸分変わらない完璧なクローンも、技術的には可能だよね」

「可能です」

　ハルミⅢはあっさりと認めた。

「ドナークローンでないナチュラルクローンを造ることは、むしろ簡単です。ですが、それは銀河のどの惑星でも違法行為であることもまた事実です。ナチュラルクローンを製造した者、させた者は厳罰に処せられます。最低でも死刑、惑星によっては細胞消却刑ですわ。これは議論の余地がありません」

「ハルミさん」

　ベルファルドは言った。

「君は、アンドロイドだけど、魂たましいがあるよね」

「そうおっしゃってくださるのは、嬉しいです」

　ハルミⅢは頰を紅あからめた。

「クローンにも、オリジナルとは別の魂が宿るとしたら──」

「え？」

「そのクローンは、自分がオリジナルじゃないという負おい目めに対して、どう折り合いをつけたらいいんだろうね？」

「それは……」

　ハルミⅢには答えられない。

「それは──」

「そのクローンは、自分がオリジナルと名乗っちゃいけないんだろうか？　同じ人間のはずなのに……」

「だから──」

　ハルミⅢに言えるのは、以下の台詞せりふだけだった。

「だから、ええ、だからこそ、禁止なんだと思います……。銀河のどの惑星ほしでも、全面的に」














第八章　ファイル抹消









「やめて、やめて！」

　と、少女は叫ぶ。

「やめて、お願いだから──!!」

　しかし、男は口元に薄笑いを浮かべたまま、憑つかれたような目で少女に迫る。

「何も……」

　と、男は言った。脂ぎった肌に、汗が浮き出ている。

「何も、怖がることはないんだよ。すぐに、気持ちよくなるからね。さあ、可か愛わいいジョアンナ！　君を、夢の世界へ連れて行ってあげよう」

「いやッ!!」

　ジョアンナは全身で拒絶した。しかし、少女の腕力で抗あらがいきれるものではなかった。

「来ないで！」

「何を恐れる。大だい丈じよう夫ぶだよ……さあ……」















　男の薄笑いが、ジョアンナの視界一杯になり、やがて覆い被かぶさるようにブラックアウトする視界。

「やめて──────ッ!!」

　意識がスパークし、ジョアンナの記憶はそこでぷっつりと途切れる。あとは、ただひたすら闇やみ、闇、闇……。目を凝こらせば、闇の中で、微かすかに蠢うごめく自分が見える。腐臭の中で汚れた廃液に塗まみれ、のたうち回る自分の姿が──。

「もういやだ……」

　と、もう一人のジョアンナがその時目覚める。

「襲われる側のジェンダーは！　いつまでも、闇に怯おびえ、びくびくし続けるなんて……。そうだ、わたしは男になろう。襲われ、脅おびやかされる側のジェンダーから、襲い、脅かす側のジェンダーになってやる!!」

　確たる決意だった。

　その時からジョアンナ・ウエキ・タイラーは女であることを棄てた……。




「またか……」

　と、冷汗に濡ぬれた上半身をベッドの上に起こし、イツマは呟つぶやいた。

「まだ、あんな夢を見るのか……畜生！」

　壁を叩いて起き上がり、カーテンを開けて陽射しを浴びる。それから、シャワールームに入って、冷たいシャワーを全身に浴びる。落ちない汚れを、ほんの一時でも忘れるために──。

　鏡に映る自分の肉体と、否いや応おうなく向き合い、今日も奇跡は起きていないことを確認してから、無理に微笑ほほえんでその姿を打ち消す。

「おまえが嫌いだ、ジョアンナ！　僕はおまえが、大嫌いだ!!」

　鏡の自分にそう言ってから、ベッドに戻り、届けられていた朝刊を読み、ルームサービスのブレックファストを食べる。乾しイチジク入りのプレーンヨーグルトとプロテイン入りローファットミルク、それにクリスピーブレツドとオールブランに、無塩ベジタブルジュース、半熟卵というメニューは、ここ十年来不変である。

　食事の最後を、女性ホルモン抑制剤とトランキライザーで締め括くくると、スーツに着替え、執務室を兼ねたスイートの隣室へ──。

　イツマはこのホテルの最上階にあるワンフロアを、丸々借り切っていた。いや、それは正確な表現ではない。イツマはこのホテルのオーナーの、そのまた上司であったのだから……。イツマはこのフロアを所有していた。そして所有者であるイツマが、事業主であるイツマを介し、ビジターであるイツマに、このフロアを賃ちん貸たいしていた。ややこしいが、書類上ではそういうことになっている。

「おはよう、兄さん」

　隣室では、シズマが大作に取り組んでいた。壁一面にその領土を拡大しつつある壁画は、一部天てん井じようをも浸蝕し、じきにイツマの寝室にも侵略して来そうな気配である。

「へえ……。だいぶ出来たじゃないか」

「一挙に描き上げてしまうつもり」

　と、絵具だらけの顔で振り向くシズマ。

「見てて」

「ああ。でも、おまえ、もしかして寝ていないんじゃ……」

「大丈夫、ちゃんとこのアトリエに、寝泊まりしているからね。食事は、アキヅキさんが運んでくれるしね……」

「画風が少し、変わったな……」

　と、壁画を見ながらイツマは呟いた。

「無理もないか……。あの地獄絵の後ではな」

　人ひと質じちになっていた間、描かされていた阿あ鼻び叫きよう喚かんの絵は一見払ふつ拭しよくされてはいたが、それでもそれ以前の絵とは、微妙に画風が変わってしまっている。以前のような無邪気なまでの明るさはない。どこか寂しいのだ。しかし、むしろそれで表現の幅が広がったと、言えなくもない。

『仕方がないか……。芸術は、後戻りできない。それよりも、妙みような方向に捩ねじ曲げられなかったことを、素直に喜ぶべきなんだろうな……』

　イツマはそう考えることで、自分を納得させた。

『これ以上誰にも、シズマには指一本、触れさせないぞ。彼の心には、それこそ髪の毛一本、触れさせるものか!!　シズマの心を護まもるためなら、僕は何でもする！』

「ねえ……」

　一心不乱に絵筆を走らせつつ、シズマ。

「ベルファルドは、来ないの？」

「来ない」

　と、イツマ。

「彼は、別の大陸にある、病院に移ってもらった……」

「どうして？」

　無邪気に尋ねる、シズマ。

「逢いたいな」

「僕はあいつを、おまえに逢わせたくない」

「どうして？」

「理由は……よくわからない」

　イツマは正直に言った。

「ただ……。あいつをおまえに近付けておくのはよくない。そんな気がする。だから、気の毒だが彼には病院を移ってもらった……」

　基本的に噓うそのつけないシズマに対し、イツマはいつも包み隠さず言うことにしている。彼にごまかしは通じない。ただ、慎重に言葉は選ぶだけだ。結果として病院を移ったことが、エグゾゼカンパニーによるテロから命を救う結果になったのだから、感謝して欲しいところだ。

「僕はベルファルド、好きだよ」

「僕もだ」

　とシズマ。

「彼も、おまえのことが好きなのは間違いない……。だけど、今は逢わない方がいい。これは、お互いのためだと思うよ」

「そうかな……。僕は寂しいよ」

「ベルファルドも、寂しい……。僕だって、寂しい。でも、おまえの心が彼に染まるのは……はっきり言おう、僕は怖いんだ。わかってくれるかい？」

「わかるような、わからないような……」

　首を傾かしげる、シズマ。

「でも、僕にもこれだけは言えるよ。彼は、僕の作品を誰よりもよくわかってくれる」

「それは認める。それがおまえにとって、気持ちのいいことも──。でも、違うんだ。僕が、おまえに伸びていって欲しい方向と、ベルファルドがおまえを連れて行こうとしている方向は、違うんだよ」

「合わない？」

「合わないね」

　と、イツマ。

「哀しいけど、合わない。それははっきりしている」

「なんでかな？」

　シズマはイツマを見た。

「お兄ちゃんは、僕を独ひとり占めにしていない？」

「そうしたい。そうなのかも知れない」

　イツマは微笑んで言った。

「それが本当におまえのためなのかどうか、考えもしなかったよ。おまえに言われて、今気付いた……。お兄ちゃんは、馬鹿だなあ……」

　くくくと笑う、イツマ。おかしくて、涙が出てきた。

「おまえの方が、ずっと賢いよ。本当に──」

　この愛は、嫉しつ妬とと抱き合わせなのを再確認した。

「わかった。ベルファルドを呼ぼう……」

「ほんと!?」

「僕が一度でも、おまえに噓をついたことがあったかい？」

「ないよ」

　とシズマ。

「僕にはね……。でもお兄ちゃんは、時々自分に噓をついている……」

「まったくおまえは、天才だよ」

　とイツマ。

「何でも見えるんだな。その千せん里り眼がんは、大おおお祖父じいさんに似たのかい？」















「さあね……」

　ビリジャンの絵具のついた指で、鼻を擦こするシズマ。顔中ビリジャンの微笑みになる。

「でも、ベルファルドに逢えるのは楽しみだよ」

「そうか」

　イツマは頷うなずいて、満足そうに言った。

「実は、僕もだ」




「おかしいぜ……」

　と、ゴメス警視が煙草タバコをくわえたまま、唸うなる。

「腑ふに落ちねえ！」

「どうしたい？」

　と、その肩を抱くようにして、スレイ。一応、取調中の刑事と、身柄拘束中の容疑者という間柄なのだが、既に二人の関係は互いにそれを踏み越えてしまっている。もう立派な共犯者だ。

「ディレクトリが、見付からねえんだよ!!」

　イライラしながら、キーボードを叩くゴメス。

「本当に、こんなとこから、本庁のデータバンクにアクセスできんのかよ!?」

　カップンクラントイ中央署資料室の旧式なコンピューターを胡う散さん臭くさそうに見詰めながら、スレイ。

「だいたいこのパワーＴａｃｋってのは、銀河の中央じゃナガセのバイアスシリーズに完敗した機種だろ。おまけにこいつは、型遅れの函はこに、ジャンク部品を組み込んである互換機だぜ。不人気機種を摑つかますのに、警察がいちばんいいカモってのは本当だよな。プライドがあるから、訴えねえし……」

「やかましい！　買ったのは俺じゃねえ。この惑星ほしじゃ、Ｔａｃｋが主流なんだ。もともとポテンシャルじゃ、Ｔａｃｋが上なんだからな！」

「やれやれ、隠れＴａｃｋファンがここにも一人……」

「ここにも一人いますよ」

　すぐ側そばで、小さく挙手したのはプラティープである。

「要はＴＯＳさえまともに走ればいいんです。問題は、オペレーターの腕ですな。代わりましょうか？」

「署の部品を、部外者に触さわらす訳にゃいかねえ！」

「本当に、大丈夫かよ？」

「心配するな。これでも去年、長期研修したばっかりだ!!」

「去年って、いつだよ!?」

「去年の、頭……」

「けっ、ＴＯＳ８にヴァージョンアップされる前かよ。化石だな」

「それ以上言うと、アクセスしてやらんぞ」

「しかし、それはそれとしてＴＯＳ７とＴＯＳ８では、機能の差は歴然……」

　プラティープが言うのを、

「いや」

　と、情けない顔で、ゴメスは否定した。

「ＴＯＳ６・２だ……」

「うわ～!!」

「凄すごい！」

　信じられないものを見たという顔で仲好くのけぞる、スレイとプラティープ。

「そこまでいくと、希少価値ですな!!」

「シーラカンスだ」

「何とでも言え……出たぜ」

　えらく間延びしたフック音とともに、煙草のヤニだらけのモニターに映し出されるパーソナルファイル。

「大したもんだろうが……」

「ああ、確かに……」

「Ｔａｃｋ互換機とＴＯＳ６・２の組み合わせで、イサーンから太陽系まで長距離アクセスするなんて──。なんと無謀な……。しかもこれ、通信回線でしょ？」

「通話料みかかだいきんがいくら請求されるか、他人ひと事ごとながら心配だぜ」

「少なくとも我々の全財産よりも多いことだけは、確かですな……」

「けっ、どうせ税金よ！」

「よっ、さすが警視！　太っ腹!!」

「また降格されなきゃ、いいですけれどね……」

「見るのか見ねえのか、はっきりしろい!!　時間が勿もつ体たいねえ」

「確かに──」

　喰い入るようにモニターを覗き込む、二人。が──、

「ない……ですね」

「ああ、ない」

　不思議そうに顔を見合わせる、スレイとプラティープ。

「どういうことだ……」

「あれだけ有名な人物なのに、イツマ・ウエキ・タイラーという人物の、ファイルがないなんてことが……」

「まさか、抹消されたとか──」

「まさかな……」

　とゴメス警視は釣り込まれて本気マジになった。

「もうちょっと、検索してみよう……」

「私が代わります」

　と、警視を押し退のけるようにして椅子に座すわるプラティープ。

「あんたの操作は、見ていてもどかしい！」

「おい、こら、ちょっと……」

　しかし、プラティープのブラインドタッチを見れば、ゴメスも納得せざるを得ない。チンパンジーとピアニストくらいの差はあった。

「はあ……大したもんだ」

「これでも弁護士で、公認会計士で、司法書士ですよ」

「ヤクザが重宝がる訳だ……」

「余計なことは、言わんで宜よろしい！　タイラー家のファイルを、総ざらいしてみますね」

　そこに遠縁や外戚まで含めて、ズラリと並ぶタイラー家に所縁ゆかりの人間たち。

「こうして見ると、壮観だ……」

　唸るゴメス。

「ほ、ベルファルドの名もあるぜ」

　何故か嬉しそうに、スレイ。

「イーサン・ベルファルド＝タイラー……。よかったな、名簿の上だけでも、タイラー家の人間と認めてもらえて……」

　しかし、これだけの名がありながら、その中にイツマ・ウエキ・タイラーという今をときめく人物の名は──、

「ない……」

「ない、ですね……」

「何処にも、ねえのか……」

　顔を突き合わせる三人。

「どうなってやがる!?」

「謎なぞだ……」

「よ～しわかった！　こうなりゃ意地だ。徹底的に調べてやろうじゃねえか!!」

　悪事に荷か担たんさせられながらも、そこは商売柄、ふつふつと湧わいてくる興味には抗あらがえないゴメス警視である。

「イツマ・ウエキ・タイラーの謎が解けるまでは、たとえいくらかかろうとも、アクセスしてやる！」

「元々自分の金でも、ねえくせに……」

「黙れ民間人！　公僕にだってプライドってもんはある!!」

「おや？」

　プラティープが首を傾けた。

「イツマの名がリストにないのも気になるが、聞いたことのない名もある……」

　モニターを指差す。

「大将、こいつを知っていますか？」

　そこには、ジョアンナ・ウエキ・タイラーとある。

「うんにゃ」

　首を振るスレイ。

「聞いたことねえ。それこそベルファルドか、イツマにでも聞いてみねえと……」

「私も聞いたことがありません」

　とプラテイープ。

「仮にも敵対している一族です。大たい抵ていの人物の名は、この頭にインプットしてありますからね……」

　そう言って自慢の頭を指差す。

「女だからって、軽視するなんてことはありません。老若男女、総すべて網羅したつもりが……」

　ジョアンナの名前にカーソルを合わせクリックする。

「あや……」

　そこには、ただ、

『ファイル抹消』

　とだけ出ている。

「死んだのかな？」

「死んだなら死んだで、ちゃんと載るはずです。現に、流産した胎児の名前まで、ファイルにはちゃんと記載されているんですから──」

「気になる……」

　とスレイ。

「俺もだ」

　とゴメス警視。

「なんとかして、検索できねえか……」

「さあ……」

　試しにもう一度、ジョアンナ・ウエキ・タイラーにクリックしてみるが、結果は同じ。

「どういうことだ？　何者だ!?」

「ちょっとあなたたち！」

　女の声がした。

「ここで何をしているの!?」

「ちゃ～！」

　顔を押さえるスレイ。

「始末書……いいえ、またぞろ降格ものよ、リカルド・ゴメス警視」

　リトラ警視正は言った。

「どうぞ……」















　すっかり開き直った口調で、ゴメスは言った。

「どうせ、もう慣れてますから……。今度は巡査ですか？」

「あなたの履歴書は、目まぐるしく上下する階級の表記だけで、大おお方かた埋まりそうね」

　腰に手を当てながら、美人警視正は言った。

「それとも、いっそ懲戒免職にする？　今なら依願退職ってことにしてあげてもいいわよ。退職金を半分、私によこすならね」

　それから、スレイとプラティープを見る。

「で、そちらの二人は、死刑かしら？　民間人が警察のデータベースにハッキングするのは、それくらい罪が重いのよ」

「こんな穴だらけの、ファイルでも？」

　スレイはあくまでも堂々としていた。

「ま、いいさ。俺は十二、三回、死刑になってたっておかしくねえ人間だし……」

「反省の表情いろなし。情じよう状じよう酌しやく量りようの余地もなし！」

「あちゃあ……」

　思わず手にしたマウスを、キーボードの上に落としてしまうプラティープ。

「万ばん事じ休す……おご!?」

　画面が走った。

「出た……」

　モニターにかぶり付く。

「ジョアンナ・ウエキ・タイラー……宇宙歴７０７３、地球、ネオコウベ、第三新ポートピアシティー生まれ……」

「なんだ」

　と、拍子抜けしたように呟くスレイ。

「俺と、同おない歳どしじゃねえか……」

「続きがあります」

　と、興奮した表情で、プラティープ。

「宇宙歴７０８４……惑星ビジュラム、ナッス大陸はタイラー家の別荘アカネ館にて……死去!!　以後、アカネ館事件ともども、ファイル凍結処置のこと。封ふう印いん厳重度ランク……特Ａ!!」

「特Ａですって!?」

　思わずモニターに駆け寄る、リトラ警視正。鼻の孔あなが全開になるぐらい、興奮していた。

「特Ａなんて封印ファイル、警察学校を出て以来六年間……御目にかかるの、初めてよ」

「ははは……」

　虚うつろに笑う、ゴメス警視（宇宙歴７０９４、銀河標準時間で六月一日いつぴ付現在）。

「歳がバレましたな……」

「ふんッ!!」

　そのゴメスの鼻柱に、後ろ手で正確な空手チョップを叩き込むリトラ警視正。さすがにゴメスの天敵・リトラの名は伊達だてではない。

「う～ん、これは大変な事件よ」

「プティ・アンジェですか、あんたはッ!?」

　鼻血を押さえながら、ゴメス。

「ともかく──」

　これで合が点てんがいったという表情で、頷くスレイ。

「イツマの秘密ともども、このジョアンナって女の謎を解く鍵は、どうやらこの『アカネ館事件』ってキーワードにありそうだぜ……」

「け、検索してみます」

　とプラティープ。

「宜しいですよ、ね？」

　畏おそるおそる、リトラ警視正の御機嫌を伺う。

「ええ……」

　頷く御おん歳とし二十八歳の美人警視正。

「いいわ……。私も見たい」

　が──、

　ここでまたしても、障壁。

「『アカネ館事件』……ファイル抹消……該当ディレクトリ……なし」

「またか……」

「凄すさまじいガードだ。こんな厳重な封印は、初めてかも知れない」

　ここまでくると、燃えてくるのは人の性さが。

「どいて！」

　リトラ警視正が、プラティープを押し除けた。

「こんな旧式じゃ、百年かかるわ」

　ポケットから最新型のウルトラモバイルを出して、接続する。

「あっ、ツクモ電子のギガザウルス、しかも万能モデム一体型!!」

「いいなあ……」

「稼ぎが違うの！」

　が、その最新型をもってしても──、

「破れんかあ……」

「く～っ、見たい!!　懲戒免職になっても、見たい！」

「どうやら……」

　悪戦苦闘した揚げ句、リトラ警視正は匙さじを投げた。

「正攻法では、ここまでのようね」

「どこが正攻法だ？」

「こうなりゃ、本庁の端末に直ちよく截せつハッキングしますか……」

「いや……」

　と、スレイが言った。

「もっと確かな方法があるぜ。リスクも大きいがよ」

「まさか……」

　プラティープが唸った。

「大将、あんた、クライム耳みみ囊ぶくろにアクセスするつもりじゃあ……」

「他に何がある」

「危険過ぎます」

「構うもんか」

　スレイはあっさり言った。

「どのみち四し面めん楚そ歌か、四方八方から刺し客かくを差し向けられている身よ。あとひとつふたつ、敵が増えたからってどうってことねえ」

「それはまあ、そうでしょうが……」

「だが、この秘密を解き明かさねえうちは、死んでも死に切れねえな」

「クライム耳囊って、何だ？」

　ゴメスが尋ねた。

「聞いたことがあるわ……」

　と、さすがにエリートらしく、リトラ警視。

「古今東西、ありとあらゆる犯罪に関する完璧なファイルを集めた、空前絶後の犯罪史データベース『クライム耳囊』……エグゾゼカンパニーの管理で、その完璧さでは警察や軍の比ではなく、およそあらゆる事件の、裏の裏まで真相を穿うがち、検証した集大成……。今も刻一刻と、データの集積を続ける。ただし、カンパニーの中でもほんのひと握りの人間しか、その所在を知らず、管理も厳重……閲覧料は、命……」

「そんなものが、あるのか？」

「ある」

　と、スレイ。

「組織にいた頃、俺も何度か覗いてみようとしたんだが、とにかくやたらめったらガードが固くてな」

「当然です」

　とプラティープ。

「あれが流出すれば、色々な陰謀の真相が明らかにされて、転覆する惑星国家はひとつやふたつじゃきかないんですから……。公開されれば間違いなく、銀河は大混乱になり、全人類は自分の隣人さえ信じられない重症の人間不信に陥おちいりますよ」

「見たいわ……」

　とリトラ。

「見てみたいわ」

「よしましょう……」

　と、ゴメス。

「あまりに危険な誘惑です」

「だからこそ、見たいのよ」

「こうなりゃ、俺たち全員、共犯者だぜ」

　とスレイ。

「一緒にしないでくれ！」

　とゴメス。

「俺はやっぱり命が……その前に退職金が……惜しい」

「いやなら、いいんだぜ。ただ、『アカネ館事件』の真相とやらも、闇の中だけどな……」

「う～ん。それは確かに、覗いてみたいんだが──」

「行きましょう」

　議論にピリオドを打ったのは、意外にもリトラ警視正であった。

「率そつ先せんして付き合ってあげるわよ」

「しかし──」

　そこにアクセスすることが出来れば、迷宮おみや入りの事件が、いくつも解決するんでしょう？」

「それはね……」

　とプラティープ。

「しかし、もっとややこしいことになるかも知れませんよ」

「警察官として、純粋に興味があるの」

「興味だけで首を突っ込むと、火傷やけどくらいじゃ済まねえぜ」

　スレイの言葉に、

「女だと思って、馬鹿にしないでちょうだい」

　と、嚙かみ付くリトラ。

「別に、そういうつもりじゃ……」

「私は警察官になってから、自分を女だと思ったことは一度もないわ！」

「あんたはいいよな……」

　スレイは舌打ちした。

「自分が女だということを、棄てようと思えばいつでも棄てられるんだから……」

「誰のこと？」

「あ、いや、ちょっと……」

　そこから先は、口が裂けても言えない。

「まあいい。確かにあんたは頼りになる。連れて行ってやってもいい」

「そっちこそ、足を引っ張らないでよ！」

「やれやれ……」

　肩を竦めてみせる。

「あんた、悪いがやっぱり武器にしてるぜ、女であることをよ。それが悪いとは言わねえが……」

「この惑星ほしにも、『クライム耳囊』の端末はあるんでしょう？」

「あります」

　とプラティープ。

「主だったカンパニーのアジトを制圧すれば、そこからアクセス可能です。ただ、迅速に繫つながないと、彼らはたちまち端末を処分してしまうでしょうが……」

「四人でやれば、可能よね」

「ああ……」

　互いの顔を見回して、頷くスレイ。

「四人とも、並以上の戦士と見た」

「おいおい！」

　なおも諦あきらめの悪い、ゴメス警視。

「勝手に勘定に入れるなよ」

「あら、いいじゃない」

　とリトラ警視正。

「最低でも、殉職による二階級特進よ。警察の極ごく秘ひ回線を部外者に開放したことによる懲戒免職よりはいいでしょう？」

「究極の選択ですな……」

　だが結局は、彼も折れた。

「いいかスレイ。俺がてめえの悪事に荷担するのは、これが最初で最後だからな！」

「本当に最後にならねえように、気ィ付けろよ」

「ふん。自分の身くらいは、自分で護る!!」

「で、どこのアジトを襲う？」

「近場がいいわね」

　とリトラ。

「あまり遠くへ出張すると、身内から怪しまれるし……」

「なら──」

　と、組織の裏事情には精通しているプラティープが笑って言った。

「チャムルーンの賭と博ばく場じようは、どうでしょう？」















「そこなら目と鼻の先だ」

　とゴメス。

「しかし、先週手入れしたばっかりだぜ。何の証拠も挙げられなかったけどよ……」

「半ば恒例行事となった、馴れ合いの手入れじゃね」

とプラティープ。

「なんだと……」

「本当の中枢部は、カジノの地下ですよ。どうせ署内には、事前に手入れを報しらせる内通者がいるんでしょ？」

「否定はせんが……」

　断定もしない。それがまあ、組織というものの常だ。

「抜き打ちの手入れを、やりましょう。今なら連中も油断している。まさかガサ入れの一週間後に、抜き打ちを喰らうとは思ってもいないでしょうから──」

「それは効果的ね」

　頷くリトラ警視正。

「いいわ。乗りましょう」

「警官を使わず、我々だけで……」

　とプラティープ。

「より奇襲の効果が高い。それに、秘密が漏れた場合には誰が内通者か、すぐにわかるというメリットもある」

「なるほど……」

　とスレイ。

「何故俺を見る!?」

　焦るゴメス。

「模範警官の鑑かがみである本官が、敵にリークするとでも言うのか!?」

「するとしたら、あなたしかいないじゃない……」

　と手厳しいリトラ。

「それに、模範警官って、会う度に階級が一定しない刑事のことを言うのかよ？」

　スレイが笑った。

「おまえらには本官の苦労が、わかってな～い!!」

「まあ、いいでしょう……」

　頭を搔かきながら、プラティープ。

「官民一体……変則的な面めん子つだが、このメンバーで殴なぐり込むしか」

「武器がいるなあ……」

　とスレイ。

「どっかから、調達できねえか？」

「用意しましょう」

　と、プラティープが言った。

「この前、キリヒトから貰もらった餞せん別べつがある。あれを使わせて貰いましょう」

「イツマに借りを作るのか……」

「すぐに返せるでしょう。そのイツマのことを、調べに行く訳ですし──」

「なるほど」

「伝つては、あるの？」

「幼おさな馴な染じみが、イサーン軍の少佐です。そいつから軍用銃を買います」

「そいつから漏れるって心配は？」

「スリチャイは大丈夫です」

　とプラティープは言った。

「一緒に、スラムのドブ川を走り回った仲ですからね。なんなら、彼も殴り込みのメンバーに加えてもいい。いずれ、あなたにも紹介しようかと思っていた漢おとこですよ、大将」

　スレイを見る。

「おまえがそう言うのなら、大丈夫だろう……」

「なんだかなあ……」

　頭を抱かかえるゴメス警視。

「これで、懲戒免職にならなかったら、詐さ欺ぎだよなあ……」

「はいはい。乗り掛かった船、文句言わない」

　最後に彼の尻を叩くのはリトラ警視正の役目だった。この二人、こう見えて結構、いいコンビかも知れない。

「しかしなあ……」

　と、ふと顧かえりみて、奇妙に思うスレイであった。

「なんだって俺、こんなことやってるのかなあ……。イツマの素す性じようを知りたいという、ただそれだけのために──」

　不思議である。

「まるで、好きな女の子の総すべてを知り尽くしたい、ストーカーみてえじゃねえか……」

「ははは、それは言えてますね」

　笑うプラティープ。

「確かにゴミ袋を漁あさるのと、やってることは大差ありませんな」

「そこまで言うか？」

「だって大将、おかしいですよ。そういう気けがあったなんて、思いませんけどね……」

「馬鹿野郎！」

　イツマが医学的には女だということを、プラティープは知らないのだから、無理もない。

『おまえにゃわかるまい。俺の受けた衝撃が……』

　あれ以来、スレイの脳裏にはイツマの柔やわ肌はだが張り付いている。

『そいつを払ふつ拭しよくしねえことにゃ、どうにもこうにも、俺はそっから先に進めねえんだよ！　自分でも奇妙なことに……』

　スレイの罹かかった病は、どうやら彼が考えている以上に、重い……。














第九章　ジャックポット









「ベルファルドさん……」

　と、戸と惑まどいながら呼び掛けるハルミⅢに、

「付いて来ないでよ」

　と、ベルファルドはやんわりと、しかしはっきりと言った。

「僕はこれから、一人で放浪の旅に出るんだから」

　トートバックひとつを肩に、ヨレヨレのコート姿で彼は微笑ほほえむ。

「どちらへ？」

「あては、ない」

　とベルファルド。

「カッコよく言えば、『自分捜さがし』の旅かな？」

「私が一緒では、駄目ですの？」

「駄目とは言わないが……意味がないような気がするんだ。僕が、本当の自分と向き合うためには──」

「でも……」

「行かせておやり」

　と、何か言いかけたハルミⅢを制するキサラ。その膝ひざには、いまやすっかり彼女の愛あい猫びようと化したトバモリー──馴れない者にはとことん無ぶ愛あい想そうな大きな灰色のネコ──が抱かれている。

「ベルファルドはようやく、その気になったんだよ。それともおまえは、その自立の芽を摘んで、彼をスポイルしてしまうつもりかい？」

「そんな。でも、せっかく……」

「安心おし。こやつは必ず、戻って来る。そうじゃな、ベルファルド？」

「そのつもりです」

　と、頭を搔くベルファルド。

「キサラ大おお叔母おばさんには、すっかりお世話になってしまって──」

「野の垂たれ死ぬんじゃないよ」

　とキサラ。

「誰にも迷惑をかけないなんて、どのみち不可能なんだ。そのことさえ忘れなけりゃいいんだよ。いつか自分が、他人に迷惑をかけられながら、それが全然気にならないような大物になれりゃいい……」

「いや～、さすがだなあ……」

　とベルファルド。

「伊だ達てに九十年、人間やってませんね。イヨッ、人生の達人！」

「そのヨイショの巧うまさは、誰に似たのかねえ……」

　こそばゆそうに笑うキサラ。どこか寂しげですらある。

「まあおまえなら、どうにかなるんだろうけどね……。タイラー家の引力を離れた時、おまえがどんな輝きを見せるのかが、問題だ。オリジナルに負けねばよいが──」

「何かおっしゃいました？」

「いや、なんでもない……」

　危あやうく口を滑らせるところだった。

『困ったね。誰かに打ち明けたくてたまらないよ』

　と、小さく舌打ちする。

『実は、おまえがあたしの…………だなんてね』

「キサラさん、脈が上がってますよ」

　と、さすがに看護婦機能を持つ超精巧アンドロイド、ハルミは目め敏ざとく感じた。

「珍しいですね」

「なんでもない！」

　とキサラ。

「ベルファルドの側そばにいるのは、今のあたしにとって健康に悪いんだよ。さあ、とっとと行っちまいな！」

　掌てのひらで扇あおぐようにして、追い払う。

「はあ……。よくわからないけど──」

　困惑した表情の、ベルファルド。

「わかりました。どうか、お元気で……。こんな僕のために自由を買ってくださった、あなたの御恩は忘れません」

「忘れていいよ」

　と、キサラは呟つぶやいた。

『どうせ、おまえのＤＮＡが覚えているだろう……』




「こんな倉庫に呼び出しやがって……」

　と、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶした表情かおでスレイはプラティープを見た。

「本当に、信頼に足る漢おとこなんだろうな。そいつが、エグゾゼカンパニーに嚙んでないという保証は？」

「心配要いりません」

　と、平然と言い放つプラティープ。

「スリチャイは私やあなたと同じ、根っからの大悪党ですが、ただ衆を頼むのだけは大嫌いな奴ですから……。大だいに事つくを潔いさぎよしとしないんですよ」

「そんな奴が、何故なぜ軍に？」

「このイサーンで麻薬の密売に手を出さずに出世するには、選択肢は四つしかありません」

「四つ？」

「官僚になるか、政治家になるか、警官になるか、軍人になるかです。スリチャイは、官僚になるには学校の成績が悪過ぎた。政治家を目め指ざすには純粋過ぎた。警官になるには、あまりに警察に敵を作り過ぎた……。つまり、悪さをし過ぎたんです」

「それで、軍か？」

「ええ。もちろん軍にも、『シュープリーム』に手を出している奴は多いですが、スリチャイだけは例外です。そう信じています」

「えらい惚ほれ込んでいるんだな」

「私くらい、奴のことをわかっている者はいませんよ。なにせ、奴とは数限りなく喧けん嘩かもしたし、一緒に悪さも働いたんですから──」

「なんでえ」

　スレイは笑った。

「要するに、腐れ縁じゃねえか」

「そんじょそこらの、腐れ縁じゃないんですよ」

　些いささかプライドを傷付けられたという表情かおで、プラティープ。そんな陳腐な一言では片付けて欲しくないのであろう。

「奴のことなら、中学時代に隠れて吸った煙草たばこの数から、盗んで売ったバイクの台数まで、なんでも知ってますよ。奴が忘れたようなことでもね。一緒に遊んだ十九歳までのことですが──」

「そして向こうも──」

　と、スレイは補足した。

「おまえのことは、何でも知っているという訳だな……」

「ええ」

「長所も？」

「ええ」

「弱点も？」

「たぶん……」

「じゃあ」

　と、スレイは顔を上げて、帽子の庇ひさしに手をかけた。

「おまえが一見緻密で計算高く見えて、実はとんでもない甘ちゃんだという弱点も、そいつにはお見通しな訳だ……」

「え──!?」

　愕がく然ぜんとなる、プラティープ。

「まさか……」

「包囲されてんだよ、さっきから！」

　目をカッと見開いて、スレイ。

「出て来な、うすらトンカチども!!」

「観念しろ、ドン・レオ・スレイ！」

　山と積まれた輸出用加工米の紙袋──表向き菓子の原料だが、実はその中身は『シュープリーム』の前段階であるラベンダーヘンプの樹脂──の上に、長身のイサーン人が一人、すっくと立ち上がった。軍服を着ている。瘦そう身しんだが、スレイより背が高い。

「スリチャイ!!」

　と、プラティープが叫んだ。

「何故だ!?」

「甘いんだよ、プラティープ」

　と、スリチャイは言った。

「おまえがドン・レオ・スレイとつるんで、この惑星ほしに災厄をもたらしに戻って来たことは、イサーン中に筒抜けなんだ」

　梱包され、積み上げられた木箱の隙間から、十数挺の軍用小銃が二人に照準を定めていた。

「おまえ少しも変わっていない。一度仲間になった人間なら無条件で信じるところなど、昔のままだ。悪党なら悪党に徹すべきところを、妙に情に厚いところが中途半端でいけねえや。そういうヤクザは、長生きしねえ。長生きしねえばかりか、ほっとくと仲間の寿命まで縮めちまうから始末に終えねえ……」

「そうか……」

　それでかといった表情で、フッと嗤わらうプラティープ。

「俺が六年前、ソマンのことを信じたばっかりに、おまえに迷惑かけたことを、まだ根に持ってやがるんだな」

「当然よ！」

　腰のホルスターから銃を抜きながら、スリチャイ。

「おかげで俺は、危うく死にかけたんだぜ!!」

「小さい野郎だ……」

　と、プラティープ。

「そんな細かいことをいつまでもウダウダ言うところなんぞは、てめえこそ昔とちっとも変わっちゃいねえんだなあ……」

「なんだと？」

「豪ごう放ほう磊らい落らくかと思いきや、妙にウジウジと悩む。それがおまえの、欠点よ！」

　傍おか目め八はち目もく。互いの欠点はよく見えるらしい。

「野郎……」

　プラティープに照準を定めるスリチャイ。

「ここで遭おうたが百年目。その減らず口、今夜という今夜こそは、きけなくしてやるぜ！」

「おう。やってみろ!!」

　と、背広の胸を開くプラティープ。

「外はずすなよ！……下手へたに動かないで」

　声を落として、スレイを制する。

「奴には私は撃てません」

「しかし……」

「あなたが動けば、奴は撃つ。そうなれば外さないでしょう。スリチャイの射撃の腕は滅法確かです。それだけは確実です……。とにかく、奴の性分は私がいちばんよく知っています。ここは私に任まかせてください」

「従うけどよ──」

　面おも白しろくなさそうに、スレイ。

「奴がおまえをちょっとでも傷付けたら、俺は躊躇ためらいもなく奴を殺すぜ。たとえ全身に何発浴びても、野郎だけは殪たおす！　覚えとけ……」

「助かります」

　と、プラティープ。

「その気迫は、スリチャイにも伝わってます……。さすがに奴も、一目であなたがどういう漢おとこか、わかったでしょう」

　交渉の選択肢が、それだけ増す。

「プラティープ、おまえは本当に馬鹿だなあ……」

　と、同情するようにスリチャイは言った。

「このイサーンで、カンパニーを敵に回して、本当に無事でいられると思ったのか？　ヤク嫌いな俺でさえ、カンパニーと結ばねえことには生き残りも出世も不可能だと悟ったってえのによ……」

「それで少佐か？」

　とプラティープ。

「笑わせるな、スリチャイ・ソーンキット！　このイサーンから麻薬の害を一いつ掃そうしてやると、泣いて誓ったあの日のおまえは、何処どこへ行った!!　嫁入り間近だったおまえの姉さんを廃人に変え、一家をバラバラにしたのは『シュープリーム』とカンパニーだろうが!?」

「確かに──」

　とスリチャイ。

「しかし、そこからが俺とおまえの違うところでな……。俺は単純な復讐よりも──おっと、危ねえ!!」

「脈……あります」

　と、プラティープはスレイに囁ささやいた。

「スリチャイは、今こそカンパニーに身を投じていますが、獅し子し身しん中ちゆうの虫です……。かつての私が、そうであったように……」

「で、大馬鹿野郎のプラティープさんよ……」

　スリチャイは言った。

「おまえは、まだ寝言みてえにカンパニーをブッ潰つぶすとかほざいているのかい？」

「ああ」

　頷くプラティープ。

「俺が捜し求めていた人が、見付かった。俺は……スレイに賭ける！」

「くだらん!!」

　一笑に付す、スリチャイ。

「寝言よ！」

　銃の狙ねらいを定め、撃った。

　弾丸はスレイの髪の毛を掠かすめ、彼を背後から狙っていた兵士をのけぞらせた。

　素早くその銃を奪い取るスレイ。

「ひゃっほ～!!」

　振り向きざま、腰だめに一連射。数人が斃たおれる。

「窮屈な軍は、今こ宵よい限りで辞やめだ！」

　と、軍用拳銃を撃ちまくるスリチャイ。乱射しているように見えて、その儘ことごとくが命中しているという離れ業わざだ。たちまち死体の山が築かれる。

「やっぱり……」

　ひと仕事終えて、プラティープは微笑む。

「打ち合わせは、不要だったな」

「またおまえと組むのか……」

　と、複雑な表情のスリチャイ。

「しかも、相手はエグゾゼカンパニーときた。俺の予定表じゃ、牙きばを剝むくのは二十年も先の話だぜ」

「ぬかせ！」

　鼻でせせら笑うプラティープ。

「おまえの性格で、二十年も待てるもんか!!　せいぜい五、六年と踏んでたんだ。ぴったし俺の読み通りになったぜ」

「しかし、余りに時期尚しよう早そうであることには変わりねえ。俺たちは、徒と手しゆ空くう拳けんに近い……」

「なんの！」

　と、プラティープはスリチャイの肩を叩いた。それからスレイを振り仰ぐ。

「俺たちには、スレイがいる」

「俺も、そいつの目を見て決めたんだが──」

　何か釈然としないといった表情で、スリチャイ。

「なんでかなあ……。そいつに睨にらまれた瞬間に、電流が走ったことは事実なんだが──。カンパニーより、そいつ一人の方が、怖いって気がしてな……」

「間違ってねえぜ」

　とスレイ。

「おまえは正しい……」

「だといいけどな……。さっきも話した通り、俺は一度プラティープの話を信じて、えらい目に遭っているんでね」

「今度は信じてくれ」

「信じるしかねえだろ」

　とスリチャイ。

「十七番の木箱を開けてみろ……。注文した物ブツが、入ってるぜ」

「そいつは豪勢……」

「スレイさんよ」

　スレイの肩に手を置く、スリチャイ。

「俺もあんたに、全財産賭けたぜ。夢物語を、叶かなえてくれよ」

「賭けるのは、あんたの勝手だ」

　とズボンの埃ほこりを払いながらスレイ。

「俺は、そういう他人の想い込みを背負って生きるのは、好きじゃない。ただ、おまえが俺の中に何かを見たというのなら、たぶんそいつは間違いない。黙って付いて来れば、現実は面白いようにおまえの思い通りになる……。俺の足跡から、はみ出るなよ」




「う～ん……」

　ポケットのコインを指で弾きながら、ベルファルドは思案した。

「よし、決めた！　こいつで運試しだ!!」

　大層な考えもなしにふらっと入ったカジノで、彼はコートのポケットに何故か一枚だけあったコインで、今後の人生を占ってみることにした。一台のスロットマシンが、何故だかジャックポットを約束してくれたような気がしたのだ。

　が──、

　放り上げたコインを受け止めようとした手が滑って、コインは台の下の隙間に……。

「ちゃ～」

　慌あわてて指先を突っ込み探さぐるが、奥へ入り込んだとみえて、なかなか届かない。

「困ったなあ……。これでコーラでも飲もうか、ワンチャンスに賭けるか、結構悩んだのに……。元も子も失くしちゃったよ」

「動くな！」

　おまけに不意に背後から、叫ばれた。

「警察だ！　全員、その姿勢のまま、一歩も動くんじゃないぞ!!」

「動くなって……言われたってなあ……」

　床に顔を付け、スロットマシンの下の隙間に片腕突っ込んだままだという情けない姿勢で、仕方なくフリーズするベルファルド。

「親がいないと、いいこともあるよ」

　ベルファルドが独ひとりごちだ。確かにこんな格好は、親には見せたくない。

「全員、そのまま、そのまま……」

　銃を構えているのは、ゴメス警視である。その隣には軍用小銃を構えたスレイもいるのだが、台の下に這はいつくばったままのベルファルドには見えない。もちろん、スレイの位置からも、ベルファルドは死角になっている。

「どこかに隠し扉とびらがあるはずだ!!」

　と、やはり小銃を構えたスリチャイが叫んでいる。

「捜せ！」

「おい……」

　と、支配人を捕まえたプラティープが、銃を突き付けて恫どう喝かつする。

「スイッチは何処どこだ？」

「言うもんか」

　と、不敵に笑う支配人。ここの経営を任されているだけあって、肚はらは据わっているようだ。

「おまえら、本当の警察じゃねえな……」

　と、どうやら彼には襲撃者の正体までもわかっているようなのである。

「本当の警察なら、この店に手出しをしようなんて馬鹿なこと、考えるはずもねえ……」

「生あい憎にくと、警察も営業方針が変わったんだ！」

　銃じゆう把はで支配人の頭を小突くゴメス警視。

「訴えてやるぞ！」

　と、息巻く支配人に、

「手入れが終わって、まだ舌があればね……」

　と、嘯うそぶきながら、電磁ナイフをちらつかせるリトラ警視正。

「は、はい……左様で……」

　支配人はおとなしくなった。

「言いなさい!!」

「へ……うちは健全営業でして……。地下部屋など……」

「地下にあるのね」

　北ほく叟そ笑えむリトラ。

「わかり易い奴……」

　しかし、隠し扉の位置はわかり易くはなかった。確かに、随所に絡から繰くりはある。ここぞという場所に、その作動スイッチもある。だが、それらは皆、彼らの目当てとする『クライム耳みみ囊ぶくろ』の端末へと通じる通路ではなかった。

「こっちは隠し金庫だ」

　とプラティープ。

「こっちは手入れの時用の、抜け道だぜ……」

「こっちは──」

　リトラ警視正の手が、カーテンの影にあった紐ひもを引っ張る。だが、観音開きのカウンターの奥から現れたのは、銃のロッカーだった。

「秘密の武器庫って訳ね」

「どこが健全営業だ……」

　呆あきれるゴメス警視。

「こりゃ、捜せば死体の一つや二つは出て来そうだな」

　確かに、手入れした甲か斐いはあった。だが、そんな物はいくら出て来ても仕方がないのだ。

「まずいな……」

　と、スレイの表情に焦りが芽生え始めた。

「さっさと見付けねえと手入れを喰らったことを逆に通報されて、端末への回線を塞ふさがれてしまう……」

「ふっ、やっぱりアクセスが目当てか……」

　嗤わらう支配人。

「生あい憎にくと、ちょっとやそっとじゃ見付からねえとこに隠してあるんだ。まあ捜してみるんだな。あと十分かそこらで、回線は閉じられてしまうがな……」

「この野郎！」

　思わず支配人を殴なぐり飛ばすスレイ。

「ちょっと!!　失神させてどうするのよ!?」

「済まねえ、つい……」

「あの声は……」

　はっとなるベルファルド。何処にいても聞き間違いようのない胴どう間ま声ごえであった。

「スレイ？」

　その瞬間、伸ばしていたベルファルドの指先に、冷たい感触。

「あった!!」

　思わず叫ぶその声に、今度はスレイが振り向いた。

「ベルファルドじゃねえか……」

　きょとんと、不思議そうに見下ろす目。

「おめえそんな所で、何やってんだ？」

「ちょっとね……」

　意味不明な照れ笑いで誤ご魔ま化かす。

「失なくしかけた運ってやつを、見付けたのさ」

「よくわからん野郎だな」

「とにかくこれで──」

　苦笑いしながら、指先に触れたコインを摘つまもうとする。と、振動とともに床がスライドして、地下へと通じる階段が現れた。

「ジャックポット！」

　思わずコーラスでシャウトする、スレイとベルファルド。どうやらその運は、本物らしい。




「よし、ダウンロード終了！」

　端末からコピーしたディスクを抜き取りながら、叫ぶスレイ。

「これで『アカネ館事件』に関する、ファイルは手に入ったぞ」

「他のファイルを覗く時間がなかったのは惜しいわ……」

　残念そうに呟く、リトラ警視正。ちょうど『アカネ館事件』のファイルをダウンしたところで、端末への回線を切られてしまったのだ。

「これでエグゾゼカンパニーも用心して、この惑星ほしの端末は全部カットしてしまうでしょうし……」

「ま、そいつは、エグゾゼカンパニーを叩き潰してからの楽しみに取っとけや」

「私、おばあちゃんになっちゃうわ」

「そんなに時間をかけるつもりはねえよ」

　スレイは断言した。

「賭けてもいい」

「だいたい、あなたが支配人を殴って気絶させなきゃ、せめてあとひとつのファイルでもダウンできたのに……」

「今さら言うな。それよりベルファルドの手柄を褒ほめてやれ。こいつが居合わせてなきゃ、ファイルそのものも手に入らなかったんだからな」

「彼は何者？」

「俺の、命の恩人！　こいつがいなきゃ、俺は死んでたの」

「へ～え……」

　呆あきれたようにベルファルドを見るリトラ。

「まったく、余計なことをしてくれたもんね」

　その時、警報ベルがけたたましく鳴った。

「いけねえ!!」

　証拠を湮いん滅めつするために、証拠の品を片っ端から『押おう収しゆう』しながらゴメス警視が言った。単なる『隠匿』とも言う。

「早くずらかろうぜ。本物の警官が来るぞ」

「あんたも本物の警官だろうが!?」

　手近な札束をポケットに捩ねじ込みながら、スリチャイ。

「これで懲戒免職と、大差なくなっちまった……」

　ぼやくゴメス。

「早く逃げましょう!!」

　とプラティープ。

「あの～」

　おずおずと尋ねるベルファルド。

「僕も一緒でなきゃ、駄目でしょうか？」

「来いよ」

　と、スレイが肩を叩いた。

「どうせ、行くあてもねえんだろ？」

「そうだけど……」

「イツマの秘密、知りてえだろ」

　ダウンしたディスクを、ちらつかせる。

「一緒に見ようぜ」

「裏ビデオでも、コピーしたの？」

「ま、そんなもんだわな」

　有う無むを言わさず、強ごう引いんにベルファルドをワゴンへと連れ込む。

　そこへ、遅まきながら警官隊が突入して来た。

「犯人はそこだ！」

　いつの間にか突入隊の指揮官に早変わりしている、ゴメス警視。どうやらあくまでも退職金にこだわるつもりらしい。

「しょっぴけえ!!」

「へっ、変わり身の早いおっさんだぜ」

　苦笑いするスレイ。

「小役人の鑑かがみだ。あいつ、あれでまだまだ、出世するかもな……」

　しかし、そこはさすがに、見当違いの方向へ警官隊を誘導していく。

「あっちへ逃げたぞ、追え～！」

「警視正の姐ねえちゃんも、ずらかったかな？」

「あんなのと一緒にしないで！」

　いつの間にか、ワゴンの助手席にいる。

「私は、『アカネ館事件』の全貌が知りたいのよ！　アジトにお邪魔するわ」

「アジトと言えるほど、立派なものじゃないですがね」

　ハンドルを握りながら、プラティープ。

「ま、よければどうぞ。雑ざ魚こ寝ねですが……」

「貞操は、護まもってみせるからね」

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　と、スレイが言った。

「アジトには、ノーイがいる……。間違っても子供の目の前で、襲ったりはしねえよ」

「いなけりゃ襲うの？」

「あんたはパス！」

　素っ気なくスレイは手を振った。

「論外……」

「それはそれで、プライドが傷付くのよねえ……」

「馬鹿なことを言ってる間に、包囲されちまったぜ!!」

　焦りながら、スリチャイ。

「発砲しようか？」

「軍人が警官を撃つのは、まずくねえか？」

「それなら問題ない」

　とスリチャイはあっさり言ってのけた。

「イサーン軍とイサーン警察の、仲の悪さを知らねえな」

「そんなに悪いの？」

　とリトラ警視正。

「互いにカンパニーからのリベートを取り合ってる商売仇がたき同士だからな……。実を言うと俺は、撃ちたくてうずうずしてるんだ」

「血を流すのは、よくないよ！」

　ベルファルドが言った。

「スレイ、僕を人ひと質じちに使って!!」

「そいつは名案！」

　たちまちベルファルドの頭を小脇に抱かかえ、こめかみに銃口を突き付けるスレイ。

「囲みを解け！」

　と、迫力たっぷりに脅おどすスレイ。それだけで包囲の列が、三メートルばかり後退した。

「一歩でも寄ると、こいつの命はねえぞ」

「た、助けてくださあい！」

　これまた、臨場感たっぷりの演技を見せる、ベルファルド。

「僕は、タイラー家の人間なんです!!　たまたま、このカジノに遊びに来て……」

「タイラー家……」

「あの、銀河一の名門……」

　その名は、効果てきめんであった。

「本当だ！　彼はイーサン・ベルファルド＝タイラーだ！」

　さらに包囲網の後方から、ゴメス警視がちゃっかり呼こ応おうする。

「彼にもしものことがあったら、全員クビが飛ぶくらいじゃ済まないぞ！　ああっ、おまけに、本庁のリトラ警視正まで、人質に取られてしまったぞ。一体どうすればいいんだ～!?」

「大根……」

　頭を抱えるリトラ。しかし、警官隊はゴメスの演技力ゼロの芝居も気にするどころではなかった。さっと包囲を解く。

「感謝しますよ、ベルファルドさん！」

　さっとワゴンを出す、プラティープ。

「さあ、早いとこアジトで、上映大会だ」

　スレイは威勢よく叫んだ。あまり力が入ってか、ベルファルドは本当に気絶してしまう。

「イツマの秘密が、ジョアンナとはどういう関係なのか、これで総すべての謎なぞは包み隠さずわかろうってもんだぜ!!」














第十章　心的外傷トラウマ









　三時間遅れでアジトに到着した時、リカルド・ゴメス警視は濡ぬれ鼠ねずみだった。この季節のこの地方に特有の、車軸を流すようなスコールに遭遇したのだ。もっとも、スレイやベルファルドとて大差はなかった。アジトの安アパートは、外とそう違わない湿気と雨漏りだったのだから──。

「ひでえ宿だな」

　と、崩壊寸前の安アパートの惨状を一目見るなり悪態をつくゴメス警視。

「いいところもありますよ」

　とプラティープが言った。

「家賃が安いんです。週にたったの七百バーツ。普通のホテルに泊まるのとでは、差額も馬鹿にできません」

「そんなもの、屋根の修理代で消えちまわあ！」

「まあ、この貧窮生活で得た逞たくましさを、明日へのジャンプ台にしますよ」

　天てん井じようからの滝のひとつ──もはや滴しずくとかいうレベルではない!!──を、サバカレーの空缶で巧みに受けながら、プラティープ。

「その前に、気力も萎なえちまわねえか？」

「普通はね……」

　プラティープには微笑ほほえむゆとりすらあった。

「うちの大将は、違いますよ」

「ま、普通じゃねえことは認める」

　ここ数年の『付き合い』で、誰よりもスレイのことをよく知るゴメスは頷うなずいた。

「だが、忘れるなよ。いつかスレイを絞首台送りにするのは、この俺だ」

「今時、絞首刑なんてどこの惑星ほしでもやってませんよ。イサーンの死刑は、銃殺刑です。あれ？　ガス室だったかな？」

「電気椅い子すよ」

　とリトラ警視正が言った。

「俺はどんな処刑も受けねえぜ」

　とスレイ。

「俺を裁ける奴は、銀河のどこにもいねえ。それに、同じ死ぬにしても全身に銃弾を浴びての最さい期ごこそ、俺には相応ふさわしい……」

「勇ましいね」

　と、羨うらやましそうに呟つぶやくベルファルド。

「僕にはせいぜい、大勢の孫や曾ひ孫に囲まれての大だい往おう生じようくらいしか、思い付かないよ……」

「陳腐だな」

　とスレイ。

「だが、おまえには似合いそうだ」

「スレイにもね」

「柄じゃねえ」

「そんなことないって」

「俺は天涯孤独が似合う漢おとこなんだ」

「家族がいないなら、増やせばいい」

　と、ベルファルドは言った。

「ジャスティ大おおお祖父じいちゃんは、そうしてきた……」

「ふむ……なるほど……。その手もあるな。しかし、俺に似合う女がそういるとも思えねえしな」

「しゃべってないで、始めましょう」

　いい加減痺しびれを切らしていたリトラ警視正。

「無能な警視さんを待つので、疲れたわ」

「それはないでしょう……」

　ぼやくゴメス。

「調書の辻つじ褄つまを合わせるのに、えらい手間取ったんですよ。まあ、今回は降格とまではいかずに、始末書で済みそうですけどね……」

「あなた、いい加減に気付きなさいよ」

　リトラは諭さとすように言った。

「自分には、刑事って仕事は向いてないんだって……」

「それを言っちゃ、おしまいです」

「どうぞ……」

　少女ノーイが、おずおずとバスタオルを差し出す。

「おっ、すまねえ」

　微笑むゴメス。しかしノーイの笑顔は、この殺さつ伐ばつとしたアジトには似合わないこと夥おびただしい。

「おいスレイ、いつまでこの娘をここに置いておく気だ。このままじゃ。誘ゆう拐かいと大差ねえぞ」

「仕方ねえだろう。ノーイには行くところがねえんだ。その娘は、親に売られたのさ。たった十万バーツかそこらの、博ばく打ちの借金のカタにな……」

「スレイはいい人よ……」

　と、ノーイは懸命に訴える。

「あたしは、他の何処へ行くよりも、スレイと一緒にいるのが幸せなの……」

「そうかもな……」

　とゴメス。

「だが、無ぶ粋すいを承知で言うが、それこそがおまえの、最大の不幸だ……」

「言ってくれるよ」

　洟はなをかむスレイ。

「俺は別に、ノーイに悪事を強制しようとか、食わせた恩を返せとかなんて、言うつもりはねえぜ。未来永えい劫ごうな」

「俺も、それは信じる」

　スレイを見るゴメス。

「だが、最後の最後まで、おまえはこの娘の人生の、面倒を見てやれるのか？　そう断言出来るか？」

「それは……」

　口くち籠ごもるスレイ。

「あなたも結構性格悪いのね」

　とリトラ警視正。

「そういう商売に就ついちまったもんでね……」

「いいわ。ノーイの将来は、ここにいる全員で見ましょう。最悪の場合でも、私も含めた何人かは長生きするでしょうし……」

「だといいですね……」

「おいおい。いい加減始めようぜ」

　ダウンロードしたディスクを旧式コンピューターにインストールしながらスリチャイ。

「まったくこの面めん子つは、一人増えるたびに大世間話大会になっちまうんだから……」

「そういうてめえが、警視が来るまではいちばん饒じよう舌ぜつだったぜ」

　とプラティープ。















「いいじゃねえか。それだけ紆う余よ曲きよく折せつを経へた人生なんだよ!!」

「紆余曲折なら、負けねえぞ」

　この部屋にいる全員が、そうだった。これまでも、そしてこれからも──。




「テロリストでなければ、どうぞ……」

　ドアをノックする音に、振り向きながらイツマは言った。

「もっとも、ちょっとでも怪しい者なら、このドアの前まで辿たどり着けないでしょうけどね」

「そうでもないぞ」

　枯れた声とともに、ドアが開いた。

「ワシは、既にしてじゅうぶんに怪しい」

「大お祖父じいさま!!」

　あまりの意外さに、さしものイツマも動転した。

「いつイサーンに!?」

「たった今じゃよ」

　自走車椅子のジャスティ・ウエキ・タイラーは、皺しわだらけの貌かおで微笑みながら言った。

「取るものも取り敢えず、このホテルに駆け付けたわい」

「ここは危ないんですよ！」

　イツマは言った。

「危なくしてしまった張本人である、この僕が言うのですから間違いはありません」

「重々承知しとる」

　老人の微笑みは崩れない。

「百二十歳のくたばり損ないが、今さら死を恐れる理由はあまりない」

「しかし……」

「それよりも、イツマ。これからという玄孫やしやごの身を案じる気持ちの方が、数百億倍も強いわい。おまえの身代わりになれるものなら、この余生の一年や二年、いや、なんの命が惜しかろうて」

「そんな……」

「軽はずみをしたな、イツマ」

　曾々祖父の眉に、明らかに咎とがめる表情いろを認めて、イツマは臆した。

「まったく、おまえらしくもない……」

「申し訳ありません……」

　深々と頭こうべを垂れるイツマ。

「時々、自分でも自分の感情を、どうしようもなくなるのです。コントロール不能に……。自分の激情に、負けました……。いかような非難でも、甘んじて受けます。ですから、どうか一刻も早く、この惑星ほしをお離れください……。安全な場所へ──」

「おまえは、エグゾゼカンパニーを本気で怒らせた……」

　老人は淡々と言った。

「そうなってしまった以上、この銀河の何処どこに、安全な場所があろう……」

「はい……。ですから、少しでも安全な場所へ──」

「用が済めば、帰る」

　飄ひよう々ひようと、老タイラー。

「ちょいと、言っておきたいことがあってな。おまえと、ベルファルドと、そしてスレイにじゃよ……」

「僕たち三人にですか？」

「ひと括くくりにしたの」

　笑いながら、タイラー。

「既に、奇妙な連帯感が芽生えてしまったとみえる……」

「はい……」

　戸と惑まどいながらも、頷くイツマ。

「奇妙なものです……。三人とも、価値観も生き方も、あれほど違うのに──」

「だからこそ、じゃよ」

　くっくっと嗤わらう、老人。

「他人のような、気がすまい」

「他人ではないのですか？」

　首を振るタイラー。

「ちょいと込み入った話になるがな……。それをおまえに、話す時が来たようじゃ」

「どうぞ、奥の間へ──」

　そこには、黙々と壁に向かって絵を描き続けるシズマがいた。タイラー老を見るなり、彼はその膝ひざに抱き付いた。

「大お祖父ちゃん！」

「おう、シズマよ!!」

　思わず目を細めるタイラー。

「凄すごい絵になりつつあるのう……」

　壁一面に、シズマ版『最後の審判』が完成しつつあった。中央のキリストはタイラー老の顔をしており、右側に天国に昇る人々、左側に地獄に墜おちる人々が対照的に配されている。

「やはり、ワシの思った通りじゃ……。ワシが生きておる間に生まれた子孫のうちでは、いちばん歴史に名を遺のこすのは、シズマ、間違いなくおまえじゃよ」

「僕もそう思います」

　嬉うれしそうに、イツマは頷いた。

「シズマはこれほどの天才なのに、どうして世間の人々は彼を、サヴァン症候群の一言で片付けようとするのでしょう？」

「それは彼が、予言者だからじゃよ」

　と、タイラーは微笑みながら言った。

「未来が見える者は、疎うとまれて当然じゃ。この絵を見ろ」

「は？」

「天国に行く連中は、どいつもこいつも誠にもって、実につまらなさそうな表情かおをしておるのに、それにひきかえ、地獄行きの連中の、なんと活きいきと輝いておることよ」

「言われてみれば……」

　その差は歴然としていた。

「あ──」

　中でも、両手を広げてキリストに抗弁している亡もう者じやの表情を一目見るなり、イツマは思わず小さな叫び声を漏らした。

「この男のモデルは……スレイ!!」

「そうだよ」

　微笑みながら、シズマ。

「いい顔をしてるでしょ？」

「本当に……。これから俺が行って地獄を楽しくしてやるとでも言いたげに、誇らしげに──」

「兄ちゃんもいるよ」

「え……」

「ほら、ここ……」

　スレイのさらに左に、イツマに似た美び形けいの亡者がいた。しかも、その亡者は、全裸の女の姿であった。

「僕も地獄行きか……」

「その方が、いい表情になるんだよ」

　芸術家は、妥協しない。

「確かに──」

　イツマに似た亡者の頰に浮かんだ微笑みは、総すべてを引き受け、諦てい観かんした者のみが持つ、涼やかさに満ちていた。

「ベルファルドもいるよ……」

　そう言って、大壁画の右側を指差す。彼だけが天国行きだった。

「随分な差だな……」

　苦笑するイツマ。

「でも、このベルファルドの表情は、全然楽しそうじゃないじゃないか……。なんて寂しそうな笑顔なんだ」

　ベルファルドをモデルにした聖者の表情は、同じ微笑みでも、イツマのそれとは対極にあった。だからこそ、絵としても引き立っているのだが……。おそらく、シズマは自分では何も考えずにこの絵を描き、自分の親しい者を無作為に配しているのだろう。しかし、だからこそ、そこにどうしようもなく、神の采さい配はいが現れてしまうのだった。

　この残酷さを、何に喩たとえたらいいのだろう。

「仕方ないよ……」

　と、言い訳するようにシズマは言った。

「この絵の中じゃ、天国行きは貧乏籤くじだもの……。地獄のほうが断然楽しいのさ」

「ワシもそう思う……」

　とタイラー。

「シズマには、何もかも見えておるのじゃのう……。彼が疎まれる理由も、これでわかろうというものじゃ」

「大お祖父さん……」

　イツマは偉大な曾々祖父を見た。

「あなたは、何を考えているのです？」

「そうじゃな……」

　ちょっと考えて、老人は言った。

「おまえの将来をも含めた、銀河の未来のこと……。ワシがいなくなってから、銀河を纏まとめる者のこと、かな？」




「ジョアンナ・ウエキ・タイラー……。宇宙暦７０８４年……イツマ・ウエキ・タイラーに改名……。以後、表向き男子として成長……現在に至る」

　冷徹な声で、モニターに映し出されるファイルを読み上げるリトラ警視正。

「やっぱり──」

　呟くスレイ。

「こういう絡繰りだったか……」

「でも、なんで？」

　とベルファルド。

「なんでイツマは、ジョアンナの名と、女であることを棄てなくちゃいけなかったんだろう？」

「だから、そいつを調べているんじゃねえか」

「これから出ますよ」

　とプラティープ。

「その謎なぞが、この『アカネ館事件』に隠されているんです」

　しかし、ファイルはそこでパスワードを求めてきた。

「この期ごに及んでまだパスワードを要求するか!?」

　呆あきれ顔のスリチャイ。

「なんて厳重なロックなんだ……」

「まいった！」

　互いに顔を見合わす一同。

「パスワードの見当はつかねえか？」

　とスレイ。

「つくか、そんなもん!!」

　とゴメス。

「くそっ、なまじここまでわかってると、かえって欲求不満になるぜ」

「手当たり次第に入力してみたら？」

　リトラの提案に、

「駄目だ」

　と、スリチャイが首を振る。

「このファイルには、トラップがかかってる。二回間違ったパスワードを入力すると、自動的にファイルそのものが消去されるようになってるんだ」

「トラップを解除できねえか？」

「ここにある機器では無理だ」

　とスリチャイ。

「せめて、もう二世代、新しいマシンなら、どうにかなったかもな……」

「じゃあ、マシンと場所を替えて再トライ？」

「それも無理だ」

　と、蒼白になるスリチャイ。

「パスワードを求めて来た時点でディスクを抜いても、データは壊れちまうようにプログラミングされている。巧妙だ」

「それ以上に、慎重だな……」

「さらに──」

　と、スリチャイは言った。

「パスワード請求が出されてから、三分以上キーボードを叩かなくても、ファイルは消去される……」

「か～ッ!?　姑こ息そく！」

　頭を搔き毟むしる、スレイ。

「こうなりゃ駄目モトで、何かパスワードを入れちまえ！」

「ちょっと待ってよ！　それじゃ、今までの苦労はなに!?」

「こっちは刑事生命すら懸けて、必死でアクセスしたってのに!!」

「何か……何かパスワードはねえのか？」

「ない！」

　と、不意にベルファルドが叫んだ。

「パスワードなんか、もともとないんだ!!」

　そう叫ぶなり、横合いからキーボードをひったくるように奪い、

『ない』

　と入力して、リターンキーを押した。

「走った!!」

　一同の声が、四部合唱になる。

「ありか、こんなの!?」

「よくわかったな……」

　乱暴に、ベルファルドの頭を摑つかんで揺するスレイ。

「大手柄だぞ！」

「いや、ただ、なんとなく、そんな気がして……」

　とベルファルド。

「咄とつ嗟さに頭に浮かんだままを、入力してみたんだ」

「なんてラッキーな奴なんだ……」

　呆れるゴメス警視。

「いずれにせよ、これで苦労は報われたがな」

「見て！」

　リトラ警視正が叫ぶ。

「『アカネ館事件』の全貌よ！」




「イツマよ……」

　と、老タイラーは玄孫の端正な貌かおを正面から見詰めながら呟いた。

「おまえに謝らなければならんな」

「何を謝るとおっしゃるのです？」

　怪け訝げんそうに見詰め返す、イツマ。

「あなたに謝ってもらわなければならないようなことが、ございましたっけ？」

「ある」

　と、老人。

「いや、より正確にはイツマ、おまえにではなく、ジョアンナにな」

「その名は棄てました」

　と、冷ややかにイツマ。声に僅わずかな動揺がある。

「ジョアンナ・ウエキ・タイラーという少女は、十年前に死んだんです。あの、ビシュラムのアカネ館での嵐の夜に……」

「イツマよ。おまえは自分の中のジョアンナを殺してしまったのか？　いや、殺してしまったつもりなのか？」

「は？」

「そのつもりなのだな……。だが、ジョアンナは生きている。おまえの中に、今も生きているのだ。心の奥に押し込められたジョアンナは、今も事ある度たびに表に出ようとしている。それがわからんのか？」

　タイラー老は詰め寄った。哀れむように、イツマを見る。

「それがわからぬほど、おまえは馬鹿ではあるまい。ジョアンナは今におまえに復讐するぞ」

「毎日復讐されてますよ」

　寂しげな笑みを口元に湛たたえ、イツマは言った。

「たとえ心は男でも、生物学的には否応なく、自分が女だということを思い知らされ続けていますからね……」

「おまえの心と体とが、これ以上引き裂かれ続けているのを見るに忍びん。曾々祖父として、家長として──」

「同情は結構です。たとえそれが、ジャスティ・ウエキ・タイラー、僕が心から尊敬する、あなたからのものでもね……」

「同情ではない」

　タイラーは言った。

「同情などであるものか。ワシには到底、おまえと同じ苦しみを感じることはできん。察することさえ、不可能だ。ワシは男だったし、これからも、死ぬまで男なのだからな……」

「僕の中に眠っていた男は、あの夜、解き放たれたんです……。それが、女の体を持て余している……。体も心も、引き裂かれそうだ……。その苦痛を紛まぎらわそうと、僕はあらゆることに熱中してきた。そして、なんでも一番になってきた……。しかし、虚むなしい……。空虚だ……」

　イツマは嗚お咽えつした。

「あの夜、あんなことさえなければ──!!　僕はまだしも、一生女でいたかった！　本当は心が男であることに気付かなくても済んだかも知れないのに……。僕の女を返せ!!　ちくしょう！」

「自棄やけになるな。何者もおまえを傷付けることはできん。おまえを汚すこともな」

「そうでしょうか？」

　イツマは救いを求めるようにタイラーを見た。

「本当に、そうでしょうか？　大お祖父さま……」

「おまえの中のジョアンナを認めてやれ。そうすれば、少しは楽になる。ワシに出来るアドバイスは、それだけだ……」

「それは……それだけは……」

　イツマは唇を嚙む。

「できない相談です。僕はジョアンナが嫌いだ。どうしようもなく嫌いなんです。その名を口にするだけで背中に悪お寒かんが、虫むし酸ずが走るんです。僕にとってジョアンナは、単なるアニマ（男性の心の中にある擬似的な女性的部分）以上のものではない……。いや、単に嫌悪すべき存在では済まない十字架なのかも──」

「気の毒に……」

　顔を押さえ、首を振るタイラー。

「おまえに、ジョアンナを嫌いにさせてしまったあの男を、ワシは死ぬまで憎む……」

「それは言わないでください、大お祖父さま……」

　イツマは涙を流しながら哀願した。

「僕はよけい、惨みじめになる……」

「いや、赦ゆるさん！」

　と、老タイラーは窶やつれたその拳を宙に振り上げた。

「あんなことが、赦されていいものか!!　実の叔父が、姪めいを──！」

「やめてください！」

　と、イツマはその先を遮さえぎった。

「ユズル叔父さんのことを、悪く言わないでください……。あの人は……反省しています……」

「おまえは赦せるのか？　あの鬼畜を!?」

「赦すしかないでしょう……」

　諦てい観かんし切った表情で、イツマ。

「そうでもしないと、僕は……ボロボロになってしまう……」

「…………」

「あの人が、歪ゆがんでいるのは、僕が歪んでいるのと同じですよ。僕が女性に興味が持てないように、あの人は幼女にしか興味を抱いだけない体質だった……。不思議でしょう？　でも、ひょっとしたら僕がいちばん、あの人のことをわかるんですよ。最大の被害者なのに、唯一の理解者なんです……」

「金策家としては、誠に有能なのだが……。そうでなければ、一族から追放しておったところだ……」

「僕がそれを赦しませんよ。あの人の能力は、タイラー家に必要です」

「おまえはよく、我慢出来るな……」

「出来ませんよ……。ただ、あの人を顎あごでこき使うには、あの人が僕に対して持っている負い目は、都合がいい……。だから死ぬまで利用してやるんです。一生こき使って、使い棄ててやりますよ。それが僕の復讐かな？」

「楽しいか？」

「楽しく……ない」

　イツマは啜すすり泣いた。

「楽しくなんか……ない！　逃げ出したい……」

　銀河を救ったタイラーにも、イツマの心は掬すくえない。




「こんなファイル……」

　と、ベルファルドの声が小刻みに震えた。

「覗くんじゃなかった……」

「かもな……」

　と、スレイ。

「義父とうさんが、義父さんが……十年前……イツマを──」

「ジョアンナだよ」

　スレイは訂正した。

「その時はまだ、ジョアンナだったはずだ」

「ジョアンナを、レ……」

「しっ!!」

　ベルファルドの口を押さえたのは、リトラ警視正だった。

「小さな娘この前で、不用意なことを言うんじゃないわよ！」

　ノーイを気き遣づかう。

「それにしても、こんな巡り合わせとはなあ……。たまらんぜ」

　天てん井じようを見上げ、大きく息を吐くスレイ。

「十一歳の時に……？」

「そうだ」

　と、ゴメス警視は頷いた。

「十年前の別荘で起きたその夜の事件が、彼女の人生を変えてしまった……。俺たち男には、想像するしか手立てがねえ」

「残酷だな」

　と、スレイ。

「俺は、考えてみればひどい男だった……」

　そう言って、自分にまとわりついてくるノーイを見た。

「このくらいの時にか……。辛つれえな、鏡を見せられるようなもんだ」

「男ってのはね──」

　と、リトラ警視正はしみじみ言った。

「自分でも気付かないうちに、無数に女を傷付けているものなのよ。あなたはまだ意識している分、ましな方だわ、スレイ……」

「俺も……」

　と、済まなさそうに、ゴメス警視はリトラを見た。

「今まで、さんざんあなたを傷付けていたかも知れんですね。態度や、言葉で……」

「ようやく気付いたか！」

　勝ち誇るリトラ。

「さすがに慣れたけどね。でも、たとえば昇進する度たびに、美人刑事から美人警部、美人警視、美人警視正……肩書きに『美人』を冠されるだけでも嫌いやだったわ」

「そりゃそうだ。男だったら、わざわざ美男警視正だなんて言わんもんなあ……」

　とスリチャイ。

「婦人警察官の『婦人』さえ、省略すべきなんだろうな、本来……」

「ま、それを逆さか手てに利用するくらい、したたかにはなりましたけどね……」

　腰に手を当て、リトラは微笑んだ。

「しっかし、このユズル・タイラーという漢おとこ、本ほんッ当とうに赦せないわね。最低よ！」

「おいおい」

　スレイが窘たしなめた。

「傷付くと言うなら、自分でも気を遣ってやれ。義理とはいえ、ベルファルドの父親だぜ」

「あ──!!」

　思わず口に手を当てるリトラ警視正。

「ごめんなさい……」

「いいんですよ……」

　ポツリと呟く、ベルファルド。

「事実ですから……」

「でも、あなたには関係ないでしょ？」

「そうでもないと思います」

　ベルファルドは言った。

「義父ちちの性せい癖へきがまともじゃないのは、一族の間でも評判でしたから……。でも、まさかこんなことがあったなんて──」

「つまりおめえと、おめえの母ちゃんとは……」

　スレイは言った。

「義父おやじさんから見て、体ていのいい偽装結婚の相手だったって訳かい？」

「そうなるね……」

　寂しく微笑む、ベルファルド。

「耐えられない……。僕の存在自体も、イツマを苦しめるものだったろうに……それなのに……イツマは僕を友人として、一族として遇してくれた。それがどんなに辛かったことか……」

「気に病むな」

　スレイはその肩に手をやった。

「おまえまで苦しむことは、ねえんだぞ」

「苦しみたいんだ」

　とベルファルド。

「イツマの重荷を、少しでも軽くしてあげたい」

「俺もだぜ」

　とスレイ。

「一緒に、苦しもうぜ。なあ、ベルファルド……」














第十一章　永いお別れ









　アルフレート・サリバッシュは宇宙港の検問が嫌いだった。いつも、必ず引っ掛かるから──。

「はい、ポケットの中のコインを全部出して」

　と、係員が指示し、言われた通りにしてもなお、ゲートのブザーは鳴ってしまう。

「ちょっと失礼……」

　磁気探知機を手に近寄る係員に、

「鳴ってる理由は、わかってる」

　おもむろに、彼は自分の右腕をめくってみせる。わざと勿もつ体たいぶって、ゆっくりと──。

「義手なんだ。旋盤で失なくしてね……」

　いつもパスポートに挟はさんである、罹り災さい証明書を見せる。

「これは失礼……。しかし、今どき金属製ですか？」

　サイバネーションは極限まで発達した時代である。本物と区別のつかない生体義手はいくらでもあった。いや、中には『本物』を上回る機能を持つ義手や義足さえ──。

「悪いか」

　ちょっと拗すねたような眼めで、アルフレートは係員を見た。

「勤めていた工場が零細でね……。ようやく下りた雀の涙の労災じゃ、こんな安物の義手しか買えなかったんだ。俺だって、もっと高価なのが買いてえ。いっつもいっつも、ゲートを潜くぐるたんびにビービービービーなるブリキのお手々じゃなくてな……」

「こ、これは失礼……」

　大たい抵ていの係員はそれで怯ひるむか、うまくすると同情してくれる。

「早く、もっといいのに換えられるといいですね」

「ありがとう。通ってもいいかな？」

「どうぞ……」

　入国審査を終え、ロビーに出ると、三人の黒ずくめの男たちが出迎えてくれた。三人とも典型的なイサーン人で、どいつもこいつも揃ってヤの付く職業以外には見えない。

「お待ちしておりました」

　と、三人の中ではいちばん背の低い──しかしリーダー格の──男が言った。

「サリバッシュの親分」

「親分はよせ」

「では哥あに貴きとでも？」

「もっとよくない。俺の渾あだ名なを知っているだろう。鉄腕サリバッシュ……。それが面倒なら、普通にサリバッシュでいい。なんならアルフレートでも──」

「タワー直属の大幹部を、呼び捨てになんぞ、畏おそれ多くて……」

「俺は別に構わんよ」

「苛いじめんでください。後で若頭に怒られちまう」

「その若頭だがな──」

　アルフレートは不機嫌そうに三人のチンピラを見み下くだした。

「直じき々じきじゃねえのか？　タワー直属の大幹部のお出迎えが、これか？」

「へえ……」

　すまなさそうに、三人の中でもいちばんの巨漢が言った。身長は二メートルに近いだろう。従って三人とも、決して小男ではない。むしろ一七〇センチそこそこのアルフレートの方が、際立って小柄であった。しかし、それを微み塵じんも感じさせない。風格だけで圧倒していた。

「すんません……。でも、その方がいいと思いまして……」

「どういいんだ？」

　アルフレートは尋ねる。仮か借しやくない。

「若頭は、イサーンじゃ顔が売れてますから……。宇宙港まで来れば、嫌いやでも警戒されます。かえってご迷惑かと──」

　三人目の、間抜け面が言った。彼がいちばん若く、筋肉質だ。見るからに肉体労働担当という感じである。しかし、その彼にしてもアルフレートよりは歳上であり、筋肉も見劣りする。アルフレートはひどく若く、そして猛たけ々だけしかった。

「そうかい」

　と、アルフレートはひとまず頷うなずいた。

「そういうことかい……」

　横を向いて、左手でちょっと帽子を直した。

「鉄腕サリバッシュも、舐なめられたもんだなあ……。こんな、イサーンくんだりで……」

「す、すんません！　すんません!!」

　慌あわてて宥なだめにかかる三人組。三下とは、よくぞ言ったものだ。

「タワー直属の大幹部を、虚こ仮けにするつもりなんぞは、これっぽっちも──!!」

「よさねえか……」

　かえって冷静に、三人を制するアルフレート。口元には余裕の笑みが。

「そう幹部カンブって、連呼することもあるめえ。せっかく気を利きかせて親分が来なかった意味がねえぜ。見なよ、皆、ビビッてるぜ」

　ロビーの一般客が『引いて』いる。相当な混雑時であるにも関わらず、四人を中心に半径十メートルの空白が出来ていた。まるで、培養シャーレの中で抗生物質に近寄れない細菌のように──。

　因ちなみに──、

　先程から頻繁に出ている『タワー』という言葉だが、彼らの属するエグゾゼカンパニーの中核組織を意味するコードネームのようなものと考えれば、当たらずとも遠くはない。アルフレートはその中枢に所属する組織のエリートで、迎えの三下トリオは末端のそのまた末端だ。そのへん、堅かた気ぎの企業とまるで変わらない。

「行こうか」

「は、はい……」

　自分の一挙手一投足に、三人の屈強な漢おとこたちがいちいち過剰に反応するのが面おも白しろくもあり、また腹立たしくもあるアルフレートなのであった。

「さ、サリバッシュの親分さんは、イサーンの料理はお好きで？」

「ああ、好きだよ」

　面白いから遊んでやろうと思いながら、アルフレートは答えた。

「特に、トムヤムに、指を浮かべたやつがな」

「ひ……」

　睨にらまれて、背の高い奴が身を縮めた。

「お赦ゆるしを──!!」

「冗談だ。おまえらごときの指では、たとえ十本ずつ貰もらっても合わん……」

「でしょうな……」

　ほっと安あん堵どしたリーダー格に、

「首を浮かべるか？」

　と、追い討ちをかけて北ほく叟そ笑えむ。

　大男三人を手玉に取りながら、しかしアルフレートの心は虚むなしい。

『まあ、いいか……』

　と、自分を納得させる。

『この惑星ほしに用のある奴は、一人しかいねえ。しかし、そいつが存外に大物だ……』

　右手の金属製義手を見詰める。

『俺が、直々にこの手にかけるだけの価値のある、な』




「イサーンはどうだ？　アルフレート」

　と、多結晶ヘッドのゴルフクラブを、ハイパーシリコンクロスで手入れしながら、ミスター・ホンが尋ねた。エグゾゼカンパニーのイサーン支部を束ねる若頭である彼は、生きつ粋すいのイサーン人ではない。かつて人類が全銀河に進出した当時、宇宙華か僑きようと呼ばれた中国系地球人の子孫だ。もっとも、混血の進んだ現在、彼も純血種のチャイニーズという訳ではなく、その髪は金髪に近い薄茶色であった。しかし、その顔立ちと佇たたずまいは、絵に描いたが如ごときオリエンタルなものである。

「つまらん惑星ほしだ」

　とアルフレートは素っ気ない。

「そうでもないぞ」

　とホン。この男は年齢不詳だった。オリエンタルな顔立ちと小柄な体格──どう見ても一六〇センチない──のせいで、二十代にも見えるし、六十代にも見える、むろん、多少の整形手術は加えているのだろうが、それにしても出生・経歴等は一切詳つまびらかにされていない。噂うわさでは、百歳に手が届く年寄りとも言われている。従って『若頭』という肩書きは、詐さ称しように近い。

「この惑星にはな、アルフレート、おまえがわざわざ足を運ぶに価する漢おとこが、少なくとも三人いる……。まだ集まるかも知れん」

「そうかい」

　一方アルフレートは、若い。正真正銘の、二十一歳だった。

「彼らは、おまえと歳も変わらん。ほとんど同じではなかったかな？」

「同じもなにも──」

　思わず笑いがこみあげる、アルフレート。

「俺とスレイは、腹違いの兄弟だぜ」

「そうだった……」

「それも、同じロットナンバーだ。俺と奴とは同じ研究所の、三コ隣の培養チューブで産うぶ声ごえを上げたんだぜ。育った施設も同じだしよ……」

　ふと、自分の右腕に目をやり、

「糞くそったれ！　あんたのせいで、思いだしたくもない過去を思い出しちまったぜ!!」

　と、悪態をつく。

「その義手と関係があるのか？」

「ああ……」

　呻うめくように呟つぶやくアルフレート。

「施設でよ、折せつ檻かんされた時にこの手を失なくしたんだ……。あんまりひもじいから、パンを盗んだってだけでよ」

「ひどい虐ぎやく待たいだな」

「もっとも、その時の教官の野郎は、後で見付け出してぶっ殺してやったがな。この、右手でよ」

「気の毒に……。尋常な殺され様ではなかったようだな」

「ああ。野郎、最後には泣いて命乞いしやがった。ションベン漏らしながら手を合わせてよう。俺を、仏さまにすがるように拝おがみやがんの……。くっくっ」

　アルフレートの頰に残虐なひきつり笑いが浮かんだ。

「思えばあの時が、俺の人生の絶頂だったかなあ……」

「取り敢えずその『鉄腕』で、消して欲しい漢が何人かいるんだが──」

　ある意味ではアルフレート以上の冷徹さで、ミスター・ホンは言った。

「スレイを消す前の、ウォーミング・アップにどうだ？」

「さっそく『お仕事』かい？　一いつ宿しゆく一いつ飯ぱんの恩義を果たせってか？　あんたも相当なタマだね、ミスター・ホン」

「小手調べによかろうと思ってな。あんたも、三日も殺せつ生しようをしないと退屈する性分と見たが、どうだ？」

「見抜かれちまってるか……。ま、いいぜ」

　頷くアルフレート。手袋を取ると、超合金製の指が剝むき出しになる。

「つい先週、こいつをパワーアップしたばっかりなんだが、まだ実践テストをしてないんだ。案内してくんな」

「ティーサップたちにやらせる」

「あの使えねえ三人組か？　勘弁してくれよ」

　露骨に顔をしかめる。

「そいつを使いこなすのも度量の一つだぞ。あんたもタワーの大幹部を目め指ざそうというのなら、それくらいの才覚は身に付けにゃ」

「あんたに顎で使われるってのも、度量のひとつかい？」

「どんな大企業の幹部候補生でも、一度は店頭販売実地をやらされるんだ。それだけ有望ということだ」

「どうだか……」

　アルフレートは苦笑した。やはり彼は若い。手て練れん手て管くだでは海千山千のホンには到底敵かなわない。

「まあいい。その代わり、俺に殺される奴は気の毒だな……。このムシャクシャを全部ぶつけられるんだからよう……」

　くっくっと嗤わらって、手袋を嵌はめた。

「この鉄腕サリバッシュのプラズマアームが、夜泣きしそうだぜ」

　言うなり、革製の手袋は燃え上がり、眩まばゆく輝いたかと見えたのも束つかの間、一瞬にして消え失せた。

「スレイ、てめえもこうなるんだぜ!!　まあせいぜい、最後の輝きだけは盛大にな！」




「よく来てくれました」

　と、微笑ほほえみながら握手を求めるイツマに、

「まさか、こんなに早くおまえさんと再会することになろうとは思わなかった……」

　と、半ば照れながらスレイは返した。

「今、おまえの顔を見るのは、正直辛つれえんだ」

「辛い？」

　端正な眉をちょっと顰ひそめるイツマ。

「なぜ？」

「だからな」

　と、スレイは言った。

「俺はどうやら、惚ほれちまったみてえなんだ」

「誰に？」

　イツマは尋ねた。

「この鈍感……なんて言葉を、俺に言わせんなよ」

　苦笑するスレイ。

「ま、仕方ねえか……」

「よくわからん奴だ」

　呆あきれながらも、

「とにかく、入りたまえ」

　と、彼を招き入れるイツマ。

「君に、会わせたい人がいる」

「見当は、ついてるぜ」















　スレイも、粗野だが馬鹿ではない。

「大おおお祖父じいちゃんか？」

「御明察」

　奥の間で、ジャスティ・ウエキ・タイラーは彼を待っていた。

「よく来てくれたの、ドン・レオ・スレイ」

　シズマ画伯描くところの『最後の審判』のキリスト像の前に、彼は座していた。

「元気そうでなにより……」

「あんたもな」

「もう体は大だい丈じよう夫ぶか？　死にかけたそうだが──」

「もう平気です。俺は不死身ですよ」

「過信するな。ワシとて不死ではないのだ」

　百二十歳の老人の言葉として聞けば、説得力がある。

「それとも太く短くが、君のモットーかな？」

「細く長くよりはね……。しかし、あんたみたいに太く長くが理想ですよ」

「ありがとう……。イツマ、悪いが席を外はずしなさい。スレイくんと二人だけで話がある」

「はい」

　イツマは目礼して辞去した。

「あれをどう思う？」

「唐とう突とつですな」

　どう返事していいか、戸と惑まどうスレイに、

「率直に言いたまえ」

　と老タイラー。

「遠回しは、君らしくない。あれの秘密を、知ったのだろう？」

「ええ……まあ……」

「ワシは君の、何者にも遠慮せずズバズバものを言うところが好きだ。それが聞きたかったのも、君を呼んだ理由のひとつじゃよ」

「好きです……と言っていいんですか？」

「いいとも」

　我が意を得たりと、老人は微笑んだ。

「ワシもあれが好きでの……」

「『好き』にも色々ありましてね」

　ちょっと遠慮しながらも、言うだけは言うスレイであった。

「君の『好き』と、ワシの『好き』とは、大して変わらん。男として、女の『彼』が好きというのなら、ワシとてそうじゃ。結婚したいくらいにな……」

「自分の玄孫やしやごと、結婚ですか？」

「出来るのじゃぞ」

　笑いながらも、半分は本気で、タイラーは言った。

「従兄弟いとこ同士の結婚は、世間にままあることじゃろう？」

「はい」

「四親等以上の結婚は認められておる。イツマはワシの、孫の孫……つまり──」

「あ、本当だ！　四親等だ……」

　指折り数えながら、スレイ。

「こりゃ、法律上の盲点ですね」

「そういうことじゃ。ああ、こんなことなら、せめて五十年ほどでも、コールドスリープで眠っておくんじゃった……」

「傾聴に価する御意見ですな」

　感心してみせるスレイ。

「でも、まさかそんな与よ太た咄ばなしを聞かせるために、わざわざ俺を？」

「それもひとつ……」

　不意に老人は、真顔になった。

「あれの痛みを、わかってくれるか？」

「わかります！」

　スレイも真顔で、即座に言った。

「いえ……俺は男ですから……。でも、わかるような気がします」

「ワシと同じ心情という訳じゃな……」

「だと、思います」

「では、イツマの痛みを分かち合える者同士として、君に言おう」

「はい」

　居住まいを正すスレイ。

「『彼』と闘ってくれ」

「は──!?」

「イツマの、敵になってくれと、頼んでおる」

「お、おっしゃる意味が、よく……ええい！　言ってることがよくわからんぜ、爺じじい!!」

「わからんで、いい」

　無礼な物言いにもニッコリ微笑み返しながら、さらに老人は言う。

「イツマを漢としての生を、全うさせて欲しいのじゃよ。男でもなければ女でもない。中途半端なまま燻くすぶっているイツマの生を、完全燃焼させてやりたいというこの老人の親心が、わかるかな？」

「そいつは、よくわかるぜ」

「ならば結構。イツマが完全燃焼できるほどの敵になれる者がいるとしたら、それはおまえだけじゃ。ドン・レオ・スレイ……」

　指差す。

「イツマと闘え！　敵として、どちらかが斃たおれるまで闘え!!」

「ちょ、ちょっと待ってくれ！」

　あまりにも突然で、心の準備が出来ていない。

「俺は……あんたの大事なイツマを、殺してしまうかも知れねえんだぜ」

「構わん」

「構わんって言ったって、俺が困る。俺だって、イツマが好きなんだ。それに、俺は敵として向かって来る相手に、手加減はできねえ性格なんだ。たとえ、それがイツマでもな……」

「わかっておる。だからこそ、おまえを選んだ」

「…………」

「今のままでは、イツマの精神こころは死ぬ。敵を見出だせぬまま、腐っていくイツマを見るのは忍びない。ならばいっそ、その生を、意味あるものにしてやりたい。おまえにしか、できぬ。だから、こうして頼んでおる。頼む！」

「頭を下げられても──。何で、俺なんだ？」

「それは──」

　老タイラーは言いかけた言葉を、ぐっと呑のんだ。

「おまえが……だからじゃよ……」

「わかったぜ。あんたの気持ちはよ。しかし、具体的に、俺は何をすればいい？　まさか、いま、この場でイツマと殴なぐり合えとでも？」

「いずれ、時は来る……」

　と、タイラー。

「そういう風に、セッティングしておいた。おまえを呼んだのは、その時が来たら手加減は一切無用と、おまえに言っておきたかったからなのじゃ。何故なぜなら、あと十年足らずで、ワシは消える……。残るのは、ワシの体と心とを、それぞれの形で受け継ぐ者たちじゃ。おまえと、イツマと……そしてもう一人……」

「よくわからんな……」

　耳の孔あなに小指を突っ込むスレイ。

「まあいいや。俺は俺らしく生きるしかねえ。俺の前には一直線のレールがあるだけだ。その上にある障害物は、総すべて排除する。何があろうとな！」

「それでいい」

　微笑む。

「期待しているぞ、スレイ……我が子よ」

「何か言ったかい？」

「いや、なんでも……。やれやれ。歳を取ると独ひとり言が多くなってかなわん……」

「それを聞かされる、こっちはもっとかなわねえ！」

「いやいや、わざわざ呼び付けた上に、とんだ戯たわ言ごとを聞かせてすまんかったの」

「まったくだ。あんたでなかったら、殴り飛ばしてたところだぜ」

「おまえに殴られたら、冗談抜きで即死じゃよ。よかった……ワシはもう少しだけ、先を見届けたいのでな」

「そうしてくれ……親父……」

「何か言うたか？」

「いや、何も……」

　スレイはとぼけた。

「歳を取ると、耳が遠くなってかなわねえな、まったく！」




「誰が来たんだ？」

　と、キーボードを操作しながらマラティップは振り向きもせずに尋ねた。

「へい。ホンのところの客人で、サリバッシュとかいう礼儀知らずな若造ですよ」

　と腹心が答える。

「いきなりドンに会わせろと、ふざけたことをぬかしやがるので、丁てい重ちようにお引取り願いましたがね」

「まったく、アポイントもなしにか。たいがいにしろ」

『餌えさ。生きた人間、十八人。その後で軽く運動』

　と入力しながらマラティップ。

「ワシにはそんな暇はない。ノックを育てるだけで、手一杯じゃ」

　彼の趣味はペットを飼うことであった。名前はノック。三十五歳になる全長十三メートルのティラノサウルスである。ただし、ノックが棲せい息そくしているのは現実空間でなく、電脳空間の中でだが──。

「ホンの奴め、イサーンを全部仕切った気になりおって……。そんな礼儀知らずを遣つかいに寄越すとは……。そもそも奴とは相性が悪い」

『お遊戯。あっち向いてホイ』

　にカーソルを合わせながら、呟く。

「せっかく三十メートルにまで育てたディプロドクスのティットを、享年百七歳で哀れ餓死させてしまったのも、思えばホンの奴との面会中だった……。奴め、ワシが餌をやらねばならないのを知っておって、わざと話を長引かせおった。あの恨みは死ぬまで忘れんぞ」

「よかったな」

　と、背後で声がした。

「じゃあ、すぐに忘れられるぞ」

「なにッ!?」

　振り向いたマラティップの前に、不敵な面つら構えの若者が──。

「ドン……」

　半死半生の腹心が、倒れながら叫ぼうとする。

「その若造です……サリバ……」

　全部を言い終わるまでもなく絶命した。

「無礼な！」

　さすがにマラティップも大陸のひとつを仕切るドンである。臆せず恫どう喝かつする。しかし、アルフレートには通じない。

「ま、あんたが悪いな」

　冷笑を浮かべながら、手袋を外すアルフレート。

「コンピューターで恐竜育てに夢中になってるようじゃ、現実空間でホンに縄張を荒らされたって、文句は言えまい」

「貴様……」

　驚いた拍子に、彼のノックはコンクリートの栅に激突し、死んでしまった。葬送行進曲が流れ、新しい墓標がモニターの中にもうひとつ……。

「ああっ!!　ノックが!?」

　半狂乱になるマラティップの頰を、素手の左手で張り飛ばし、胸倉を摑つかむ。

「てめえの墓標の心配でもしな。アルフレート・サリバッシュが、引いん導どうを渡してやるぜ！」

「あ、アルフレート・サリバッシュ……じゃあ、おまえが、鉄腕サリバ──」

「遅い！」

　白熱し、プラズマ化した右手が、その顔の中央を抉えぐった。

　瞬時にして、黒焦げの首無し死体になり果てるマラティップ。

「他愛もねえ……」

　手袋を嵌はめ、キーボードを拾い上げると、

『マラティップ・カランコーン。享年五十五歳。炎上死』

　と入力する。

「い、一瞬でしたね……」

　片付いたと見るなり、あの使えない三人組がおずおずと現れる。その姑息さにはアルフレートならずとも舌打ちしたくなるところだ。リーダー格がティーサップ。背の高いのがタノム、筋肉質の若いのがコーンケンである。

「哥あに貴きが全部、お一人で……」

　廊ろう下かには、優に三十を越える他殺体がそれぞれ好き勝手な格好で転がっている。

「歯は応ごたえなさ過ぎよ」

　と、一いち瞥べつもくれずにアルフレートは言った。

「さすがだ！　鉄腕サリバッシュの名は、伊達だてじゃねえ!!」

　興奮しながら、コーンケン。

「そうかな？」

　と、軽蔑し切った表情かおでアルフレート。

「そんなことよりも俺は、自分の忍耐力を褒ほめてやりてえ」

「と、おっしゃいますと？」

「だからよ──」

　三人組を睨みつけながら、言った。

「よくもまあ、てめえらみてえな情けねえ連中を、殺さずに我慢したもんだってよ！　ついでに殺すだけ価値もねえぜ、てめえら!!」

　三人は抱き合って、縮み上がった。




「実のある話は、できたかい？」

　イツマが尋ねる。

「まあな」

　コートを着ながら、スレイ。

「おまえのひいひい祖父じいさんは、大した監督だぜ」

「君は、その眼鏡に適かなった名俳優らしいね」

「ああ、そしておまえは、大女優かもな」

「その言い方は、よせ！」

　途端に険しい表情になる、イツマ。

「あのことは忘れろと言ったはずだぞ。忘れてくれなければ、あちこちで吹ふい聴ちようするというのなら、ぼくは君を殺さねばならん。不本意だがな……」

「そう言うな。あの時のおまえは、結構魅力的──」

　イツマの平手が、スレイの頰に飛んだ。

「俗物め！　君も所詮は、ただのオトコか!?」

「ただのオトコで、何が悪い。おまえもただの女になってみろ」

「なれるものなら──」

　スレイの肩を摑んだイツマの手が、心の動揺を伝える。

「なっている……」

「おまえの平手は、まったく効くよ……」

　顎をさすりながら、スレイ。

「なまじなパンチよりもな。それが直ちよく截せつ、心に響くからかな……」

「帰ってくれ……」

「帰るさ。用は済んだ」

　ボロボロのボルサリーノを被かぶる。

「な、イツマ……。あんまり気負うなよ。疲れる生き方を選び過ぎじゃねえのか？」

「僕の問題だ。ほっといてもらおう！」

「わかった。じゃ、最後にひとつ」

「本当に、最後だろうな？」

「ジョアンナには、戻れねえのか？」

　イツマの肩が、ピクンと震えた。

「何処どこでその名を!?」

「ま、俺もヤクザだし……」

「そうか……」

　背中を向けたまま、イツマは言った。震える声で──。

「ジョアンナは……」

　空気が凍った。

「死んだ。僕が殺した」

「決裂だな……」

　と、スレイは言った。

「これではっきりした。その一点はどうしても譲れねえ以上、今日からは──悲しいけど──敵だぜ！」

「いいだろう……」

　何故か微笑む、イツマ。

「その方が、僕も本望というものだ。大祖父に何と言われたのかは知らないが、君が再び僕の前に現れる時、どういう姿になっているのか、楽しみに待つとしよう。……行きたまえ」

「邪魔したな」

　その脇を擦すり抜けるようにして、ドアの隙間から外へ出るスレイ。

「つまらん死に方は、すまいぜ」

「お互いな」

　ホテルを出ると、表は天の底が抜けたのではないかと思えるほど土砂降りのスコールである。イサーンの長い雨季が始まったのだ。

「イツマ……いやさ、ジョアンナ」

　ホテルのその部屋を見上げながら、スレイは呟く。

「ソー・ロング」














第十二章　ベルファルド









「スレイに腎臓を与えた男だ」

　車の窓からミスター・ホンが、道行くベルファルドを指差した。

「いいところで出で遭あった。スレイは義理堅い漢おとこだと聞いている。あいつを餌えさに、スレイをおびき出したらどうだ？」

「そいつはどうにも、卑ひ怯きよう千せん万ばんだな」

　と、アルフレートは苦笑いして言った。

「俺らしくていいや」

「ワシは行く。あとはうまくやれ」

「わかったぜ」

　黒塗りセダンを降りるアルフレート。

「明日には、吉報を届けられると思う。報酬の用意を忘れんなよ」

「ああ……」

　何故なぜかホンは、生返事。

「ミスター・ホン!?」

「ん？」

「何を見ている？　あんたらしくもねえな」

「あの男……」

　と、ミスター・ホンことホン・ガークイは、ショーウインドウを眺ながめているベルファルドの横顔を杖つえで示した。

「似ているな……」

「似ている？　誰に？」

「おまえさんだ」

　とホン。

「俺に？」

「ああ、写真では気付かなかった。横顔は、瓜二つだ」

「まさか……。他人の空似だよ」

　一笑に付す、アルフレート。

「人工受精児の俺が、誰かに似ているなんてことがあるもんか。同じ冷凍精子から造られたスレイとでさえ、似てねえって言われるんだぜ……」

「まあいい。仕損じるなよ」

「誰に向かって、言ってる!?」

　アルフレートもプライドは高い。

「俺は、鉄腕サリバッシュだぜ!!　それも、たかが相手はあんな小僧一匹……」

「あいつのことを言っているのではない。その後に控えている、スレイを仕損じるなといった」

「同じことよ」

　とアルフレート。

「同じ兄弟でも、同じロットナンバーでも、俺の方がスレイより出来がいいってことを、じきに証明してやるさ」

「出来がいいのは、自慢の義手だけじゃないのかな……？」

「いつかあんたに、そう言ったことを後悔させてやるからな」

　ホンを睨にらみつけるアルフレート。

「覚えとけ」

「ま、な……」

　曖あい昧まいな微笑を残して、ホンは運転手に車を出させた。

「薄気味悪わりい奴だ。得え体たいが知れねえ……」

　と、リアウインドウに向けて舌打ちする。

「ま、いいか……」

　ベルファルドに向き直る。

「あれがイーサン・ベルファルド＝タイラーか……」

　さほど興味もなさそうに呟つぶやく。

「それにしても、なんて無警戒な歩き方なんだ……。敵ながら、俺の方が忠告したくなるぜ。あんなので、世の中渡っていけんのかね？　こっちまで拍子抜けしてきたぜ」

　何故か、ベルファルドに対しては誰もが放ってはおけない気持ちにさせられるのである。護まもってやるにせよ、ちょっかいを出すにせよ──。

　そんなアルフレートの気持ちを知ってか知らずか、フラフラとあてもなく歩き続けるベルファルド。足の向くまま目抜き通りを離れ、裏通りから路地へ──。

「なんだ!?　どんどん人ひと気けのない方向へ行くぜ……」

　呆あきれるを通り越して、同情すら覚えるアルフレート。

「おいおい、そっちは危ねえぞ。イサーンのパッポン・スラムは銀河でも最高に危険なエリアだってことを知らねえのか？」

　大たい抵ていのガイドブックには、ツーリストは絶対近寄るなと明記してある。

「ま、こっちはその方が好都合だけどよ……」

　二人きりになったところで、アルフレートはおもむろに声をかける。

「イーサン・ベルファルド＝タイラー!!」

「呼んだ？」

　何の警戒心もなく、振り向くベルファルド。その瞳ひとみに、アルフレートは一瞬打たれた。

『な、なんて──』

　今まで彼は、こんな瞳に見詰められたことはない。

『なんて、屈託のねえ瞳なんだ……。こんな奴は見たことがねえ!!』

「きみ、誰？」

「おまえの敵だ」

　と、つい正直に言ってしまう。

「逃げるなら、逃げてもいいぞ。すぐに捕まえるがな」

「じゃ、逃げないよ」

　と、微笑ほほえみながらベルファルド。

「無駄なことは、しない主義なんだ……。君もそう言うからには、手荒なことはしないよね？」

「そのつもりだ」

　と、アルフレート。

「だが、貴様を餌におびき出す予定のスレイに関しては、その限りではねえがな……」

「きみ、スレイの友だち？」

「だったらどうした？」

「そうじゃないかなあって、思って……。だって、君たちは感じがとてもよく似ているんだよ」

「二度と俺の前で、その台詞せりふを口にするな！　でないとおまえの安全も、保証出来なくなるぜ!!」

　地雷を踏まれた、アルフレート。スレイに似ていると言われることは、耐え難がたい。

「…………わかった」

「こっちへ来い。ここよりは安全な場所へ、案内してやろう」

　言われるままに足を踏み出そうとするベルファルド。その瞬間、

「行ってはいけない!!」

　強く叫ぶ声が、辺りの空気を震わせた。

「その漢おとこの言いなりになってはいけません！　ベルファルドさん!!」

「ハルミさん……」

　ハルミⅢが怒りに肩を震わせて、路地に仁王立ちしていた。

「なんでえ、てめえは？」

「ベルファルドさんのボディガードです。ベルファルドさんに危害を加えようとする者は、人であれ獣けものであれ、黙って見過ごせません!!」

「やだなあ……」

　とベルファルド。

「僕を見張れってキサラ大おお伯母おばさんに頼まれたの？」

「いいえ……」

　悲壮な覚悟で首を振る、ハルミⅢ。

「キサラさんは、むしろ私に、行くなとおっしゃいました。あなたの自由意志を尊重するようにと……。しかし、私にはあなたを危険に晒さらすことは耐えられない。ここへ来たのは、あくまでも私の『意志』です……」

「ハルミさん……」

「あなたを尾つけて、正解でしたわ」

「女だてらに、この俺からベルファルドを護るだと？」

　破顔一笑する、アルフレート。

「こいつは傑作だ！　どこの特務機関で修行を積んだか知らねえが、この俺から？　女、おまえもそれ相応の任務を帯びた人間なら、聞いたことがあるだろう。鉄腕サリバッシュの名を──」

「はい……」

頷うなずくハルミⅢ。

「鉄腕サリバッシュ……。本名アルフレート・サリバッシュ。エグゾゼカンパニーの中枢組織であるタワーの中堅幹部で、凄すご腕うでのエクスキュースナー（殺し屋）ですわ」

「それでもなお、俺に歯向かおうという勇気は、見上げたものだな」

「負けはしません」

　と、ハルミⅢ。

「あなたの右腕が、精巧かつ危険極まりない武器だということは、私のデータにもインプットされています。ですが、右腕だけがサイボーグのあなたとは違って、私は全身が機械なのですから、負けるとは思いません」

「ハルミさん……」

「ほう。おまえもサイボーグか……。だとしたら、相当な傑作だな。芸術品の域だぞ」

　上から下まで、しげしげとハルミⅢを眺めるアルフレート。

「いいえ」

　俯うつむいて首を振るハルミⅢ。

「私は……アンドロイド」

「けっ。笑わせるな！」

　思わず吐き棄てるアルフレート。

「アンドロイドが自分の『意志』でだと!?　それこそ笑止!!」

「ハルミさんを悪く言うな！」

　初めてアルフレートを罵ば倒とうするベルファルド。

「ハルミさんは、ハルミさんは……ハルミさんなんだぞ!!　ハルミさんがハルミさんで悪いか!?」

「あんた、ちょっと黙っててくれねえか……」

　と、何故かベルファルドに対しては弱気な一面を見せるアルフレート。

「自分でも何だかよくわからねえが……あんたは、あんただけは、どうも苦手だ……」

　手袋を外はずし、ハルミⅢに向き直る。

「その分、あんたには手加減の必要はなさそうだな」

「どうぞ……」

　ハルミⅢの表情が、変わった。

「どこからでも──」

　その言葉が終わらないうちに、

「いくぜえ!!」

　と、アルフレートの右腕が、白熱しながら鞭むちのように伸びた。俄にわかには、信じ難い光景であった。少なくともベルファルドの動体視力では、その速さについていけない。

「しゃあッ!!」

　意志ある蛇のように薙なぎ払うアルフレートの右腕。しかしハルミⅢは当然のことのように避けた。打ち払われたパームツリーの幹が、黒焦げになって折れた。倒れかかる幹の下敷きになりかけたベルファルドを、マッハの速さでハルミⅢは抱かかえ込み助ける。そのままベルファルドの体を安全な場所に下ろしたかと見えたのも一瞬で、次の瞬間にはもう、執しつ拗ようなアルフレートのプラズマアームによる第二弾を搔い潜くぐり、跳躍の姿勢に移っている。

「ほう……」

　アルフレートの眼めの輝きが、変わった。

「これは面おも白しろい！　久々に手加減なしの勝負が出来そうだぜ！」

　水を得た魚のように叫ぶ。これまでの暗殺任務には、彼の右腕は、明らかなオーバークオリティーだったようだ。しかし、初めてその性能をフルに発揮できる相手を得た。

「おまえという敵を与えてくれた奇遇に感謝するぜ！　このアルフレート・サリバツシュのプラズマアーム、改造費は占めて六百万ギガタイラスよ!!」

「安物ですわね」

　フラッシュ走法で横走りしながら、ハルミⅢは冷笑した。

「なに!?」

「私は総製作費、優にその二十倍ですわ」

「ならば、コストパフォーマンスの違いを証明してやる!!」

　六百万ギガタイラスの男は、その恐るべき義手を一いつ旦たん引っ込めた。

「ここからが、『奥の手』だぜ!!」

「なら──」

　と、ハルミⅢもまた、妖あやしく微笑んだ。

「こちらも容赦なく、参りますわよ」

　その両手の爪つめが一斉に、三十センチばかりも伸びた。特殊合金の装甲鈑ですら紙のように斬きり裂くカッター・ネイルである。斬れ味という点でなら、アルフレートのプラズマアームと較べても遜色ない。

　だが──、

「武器としての射程レンジでは、こっちが上のようだな」

　と、再びその恐るべき義手を延ばすアルフレート。

「黒焦げマネキンに、なりなっ!!」

　白熱するプラズマアームは金色の龍の如く宙天高く伸び、その頭は頂点で、不意に五つに分かれた。それぞれが別個の意志のある生き物のように、ハルミⅢを襲う。

「──!!」

「驚くには及ぶまいぜ！」

　叫ぶアルフレート。

「指は普通、五本あるんだぜ!!」

　辛うじてその五頭の龍の攻撃を、数センチの差で躱かわすハルミⅢ。しかし、白熱するプラズマの熱で、彼女の服が燃え上がった。

「ハルミさん!!」

　絶叫するベルファルド。

「逃げるんだ！　僕に構うな!!」

「大だい丈じよう夫ぶです……」

　と、焰ほのおを払いながら、菩ぼ薩さつの如く微笑むハルミⅢ。

「万ばん人にんに対する、あなたのその優しさがある限り、私、どうあっても逃げる訳にはいきません。それを護れるためならば、灰になっても、私、本望です」

「ハルミさん……」

「色々と楽しませてくれるじゃねえか」

　とアルフレート。

「人間だったら、今のでアウトだったな……。それにしてもベルファルドよ、おまえはいいボディガードを飼ってるじゃねえか」

「ボディガードなものか！」

　叫ぶベルファルド。

「ハルミさんは、僕の……親友だ！　大事な人なんだ。スレイや、イツマや、シズマと同じように──!!」

「ベルファルドさん……」

　ハルミⅢの両眼から、熱い液体が溢あふれ出した。感動は本物である。たとえその液体の正体がオーバーヒートした体を冷やすための、循環冷却水だったとしても──。

「やめた……」

　と、何故か攻撃を躊ちゆう躇ちょするアルフレート。その気になれば、ハルミⅢはともかく、隙だらけのベルファルドなどいつでも『料理』できたにも関わらず、である。

「そのアンドロイドの気迫と、おまえの『優しさ』って厄やつ介かいな代しろ物ものに免じて、今日のところは見逃してやらあ……。言っておくがな、俺はてめえらに負けたんじゃねえぞ。ただ、スレイを殺やる前に、つまらねえ怪け我がはしたくねえ、それだけよ」

「スレイを……殺る!?」

「そうよ。だが安心しな。餌としておまえを利用せずとも、正面から正々堂々やったところで、俺が勝つ！」

「あの義手があれば、スレイさんも危ないかも……」

　ハルミⅢがベルファルドに耳打ちした。

「わかってる……」

「スレイに覚悟するよう、伝えな」

　アルフレートは言った。

「スレイは逃げるような漢じゃねえ。それは実の弟である俺が、いちばんよく知っている」

「スレイの……弟!?」

　驚くことばかりだ。言葉の意味をいちいち掘り下げている暇もないほどに──。

「本当なのか!?」

「スレイに聞いてみろ。同じ施設で育った、アルフレート・サリバッシュって糞くそ餓が鬼きのことと言えば、奴の方でも思い当たる節のひとつやふたつは、あるだろうさ」

「アルフレート・サリバッシュ……」

「あばよ、ベルファルド。何故かあんたのことを、他人という気がしねえ。スレイ以上にな……何故だろう？」

　アルフレートは踵きびすを返した。

「スレイに言っておけ。過去を精算したくば、ソーンケット島にある、廃工場を訪ねろとな！」

　捨て台詞ぜりふを残し、たちまち見えなくなる。

「本当でしょうか？」

「本当だろう」

　と、ベルファルド。

「あの目は、噓うそをついているようには見えなかった、それに……確かに彼はスレイによく似ている」

「ええ、似ています」

　とハルミⅢ。

「そしてベルファルドさん、あなたにも……」

「そうそう、まだお礼を言っていなかったね」

　ハルミⅢの意味深な台詞はさらりと聞き流し、ベルファルドは微笑んだ。

「ハルミさん……ありがとう」

「お礼を言うのは、私です」

　ハルミⅢの瞳は潤うるんでいた。

「アンドロイドの私を、人間扱いしてくださって──」

「いやだなあ……」

　照れたように頭を搔く、ベルファルド。

「ハルミさんは、人間じゃないか。そんな当たり前のこと、この僕の口から言わせないでくれよ。頼むから、ね」

「ベルファルドさん!!」

　不意にベルファルドの両肩を摑んで、何かを叫びかけ、俯くハルミⅢ。

「……あなたに逢えてよかった……」

「ハルミさん……」

「お取り込み中、申し訳ないが──」

　背後で、咳払い。

「おまえに話がある。大事な話じゃ、ベルファルド……」

　総すべての鍵を握る男は、やはりジャスティ・ウエキ・タイラーであった。

「やはりおまえは、ワシと同じく、アンドロイドの母性本能をも呼び覚ます漢おとこであったか……因いん縁ねんよのう……」

「大おおお祖父じいさん……」

「まあ、乗れ」

　ＶＩＰ用装甲付きリムジンのドアが開く。武装こそないが、そこらの戦車よりは頑丈である。ドアを閉めてしまえば、中の会話も漏れない。

「ハルミ……御苦労だった」

「はい……」

　老人の言葉に跪ひざまずく、ハルミⅢ。

「その……悪いが、おまえはここから一人で帰りなさい。ベルファルドと二人だけで話がある」

「わかっております……。恨んだりは致しません」

「やれやれ。アンドロイドのおまえに『恨む』などという言葉を使わせるとは、さりとてベルファルドも罪な奴よ」

「また逢おうね、ハルミさん」

　手を振り、名な残ごり惜しげに微笑むベルファルド。

「約束だよ」

「はい！　約束です」

　微笑み返すハルミⅢ。

「今まで邪険にして、御免ね。他意はなかったんだ」

「わかっています……。でも、少し恨みます」

「さあ、行こうか」

　対向座席になったリムジンの後部個室は、それ自体完璧に独立した一個の密室である。そこでの会話は、運転手にも一いつ切さい聞こえない。もっとも、運転しているのは人間そっくりに造られたアンドロイドであり、こちらはハルミⅢのように自我を持つには至っていない。そもそも彼女の『自我』は、アクシデントにも近い偶然の産物なのである。

　従って、老タイラーとベルファルドとの会話は、まったく誰に聞かれる気き遣づかいもなかった。

「前々から、訊きこう訊こうと思っていました」

　襟えりを正しながら、ベルファルドは切り出した。

「あなたは一体、僕にとって何なのです？」

「やはりそうきたか──」

　と、ある程度は予測していた老タイラー。

「時が来れば、話すつもりでいた……。予定よりはるかに早かったがね。その理由の大方は、スレイにあるが……」

「はぐらかさないでください。僕はこれでも真剣です」

「真剣な事を伝えねばならぬ時ほど、妙にはぐらかしたくなる。その気持ちはわかるはずだよ、ベルファルド」

「え？」

「わかるだろう。君になら、ワシの気持ち……。わかるはずだ」

「わかりますが……わかりません。理由を教えてください」

「それは──」

　と、老人。

「君は、私自身だからだ……」

「…………」

「驚かんのかね？」

「驚いていますよ、これでも……」

　ベルファルドは返した。

「驚いた時ほど、平静な顔を平気で装える。あなたの言葉を借りて言うならこうです。あなたになら、わかるでしょう」

「君は学習能力が抜群に高い」

　老人は褒ほめた。

「さすが、ワシ自身じゃ」

「僕はあなたの、クローンなのですね……」

　無言で頷く老人。

「そしてスレイは、あなたの冷凍精子から造られた、人工受精児。アルフレートもそう。だから、僕と彼らとは、遺伝子的には、『親子』。そうですね？」

「そこまでわかっておったのか……」

「はい……」

　ベルファルドは窓の外を見た。

「なんか、そんな気がしたんですよね……。スレイが僕の内臓を貰もらって、拒否反応が出なかった時、確信しましたよ。僕らが他人であるはずがないと──。謎なぞを解く鍵は、あなたでした。もう一人の僕……ジャスティ・ウエキ・タイラー」

「二十一年、前のことじゃ」

　と、タイラーは経緯いきさつを語り始めた。

「ドナークローンを造るために冷凍保存してあった、ワシの精子が盗ぬすまれた。エグゾゼカンパニーの仕し業わざらしいということはわかった。彼奴きやつらの手に冷凍精子が渡った以上、十数年後にはワシの息子や娘たちが銀河に溢あふれ出す……。それを悟さとった時、ワシは慄りつ然ぜんとした。こんな恐ろしいことはない。そこでワシは、それに対抗するため、完璧なクローンを一体だけ造らせ、いずれ現れるであろうその『祝福されぬ子ら』にぶつけようと考えた」

「それが……僕……」

「そうじゃ。そして、『祝福されぬ子ら』の筆頭代表が、スレイという訳じゃ。もっとも、いざ現れてみると、妙に彼には憎めんところがあったがな……。やはりワシの子には違いない。可か愛わいい……」

「何故、僕を造らせたのです？」

「それは──」

　老人が言った。

「ワシがあと何十歳か若ければ、奴らに天下は取らせない。そう思ったからじゃ。ワシはその時、九十九歳じゃった。ならば百歳若い自分を造ればいい……」

「はあ……」

　大きくため息をつく、ベルファルド。

「勝手だなあ……」

「怒っておるな」

　と、タイラー。

「わかりますか？」

「わからいでか。ワシがそんな悲しそうなため息を漏らすのは、心の中では激げき怒どした時。特に若い頃は、そうじゃった……」

「ええ、激怒しています。激怒していますとも……。で、僕を他人として育て、仮の両親に託す形で突き放したのは、一体何のためです？」

「当ててみなさい」

　指を組み、老人は優しく言った。

「わかるはずだよ」

「僕に雑草としての強さを、身に付けさせるため？」

「図星じゃよ」

　老人は俯いた。

「ワシは裸一貫から、現在の地位を得た。軍の最下層から叩き上げて、元げん帥すいから大統領、そして今のワシがある。しかし、初めからその傘の下で育てては、たとえワシと同じ遺伝子を持つ者でも、ワシと同じようにはなれない。おまえには、逞たくましい、踏まれても伸び続ける麦のように育って欲しかった……。そのために、おまえに言われぬ苦労をかけたことは謝る。この通りだ……」

　老人はリムジンの床に手を突いた。

「しかし、また、ワシの分身であるおまえならば、その環境にも耐えられるとも、わかっていた……」

「確信犯ですね」

　ベルファルドは言った。

「赦ゆるせないなあ……」

「赦してくれなどと、虫のいいことは言わんよ」

　老人は、頭を上げた。

「ただ、どんな形であれ生を受けた以上、おまえには、充実した人生を送って欲しい。これは偽いつわらざる願いじゃよ。負けて欲しくはない……」

「そうでしょうか？」

　と、ベルファルドは首を傾かしげざるを得ない。

「僕の見たところ、あなたの当初の目もく論ろ見みとは、だいぶ違ったことになってきているようですね。僕とスレイは、予想に反し、敵どころか親友になってしまった……。一方で、あなたは自分の直系の子孫であるイツマのことも、可愛くて仕方がない。いまや天下を取るのは、別に三人のうち誰でも構わない。違いますか？」

「やれやれ……。やはりワシ自身のことはある。察しがよすぎて、かなわん……」

　肩を竦すくめながら、

「そうだよ」

　と、老タイラーはベルファルドを見ながら言った。

「実のところ、君は全然本命ではなかった。はっきり言って、スレイに対する対抗馬でしか──。しかし、いまや私の中で、君への評価は鰻うなぎ昇のぼりだ。今では君が本命とさえ言える、なにしろ、君は私自身なのだからね……」

「そんなのって……」

　ベルファルドは、未来の自分かも知れない老人を前に言葉を詰まらせた。

「そんなのって、ないと思います……。たとえコピーでも、別の魂たましいが宿った以上は、僕の人生は、一回こっきりの、オリジナルですから……」

「むろん、それを否定するつもりは微み塵じんもない。おまえが誕生することになった経緯はともかく、いかなる人生を選択しようとも、それはおまえの自由だ。誰を好きになろうと、自由なのじゃ」

「誰を好きになるかはともかく、これだけは言えますよ。僕は……あなたを憎む！」

「それも自由……」

「百二十歳でなければ、殴なぐり倒しているんだがなあ……」

「それも自由。おまえには、そうする権利がある」

「僕もスレイと同じで、それは出来ない性分なんですよ。あなたには、それすらもわかっているのかと思うと、ますます腹が立つ」

「まあ、好きに生きることだ。選択肢は無数にある」

「そうでしょうか？」

　ベルファルドには、そうは思えない。

「今の僕には相当狭いと、言うしかありません」

「ここで別れよう」

　スレイのアジトの近くで、リムジンのドアを開けた。

「もう君には、干渉しない……」

「最後にひとつ、教えてください」

「何かな？」

「あなたにクローンの悲しみがわかりますか？」

「わかる」

　と、タイラーは確信を持って言った。

「クローンの悲しみ、怒り、神が与え賜うたまっとうな生ではない者の苦痛は、わかるつもりじゃ」

「でしょうね……」

　と、ベルファルドは微笑んだ。

「でなきゃ、ハルミさんが僕と同じように、あなたに惚ほれたりはしないでしょうからね。僕もあなたが好きです。憎いけど、好きですよ」

「その言葉を真に受けるほど、私は素直ではないよ」

　と老人。

「君の考えることは、君と同じくらい、わかる……。悲しいくらいに──」

「さようなら……」

　と、ベルファルドは言った。

「さようなら、ぼく」






















第十三章　精算









「浮うかねえ表情かおだ」

　と、開口一番スレイが言えば、

「君こそ……」

　と、ベルファルドも切り返す。

「たった今、過去に訣けつ別べつしてきたって表情をしているぞ」

「それは君のことだね」

「何か、辛いことでもあったのか？」

「だから、君がだろう？」

「しかし、その一方で、なんかふっきれたって表情でもあるな……」

「だから、君もね」

「ふん、まあいいや」

　スレイはちいんと手て洟ばなをかんでから言った。傘も持たずに──もっとも生きつ粋すいのイサーン人は、どんな激しい雨の中でも傘など差さないのだが──強烈なスコールに打たれ、さしもの強靭な肉体も風邪に冒おかされたらしい。

「俺に大事な話がありそうだとも、その表情は言ってやがる」

「アルフレートって知ってる？」

「…………」

「彼は君の弟だって言ってた……。それを他人ひとに言われるのは、大嫌いらしいけど……」

「来るべきものが、来やがった……」

　と、唇くちびるを嚙むスレイ。

「ベルファルド、このことはまだ、誰にも言ってねえな」

「うん」

　頷うなずく。

「君が初めてだ」

「よし。誰にも言うなよ。特に、プラティープにはだ」

「心配をかけたくないんだ」

「そういうこと。それに、これは俺一人の問題だ。俺一人で決着をつける。プラティープやスリチャイや、特にノーイを巻き込む訳にはいかねえ」

「彼はソーンケット島の、廃工場を訪ねろと言ってた。そこで君を待ってるって……」

「サトウキビ工場の跡地だな」

　とスレイ。

「いかにも悪の組織が秘密基地を構えそうな場所だ。罠わなかも知れんが、俺は行くぜ。過去を清算するために、単身乗り込む」

「僕も──」

　間かん髪はつを入れずに、ベルファルドは言った。

「僕も一緒に、行っていいかな？」

「危ねえぞ」

「僕はもう君たちの秘密に、関わってしまった。どのみちカンパニーが、僕を放っておくはずはないよ」

「それもそうだが、しかし……」

「大だい丈じよう夫ぶ、足手纏まといにはならないよ」

「どうだか……」

「僕が嫌いでなかったら、一緒に連れて行って欲しい」

「わかったぜ」

　スレイには、何故なぜかベルファルドを拒こばめない。

「どういう結果になるにせよ、一部始終を見届ける者には居て欲しいことも事実だわな。ベルファルド、俺に万一のことがあったら──」

「骨は拾う。でも、たぶん、君は負けない」

「上出来だ！」

　スレイはドッジボールでも鷲わし摑づかみにできそうな掌てのひらで、ベルファルドの髪を引っ搔き回した。

「頼んだぜ」

「手荒く扱わないでくれ」

　とベルファルド。

「コピーとはいえ、父親を……」

「何か言ったか？」

「いや、つまり僕は君の命の恩人だと言いたかったのさ」

「忘れたことはねえぜ！」

　と、さらに乱暴に、スレイはベルファルドを摑んで揺すった。

「一瞬たりともな」




「哥あに貴き……、スレイは来ますかね？」

　と三下トリオの一人であるティーサップが、天てん井じようの落ちた工場跡で震えながら言った。潮流の影響で風が強い。終始寒風が吹き抜け、惑星ほしの大半が熱帯か亜熱帯に属するイサーンでも、恐らく最も寒い島であろう。

「来る!!」

　強風に髪を靡なびかせながら、アルフレートは断言した。

「奴は下品で粗野で、品性下劣で好色で大食漢で、自分勝手で我わが儘ままで乱暴者で、どうしようもなく短絡的で後先考えぬ馬鹿ではあるが、断じて臆病者ではない!!」

「何でわかるんです？」

　と、やはり三人組の一人であるタノムが尋ねると、

「俺も、まったくそうだからよ」

　と、アルフレートは言った。

「なるほど……」

　うっかり頷いた三人組の最年少、コーンケンの頰を思い切り──生身の左手ではあったが──張り飛ばしておいて、

「とにかく、奴は必ず来る!!」

　と、断言した。

「わかったか!?」

「わひゃりました……」

　鼻血を垂らしながら、歪ゆがんだ顔を上下させるコーンケン。

「スレイに借りた分を、全部叩き返してやるぜ……」

　手袋を外はずして、金属製の義手を哀しそうに見詰めるアルフレート。

「スレイ……か」

　その脳裏に、かつての記憶が鮮烈に蘇よみがえる。




「やめろよ！」

　と、教官を突き飛ばすスレイ。

「アルフレートは、俺ほど頑丈に出来ちゃいねえんだ!!　粗食でこれだけ働かせちゃ、死んじまう」

「ほう、ドン・レオ・スレイ……」

　残酷な笑みを浮かべて、教官が迫る。

「昨日の懲罰室入りは、少しもこたえてはいないようだな。では今日は、特別懲罰室へ行くか？　眠れない部屋だぞ。三日も入っていれば、どんな屈強な奴でも精神に変調を来し、五日で元に戻れなくなる部屋だが、なんならおまえのために一週間、予約しておこうか？」

「いいぜ」

　涼しい表情かおでスレイは言った。

「その代わり、アルフレートには指一本触れるなよ！　約束しろ。それと、ちゃんと満足なものを食わせろ!!」

「よし、スレイ……」

　頷く教官。

「約束してやろう。特別懲罰室入り……十日間だ!!」

「スレイ……」

　倒れたまま、兄を見上げるアルフレートに、

「心配するな」

　と、拳こぶしを突き出し、豪快に笑ってみせるスレイ。

「ここに一緒にいる限り、おまえの受けるどんな罰も、俺が全部引っ被かぶってやるからな」

「兄ちゃん……」

「よせよ」

　苦笑いする、スレイ。

「試験管ベイビーに、兄も弟もあるもんか。俺とおまえは、ただ単に、同じロットナンバー、それだけよ」

「スレイ……」

　アルフレートの視界が、急激に潤んだ。

「さあ歩け！」

　容赦なく、電磁警棒でスレイを引っ立てる教官。

「まったくいい覚悟だな、スレイ。我々も『矯正』のし甲が斐いがあるというものだ」

「へええ」

　呆あきれ顔で、呟つぶやくスレイ。

「専もつぱら教官の娯楽としての拷問を、ここでは『矯正』と言うんだ」

「黙らんか！」

　電磁警棒で頰をはたかれてもなお、スレイは微笑んでいた。

『いつか、スレイのようになりたい……』

　虚弱なアルフレートは、そう思った。




「スレイが逃げた!!」

　その噂うわさで、施設はもちきりとなった。

「脱獄だ！」

「施設ここが始まって以来、前代未聞の脱獄だぞ」

　誰も『脱走』とか『逃亡』とは言わない。それがこの施設の実情を物語っていた。

「勇気あんなあ……。発見即、射殺もんだぞ」

「いや、それならまだいい。拷問の末、嬲なぶり殺しだ」

「しかし、スレイならひょっとしてあるいは、逃げおおせるかも知れねえ……」

「応援してえな」

「ああ。いつか脱獄をやらかす者がいるとしたら、スレイだと思ってた」

　同じ房の仲間たちの噂話を、アルフレートは頭から毛布を被り、震えながら聞いている。

「アルフレート・サリバッシュ……いるか!?」

　教官が、房のドアを激しく叩いた。

「訊ききたいことがある。出ろ!!」

　乱暴に、『拷問室』──正式名称は、『矯正室』という──に引っ立てられた。

「おまえがスレイの逃亡を、幇ほう助じよしたのはわかっているぞ!!　どこへ逃げた。吐け！」

「知らない……知らないよ!!」

　蹴けられ、殴なぐられようとも、アルフレートにそれ以上は言えない。

「本当に、知らないんだ」

「どうやら、本当に知らないらしいな……」

　殴り疲れた教官が、筅ささらに割れた竹刀しないを打ち捨てて言った。

「可か愛わいそうになあ、アルフレート……」

　同情するかのように、顔を近付けて囁ささやく。

「おまえ、スレイに見捨てられたんだぜ……」

「噓うそだ」

　喘あえぎつつ、アルフレート。

「噓だ……。スレイが、兄貴が俺を見捨てるはずが……ない……」

「噓なもんか。本当にそうなら、おまえを連れて逃げるか、少なくとも計画の一部をおまえに打ち明けるはずだろうが？」

「…………」

「教えてやろう。スレイは、おまえの面倒を見るのが嫌いやになったのさ。おまえの存在が、重荷になって、逃げ出したんだ」

「噓だ！　噓だ!!」

「気の毒になあ……。スレイという後ろ盾だてを失って、おまえは今日から、どうやって生きていくのかな……」

「…………!!」

「そういえば──」

　もう一人の教官が、作業用のカッターを手に、ニタニタ嗤わらいながら近付いて来た。

「先週、調理室からパンを盗んだ不心得者がいたっけな」

「俺じゃない……」

　震えながら、アルフレート。

「あれは、スレイが……」

「だから、スレイのツケを、おまえが払うんだよ」

　と、教官。

「それに、おまえもあのパンを食べたのは事実だろ？」

「それは──」

「悪い手だ」

　カッターを、机の上に載せたアルフレートの右腕に突き刺す。

　獣けもののような悲鳴を上げる、アルフレート。

「どうした？　スレイを呼んでみろ、腰こし巾ぎん着ちやく！　スレイが助けに来てくれるかも知れんぞ」

　ぐいぐい突き刺し、捻ひねる。

「やめろ!!」

　押さえつけられながら、絶叫するアルフレート。

「やめてくれえ！」




「来た！」

　タノムが叫びつつ、転まろびつつ、駆けて来る。

「来たぜ!!　スレイの野郎が、来たぜ！」

「一人か？」

　ティーサップが尋ねると、

「いいや。何といったかな？　そう、あのベルファルドとかいう小僧も一緒だ」

「なに、ベルファルド!?」

　瞳を上げる、アルフレート。

「相変わらず、慕われていやがるなあ、スレイ……」

　寂しげに、微笑む。

「一緒に始末しちまいましょう」

　と、うっかり肩越しに囁ささやきかけたコーンケンの鼻柱に、今度は右手の裏拳を見舞う。

「わかったようなことを、ほざくな！」

「う……うう……」

　ボタボタと滴したたる鼻血が、工場跡の油塗まみれの床に、小さなプールを作った。

「ひでえや……歯が折れちまった……」

「プラズマアームのスイッチを入れてなかっただけ、有り難がたいと思え」

「スレイです」

　震えながら、タノム。

「来たぜ」

　腐りかけた階段を軋きしらせ、スレイの巨体が現れた。

「七年ぶりか、アルフレート……」

「……スレイ」

　何故か咄とつ嗟さに、視線を逸そらしてしまったアルフレート。

「大きくなったな。昔ほど、虚弱でもなさそうで、安心したぜ。活躍は聞いてる」

「なんの、あんたにゃ及ばねえ……」

　何故だ、なぜ自分は、こんな奴の前で謙遜しているんだと、アルフレートは自分を問い詰めた。俺を見限った、こんな薄情な兄のために──!?

「まずは、安心したぜ」

　微笑むスレイ。この包容力のある笑顔がいけない。誰も彼も、この笑顔にはコロッと参ってしまう。

「ともあれこうして再会できて、よかったなあ……。俺はおまえのことが、本当に心配だったんだ。生きているかと、ただそれだけで」

「どこでもボスに納まっちまうんだなあ、あんたは……」

　アルフレートはようやくスレイを見て、言った。

「まったく、人望のない俺から見たら羨うらやましい限りさ」

「何を言ってるんだ？」

「あんた、よく俺の前にノコノコ顔が出せたな」

「出しては悪いのか？」

　しれっとした表情かおで、スレイ。

「少なくとも俺の中で、おまえは全然変わってないぞ。『あんた』なんて他人行儀な言い方はよせ。昔通り、兄貴でいいぞ」

「試験管ベイビーに兄弟なんていないと言ったのは、あんたじゃなかったっけ？」

「そうだったかな……」

　人差指でポリポリと頰を搔きながら、とぼけた表情で、スレイ。

「忘れた」

「ふざけんな！」

「スレイはふざけてなんかいないよ」

　ベルファルドが彼の気持を代弁した。

「それに、たとえ人工受精児でも、兄弟は兄弟だろ？」

「おまえなどに何がわかる？」

「わかるさ」

　とベルファルド。

「わかる。僕も試験管育ちだ。おまけに、僕はクローンだ」

「ベルファルド……」

　愕がく然ぜんとして、彼を見るスレイ。

「そうなのか!?」

　無言で頷く、ベルファルド。

「知らなかったぜ……。これだけ一緒にいて──」

「君たちはまだいい」

　ベルファルドはスレイとアルフレートとを交互に見て、言った。

「たとえ試験管ベイビーでも、人工受精児でも、ちゃんとした精子と卵子から造られた、オリジナルだ。母親が違うといったところで、兄弟がいる……。僕には、羨ましい。僕は、独りぼっちだ。僕は、オリジナルじゃない。コピーだ。代用品だ。二番煎じの、ピンチヒッターだ。それすらお払い箱にされようとしてる！」

「ベルファルド……」

「つまらない意地を張り合って、争うなんて馬鹿ばかしい。くだらない。よせ!!」

「てめえに説教されたくなんかねえ！」

　アルフレートは吼ほえた。

「だけどてめえは、他人の暴力に怯おびえたことはねえだろ!?　明日はちゃんと柔やわらかく黴かびてない白いパンが食えるかどうか、心配したことはねえだろ!?　違うか!?　信頼していた実の兄弟に、裏切られたこともねえな、違うとは言わせねえ！」

　手袋を投げ棄てる、アルフレート。右手がたちまち白熱した。

「この手を見ろ、スレイ！　こいつはおまえが、俺に押した消えない烙らく印いんだ!!」

「アルフレート……」

「こいつで過去の絆きずなを、一いつ切さい合がつ切さい、断ち切ってやるぜ!!」

「やめろ！」

　と、ベルファルドは叫んだ。

「スレイは悔いている!!」

「何を証拠に!?」

「そうでなければ、ノコノコとここまで、やって来るものか！　君に殺されに──!!」

「なにッ!?」

「なんで──」

　アルフレートとスレイとは、同時にベルファルドを見た。

「な、なんで、おまえにそこまでわかるんだ、ベルファルド……」

「わかるから、わかるのさ」















　微笑んで、ベルファルドはスレイを見た。

「君の考えは、僕には手に取るようにわかる。血は争えないんだよ、スレイ」

「訳のわからねえこと、ほざいてんじゃねえ！」

　アルフレートが動いた。その右手が、金こん色じきの龍のように伸びる。

「そんなに殺されてえなら、望み通りにしてやらあ、スレイ！」

「やめろ！」

　ベルファルドは制した。

「スレイを殺しても、何も解決しないぞ！」

「わかってる!!」

　とアルフレート。

「だが、そうせずにはおれんのだ。俺の、この右腕がな!!」

　龍が、吼えた。




「急いでくれ！」

　専用ヘリコプターを飛ばしながら、叫ぶイツマ。

「間に合えばいいが──」

「大丈夫です」

　隣の座席で、ハルミⅢが言う。

「きっと、間に合います」

「それは君の『予測』か？　ハルミ……」

「いいえ」

　と、ハルミⅢはきっぱり言った。

「『確信』ですわ。イツマさん」

「情報分析から冷徹な決断を下すことが身上だった君を、そんな風に変えてしまうなんて、ベルファルドは大した漢おとこだな」

　呟つぶやくイツマ。

「僕はスレイはともかく、彼のことは少々過少評価していたかも知れない……」

「ええ、まったく」

　ハルミⅢは容赦ない。

「あなたには珍しい、大ミスでしたわ。ベルファルドさんは、あなたやスレイさんにも劣らぬ逸いつ材ざいです。少なくとも、私にとっては、いちばん大きい──」

「それはどうも、辛しん辣らつだね」

　苦笑するイツマ。

「しかし、よく教えてくれた。礼を言うよ、ハルミ」

　向き直って、操縦士を急せかせる。

「急げ！　全速力で、ソーンケット島へ──!!」




「消えろ！」

　と、プラズマアームを最大伸長まで伸ばした時、重心を移動させるために動いたアルフレートの右足は、腐っていた工場の床板を踏み抜いた。

「ちいッ!!」

　スレイを狙ねらったアームは狙いを逸それ、柱の鉄骨を両断する。

「あっ──!?」

　愕然となるアルフレート。スレイは微動だにしなかったからだ。

　もし──、

　アルフレートが足場を崩さなかったら、唸うなりを生じて伸びていたプラズマアームは間違いなく、彼を人の形をした炭に変えていたはずである。

「何故だ……」

　アルフレートは、唸った。

「何故、避けなかった……」

「ベルファルドも言っただろ」

　と、スレイは微笑む。

「俺は、おまえに殺されても文句は言えねえんだ。もう一度試してみるか？　もっとも、俺も今ので怖くなっちまった……。今度は自分でも思わねえうちに避けちまうかも知れねえ。やっぱ、無駄死にはよくねえやな」

「くっ……」

　腕を縮める、アルフレート。

「どこまでも悪運の強い奴だぜ、兄貴……」

「どうやら──」

　と、スレイは笑った。

「気が済んだようだな」

「別にあんたを殺したって、何も変わらねえ」

　背中を向けるアルフレート。

「ベルファルドの、言ったとおりだぜ」

「そうはいかねえんだよ！」

　それまで固唾かたずを呑のんで見守っていた三人組が、猛然と牙きばを剝むいた。

「組織の落とし前は、兄弟喧げん嘩かじゃねえ!!　スレイ、あんたの命を貰うまでは、終わらねえんだよ!!」

　ティーサップが、サブマシンガンを抜いた。

「命タマァ、頂ちよう戴だいするぜ！」

「舐なめんな」

「はぐ……」

　一瞬早く、コートの下でスレイの銃が火を噴いた。一瞬のけぞり、それから折れるように前のめりに膝を突くティーサップ。

「兄貴！　危ねえ!!」

　アルフレートのプラズマアームが伸びた。鉄骨の上でライフルを構え、スレイに狙いを定めていたタノムが絶叫とともに黒焦げになる。

「アルフレート……」

「へっ……」

　シュルシュルと、アームを戻したアルフレートの脇腹に、イサーン人が密林を伐ばつ採さいするのに使う山刀がズブと、柄つかまでのめり込む。

「アルフ──!!」

「ば、馬鹿にしやがって……」

　山刀を摑んだコーンケンが、ぐりぐりと柄を動かして内臓を抉えぐった。

「お、俺たちを、さんざん虚こ仮けにしやがって……。お、思い知ったか……」

　無言でそのコーンケンの顔を、右手で摑むアルフレート。

　フッと嗤わらったかと見る間に、その手が白熱する。炭化したコーンケンの頭を、ぐじゃりと握り潰つぶすと、アルフレートはスローモーションで崩れ落ちた。

「ぅアルフレートぉ!!」

　絶叫しつつ、駆け寄るスレイ。

「何故だァ!?」

「やあ……兄貴……」

　うっすらと目を開けて、微笑むアルフレート。

「やっぱ俺、兄貴には負けらあ……」

「馬鹿野郎！　てめえらしくもねえ真似をしやがって!!」

「教えてくれ……」

　と、アルフレートは懇願した。

「俺を……連れて逃げなかったのは……何故だ？」

「あの時のおまえの体では、脱走には耐えられないと思った……」

　泣きながら、スレイ。

「あとで必ず、助けに戻るつもりだった。事実、助けに戻ったんだぜ。一年後だけどな……。けど、俺たちのいた施設は跡形もなくなっていた……」

「俺が潰したんだよ……」

　と、苦痛に口元を歪めながらも微笑むアルフレート。

「仲間を煽動して、蜂ほう起きさせたのさ。俺だって……少しは強くなったのさ。ぐはっ!!」

　夥おびただしい血を吐く。

「死ぬな、アルフレート!!」

「で、でも……よかった……。兄さんが、僕を見捨てるはず……ないよ……ね……」

「アル！」

　スレイの膝にかかるアルフレートの重量が、不意に増した。

「アルぅ!!」

　号ごう泣きゆうするスレイ。

「アルよお！」

　天を仰ぐ。

「おめえだけが、俺のことを本当にわかってくれる兄弟だったのに、俺を置いて一人で逝いっちめえやがった！　狡ずるいぜ!!」

「スレイ……」

　立ち尽くす、ベルファルドの頭上に、不意に羽音高く現れるヘリコプター。

「よかった……」

　半身を乗り出す、イツマ。

「どうやら間一髪で間に合ったようだね」

「ううん……」

　イツマを見上げながら、哀しそうに頭かぶりを振る。ベルファルド。

「遅かったよ」




「ベルファルドさん、よくぞご無事で……」

　何か言おうとするが、込み上げてきて絶句してしまうハルミⅢに、

「ありがとう」

　と、微笑むベルファルド。

「それより、スレイに何か言ってあげてよ」

　さっきからスレイは、アルフレートの遺体にすがりついたままだ。

「あんなスレイを、初めて見るよ」

「今は、そっとしておいた方がいい……」

　と、イツマ。

「他人が入り込めない、兄弟だけの世界というのはあるんだよ。愛していても、憎んでいても──」

「会長、それよりも早く、ここをはなれた方がいいですよ」

　アキヅキ弁護士がイツマに囁ささやいた。

「この島の雰囲気……。言葉ではうまく言えませんが、嫌いやな予感がします」

「僕もそう思っていたところだ。しかし、ヘリで一度に脱出するには定員オーバーだな。アルフレートの遺体を除外しても、二人はこの島に残らなければならない」

「もっと遺体が増えるかも知れないよ」

　とベルファルド。

「私が残ります」

　とハルミⅢ。

「ですから先に、ベルファルドさんを脱出させてあげてください」

「それはなしだよ」

　と、微笑むベルファルド。

「脱出するにせよ、ここに残るにせよ、僕はハルミさんと一緒でなければ嫌だな」

「ベルファルドさん……」

「安心したまえ」

　イツマは言った。

「残るとしたら、僕も一緒だ」

「イツマさん！」

　アキヅキが驚いて叫んだ。

「それはなりません。あなたには、タイラー一族の次期当主としての重責が──」

「たとえ一いつ時ときでもそれを忘れる、いいチャンスだと思ったんだがな」

「イツマさん……」

　困惑するアキヅキ。

「おまえら、俺のことなんか、ほっといてくれよ!!」

　背中を向けたまま、スレイが叫ぶのが聞こえる。

「俺としちゃこのまましばらく、アルフレートと二人きりにしておいて欲しいくれえなんだ」

「そんなこと、できないよ」

　とベルファルド。

「今のスレイを独りにしておくと、何をしでかすかわからない!!」

「俺は、自分が何をしでかすか、ちょっと楽しみなんだがな……」

「よかった……」

　イツマが安あん堵どした。

「いつものスレイに、戻りつつある……」

「おめえもお節介だなあ、イツマ」

　振り向くスレイ。目が赤い。

「何でノコノコ来た。今度逢う時は、敵同士だと言ったはずだぞ」

「敵を心配して、何が悪い」

　とイツマは反論した。

「終生のライバルになるかも知れない漢おとこに、そう簡単に犬死にされてたまるものか！」

「要いらぬお世話だ。おかげで見せたくもねえもんを、てめえに見られちまったい……」

　目め頭がしらを拭ぬぐいながら、スレイ。

「今年の花粉症は、ひでえな」

「無理がありますねスレイさん。イサーンに杉の木は、一本もないんですよ」

　アキヅキが笑いながら言った。

「うるせえ!!　俺の花粉症は、どんな花にも過敏に発症するんだ」

「ええ、ええ。でしょうとも」

　頷くアキヅキ。

「特に……人情の花にはね」

「その辺に残ってる、精糖用のサイロに、叩っ込むぞ！」

「おかしい……」

　と、イツマが言った。

「ここはサトウキビ工場だったはずだ……。なのに、さっきから漂っているこの臭においは一体何だ？」

「言われてみれば」

　と、ハンカチで鼻を押さえるアキヅキ。

「この饐すえたような臭気は──!?」

　花粉症でなくとも、目が痛くなる。

「メタンガスと、アミノ酸が発酵した時の臭いですね」

　と、ハルミⅢは冷静に分析した。

「合成蛋白質が、腐敗した時のような……」

「よく気付いた」

　サイロの上にミスター・ホンが立って、一同を見下ろしている。

「うまい具合に、まんまと全員罠わなにかかったな。スレイ、イツマ、ベルファルド。三人まとめて料理してやる」

　パチンと指を鳴らすと、ロケットランチャーを構えた手下がヘリに向けてぶっ放した。待機していた操縦士ごと、粉こな微み塵じんになるヘリ。

「危ない！」

　降りかかる火の粉からベルファルドを庇かばうハルミⅢ。

「ここがおまえたちの、墓場になる」

「野郎！」

　スレイが銃を抜き撃ったが、一瞬早く、小柄なホンの体はサイロの中へ。

「スレイ、今こん生じようでの最後の冒険に、この工場の地下を探索してみろ」

　ホンの声が廃工場に響き渡る。

「きっと面白い物が、見付かることだろう。ククククク……」

「陰険な野郎だ」

　と歯ぎしりするスレイ。

「老ろう獪かいさとセコさでは、タイラーの糞くそ爺じじいと、いい勝負だな」

「大祖父の悪口は言うな！」

　とイツマ。

「ふんだ!!」

　とスレイ。

「息子が父親を罵ば倒とうして、何が悪ぃ！　言っちゃ悪いが、てめえより血は濃いんだぜ」

「どういう意味だ？」

「いや……」

　口を濁すスレイ。

「なんでもねえ……」

「知っていたのか、スレイ……」

　とベルファルド。

「じゃあ僕も、歳としを取れば老獪でセコくなるのかな……？」

「どういう意味だ？」

　とスレイ。

「いや……なんでも……」

　と、今度はベルファルドが言葉を濁した。

「なるほど。そこまでは知らないんだ……」

「二人とも、何か隠してないか？」

　追究するイツマを、

「そんなことより──」

　と、言葉巧みに躱かわすスレイ。

「今はどうやって、この島から生きて還かえれるかが先決ってもんだぜ」

「うまく逃げたね、スレイ」

　微笑むベルファルド。

『僕も、もう少しこのことは、秘密にしておこう。三人が、他人同士じゃないなんて、素敵過ぎる秘密だ』

「見てください!!」

　その辺を調べていたハルミⅢが、叫ぶ。

「ここに、地下へと通じる階段があります」

「乗ってやるか」

　と、イツマが呟いた。

「悪くないぞ」

「私は、遠慮したいところですな」

　とアキヅキ弁護士。

「そうか」

　とイツマ。

「じゃあここで待っているか？　アキヅキ」

「滅めつ相そうもない!!」

　慌てて手を振る。

「地の底まで、お供させていただきますよ！」

「その前に──！」

「こいつをその辺に埋まい葬そうしてやっても、いいかな？」

　誰にも異存のあろうはずはない。ベルファルドは率先して墓掘りを手伝った。














第十四章　デウス・エクス・マキナ（機械仕掛けの神）









「これで、よかったのだろうか？」

　と、車椅い子すに腰掛けた、百二十歳の老人は、彼を模して描かれた『最後の審判』の、キリストの像イコン前で呟つぶやいた。

「本当に、これでよかったのか……」

　自問自答してみる。

「ワシのしたことは、間違いではないのか？」

「悩むことはございません、御ご前ぜん」

　黒ずくめの従じゆう僕ぼくが、跪ひざまずいて言った。

「御前は、常に正しいのです。宇宙の正義は、御前ではありませんか」

「本当に、そうかね？　マイケル・カトリくん」

　と、老タイラーはその若い、金きん髪ぱつ碧へき眼がんで、美形の従僕を見た。

「そうも何も、御前はそうおっしゃったではありませんか。『今度は私が神になる番だ』と……」

「君もワシを、絶対視するのか、マイケル？　君の、曾祖父であるハロルド・カトリのように……」

「マイケルではなく、ミヒャエルとお呼びください」

　金髪の従僕は畏かしこまって、厳おごそかに言った。

「私の名付け親は、御前です。御前は私の、ゴッドファーザーなのですから──」

「そうだった……」

　思い出したように、老タイラー。

「そんなこともあったなミヒャエル」

「私も、同じ立場です」

　と、もう一人、白づくめの従僕が言った。ミヒャエル・カトリと同じくらい背が高く、同じくらいの美形の若者である。こちらは漆しつ黒こくの髪に鳶とび色いろの瞳ひとみであった。

「我らの命は、御前の意の儘ままに──」

「ガブリエルの言う通りです」

　と、ミヒャエルが言った。

「我らの祖父が犯おかした咎とがにより、その子孫である我々は、御前の寛大なる御配慮なくば、そのまま銀河の歴史から未来永えい劫ごう、抹消されていたでありましょう。私も、ガブリエルも、大恩ある御前の、僕しもべです。何があろうと御前と共に生き、御前と共に死にます」

「一緒に死ねとまでは言わんがね。あとたかだが、十年ばかりの命だ……」

「それでも構いません」

　と、ガブリエルと呼ばれた若者は断言した。

「このガブリエル・キムターク、御前と運命を分かち合うは、無上の喜び……」

「やれやれ……」

　と、老人は肩を竦すくめた。

「ワシがただ善意と気き紛まぐれから引き取って育てたおまえたちが、こんなことになってしまうとは……。これではワシも、死んだカヤマを笑えんなあ……。しかし、今となっては、カヤマの気持ちはよくわかる」

「悪は、気持ちいいからな」

　と、そのタイラーの正面に立つ、白髪の老人が笑いながら言った。

「な、そうだろ？　親父……」

「カツヤさま！」

　ミヒャエルとガブリエルとが、同時にその老人を見た。七十歳をいくつか越えていたが、いまだどこかやんちゃな少年を思わせる佇たたずまいの、その老人を。

「善と悪の演じ分けは、楽しいだろ、親父」

「おまえごときに言われる筋合はない」

　老人は不ふ肖しようの息子を見た。

「いまやどっぷりと、首まで悪に浸つかったおまえに言われる言われはのう……」

「そう言うなよ、親父……」

　カツヤ・ウエキ・タイラー・ジュニアは懐かしそうに微笑ほほえむ。

「それがかれこれ、二十数年ぶりに会う実の息子に言う言葉かよ」

「もはやおまえを息子とは、思わんことにしておる。ワシの息子はキサラの夫であるシゲチヨであり、ノリカの夫であるケンなのじゃ。おまえは、長いこと消息不明の、実に出来の悪い、どうしようもない、一族の恥の……しかし素す晴ばらしく可か愛わいい息子じゃ」

「親父！」

「カツヤ!!」

　老人二人は、抱き合って微笑む。

「元気じゃったか!?」

「親父こそ、まだ生きてて何より……」

「余計なお世話じゃい！　しかし、おまえも変わらんのう……」

　相変わらず、スタイルには拘こだわらない、カツヤのヨレヨレの風ふう体ていを見ながらタイラー。

「もう少し、何とかならんのか……。そろそろ分ふん別べつというものを身に付けてもよい年齢じゃと思うぞ」

「そういう風に小ぢんまり、収まらねえのが俺のいいところなのよ。それに、この格好から、今の俺の立場を言い当てることは誰にも不可能だろ？　まったくもって好こう都つ合ごうなんだよ」

「それがおまえの言い訳か？　相も変わらずの横おう着ちやくを言葉巧みに正当化しおって……」

　苦笑するタイラー。

「しかし、ワシは知っておる。おまえこそが、エグゾゼカンパニーを陰で牛ぎゆう耳じる、黒幕じゃということを──」

「そう言う親父は、黒幕のそのまた黒幕、総すべての鍵を握る、フィクサーじゃねえか。あんたの掌てのひらの上で踊らされているイツマやスレイは、まったくいい迷惑だぜ」

「まあよい……」

　と、タイラー。

「総すべては、次なる颱たい宙ちゆうジェーンの襲来まで人類を滅亡させないため、銀河を磐ばん石じやくのものにする遠大なるプロジェクト、名付けて『銀河三さん分ぷんの計』プロジェクトのためじゃ……」

「まったく親父も、とんでもねえことを考えるよなあ……」

　カツヤは感心したという表情かおで呟く。

「俺なんかじゃ、とても思い付かねえ。敵かなわねえと思うところだ」

「ひとつの統一体制が、一万年続いた例ためしはない……」

　と、タイラー。

「歴史を紐ひも解といてみても、せいぜい数百年……。必ず衰退する。しかし、三つの、それぞれ拮きつ抗こうした勢力に分かれ、それぞれが刺激し合い、切せつ磋さ琢たく磨ますれば──」

「数千年、あるいはうまくすると、一万年、その三勢力は軋あつ轢れきを繰り返しながらも、それぞれの技術レベルと社会体制を維持したまま存続する可能性がある。次にジェーンがやって来る、一万年後に人類は今とそう変わらない、ひよっとすると今よりは少し進歩した技術レベルで、ジェーンを迎え撃つことが出来る」

「しかも三つなら、再び統一を果たし、一致協力してジェーンに当たることもそう難しくはない」

　ガブリエルが補足した。

「それ以上に細かく分裂すると、再統一も難しいからのう……」

　タイラーは言った。

「二つでは、一方がもう一方を呑んでしまう。三つで牽けん制せいし合うことが、肝要……。椅子の脚は二本では倒れるが、三本ならば自おのずと立つ！」

「完璧です、御前……」

　ミヒャエルが言った。

「完全無欠の、プロジェクトです」

「ちゃんと三本、脚が出来ればな──」

　とカツヤ。

「しかしどうやら、その『脚』となる人材は、見付かった」

「造ったの間違いだろ」

　笑いながら、カツヤ。

「しかし、親父よ、そもそもいったい何処どこから、そんなことを思い付いたんだ？」

「鰻うなぎじゃよ」

　と老人。

「ウナギ？」

「ワシはウナギが好きでの、毎日、ネオハママツからウナギを空輸させとる。長寿の秘訣じゃ」

「やれやれ、ついに老人惚ぼけが始まったか……」

　肩を竦めるカツヤ。

「人の話は、最後まで聞け！」

「はいはい……」

　相変わらずこの親子、いいコンビかも知れない。

「ビニールパックに生きたままのウナギを入れて空輸するんじゃが、ところがウナギというのは横着な魚での、空輸中は泳ごうとせんのじゃ。泳がないと、鰻は鰓えら呼吸ができず、酸欠状態になって、結果として百匹送ったうちの七、八十匹は途中で死んでしまう。これではウナギのコストは……」

「文字通りの、鰻上りだな」

「そうじゃ。そこで解決案としてどうするか？　肝きもは、空輸の最中にウナギを死ぬ気で泳がせ続ければよい……。そうすれば、酸欠にならず、結果として死なずとも済む」

「どうするんだよ？」

「ビニールパックの中に、ウナギと一緒に生きたピラニアを入れる」

　と、タイラー。

「ピラニア!?　そいつは乱暴だ！　途中で喰われちまうじゃねえか!!」

「そう、喰われる……」

　と老人。

「しかし、喰われるのは全体のうち、一割程度……。せいぜい百匹のうち十五匹といったところじゃ。それも、弱った、活いきの悪いウナギばかりじゃ。残りの八十五匹は、必死にピラニアから逃げて泳ぎ回ったせいで、酸欠にもならず、ピンピンしとる」

「なるほど！」

「今の人類は──」

　と、タイラーは言った。

「喩たとえるならばビニールパックに入ったウナギじゃの。絶滅しないためには、ピラニアというある程度の外圧が必要なのじゃ」

「まったく、とんでもねえ親父だぜ！」

　突然、大笑いするカツヤ。

「銀河というビニールパックの中に、エグゾゼカンパニーというピラニアを投げ込みやがった……」

「まだ、足りん」

　と、老人。

「もっと人類を、本気で泳がせねばならん!!」

「もっと泳がせねば──」

　と、ミヒャエル。

「人類は遠からず、破滅を免まぬかれ得ない！」

　ガブリエルが言った。

「わかったぜ」

　と、頷うなずくカツヤ。

「ピラニアの親玉としては、もうちょっと人類に、本気を出させるよう努力しようじゃないか……。そういう仕事なら──」

　そこで、ひと呼吸置いて──。

「孫のフロイにやらせよう。俺が言うのもなんだが、なかなか、そういう事には向いてるんじゃねえかと思うんだ。お～い、出て来いよ」

「はい。お祖父じいさま……」

　バーントアンバーの髪の毛と、琥こ珀はく色の瞳を持つ十八歳くらいの少年が現れた。ミヒャエルとガブリエルも尋常でない美形だが、彼と並ぶと見劣りする。それくらい、フロイの容貌は飛び抜けていた。人間ではない、次の段階に進化した新しい『種』ではないかと思える程に──。

「初めまして、ひいお祖父さま……」

　と、切れ長の眼を向けて、フロイはタイラーに挨あい拶さつした。

「あなたの曾ひ孫まご、フロイ・ジュダ・ウエキ・タイラーと申します……」

「本当に、おまえの孫かね？」

　タイラーはカツヤを見た。

「どういう交配をしたら、たった二代でここまで洗練されるのだ？」

「偶然だ。フロイの母親……つまり俺の娘のエリンは、並の容姿だからな。正真正銘の、突然変異だぜ。ただ言えることは、俺の孫で、そして、あんたの曾孫ってことだ」

「で、肝かん心じんの中身は？」

「お試しください」

　と、フロイは老人の猿のような手に接せつ吻ぷんした。タイラーでさえ、一瞬ドキリとした。

「私は、悪に徹するために生まれたと、自身の生を解釈しております……」

「こいつはちょっと、骨の髄ずいまで悪ワルだぜえ……」

　と、カツヤ。

「祖父である俺の、折紙付きだ」

「ワシはどうやら──」

　タイラーは目を細め、言った。

「とことん、子孫に恵まれたな……」




「二重構造だとは、わかってた」

　と、暗く長い階段を降りながら、スレイは言った。

「初めからな……。サトウキビ工場に偽装した、麻薬工場だろうと踏んでいたんだが、どうやらそれでもないようだ」

「もっとずっと、大掛かりだな」

　とイツマ。

「麻薬工場に、ここまでの設備は必要ない……。それにしてもイサーンに、これ程の科学施設があろうとは──。地球にも、これだけの最先端は少ない……」

「でも──」

　ベルファルドが言った。

「ここって、もう何年も使われた形跡がないね」

「この埃ほこりの溜たまり具合からして──」

　ハルミⅢは指先で埃を取り、分析した。

「約二十年、休稼働状態にあると言えます。あるいは、放棄されたのかも……」

「この工場が何のために造られたかはともかくとして、どれほどのコストがかかるか、見ただけでわかるよ」

　と、イツマ。さすがに大企業を切り盛りするだけの才覚の持主である。

「もっとずっとローコストで、高い収益をもたらす麻薬精製工場の方が、採算的にはずっといい……」

「悪も企業ってか？」

「悪こそ純粋に、企業理念だけで動く。環境問題も、節税も、慈善事業も必要ない」

「なるほど──」

　感心するスレイ。

「やっぱおまえは、頭の出来が俺たちとは違うよなあ……」

「よせよ」

　と、寂しそうに呟くイツマ。

「体が欠陥品だと、言いたいのか？」

「そ、そんな意味で言ったんじゃ……」

「わかってる。済まなかった」

　また情緒不安定な時期に入ったのかなと、スレイは思った。

「とにかく今はこの島から、生きて帰ろうじゃねえか」

「同感です」

　アキヅキ弁護士が言った。

「それにしても、ますます強くなる、この臭気は、いったい……」

「臭においの元は、これですわ」

　ハルミⅢが、タンクのひとつを指差す。

「この施設で、どうやらここだけが生きているようです」

「これは？」

「蛋白質の、合成装置のように思われます」

「ハルミさん、それって？」

　尋ねるベルファルド。

「有り体ていに言えば、細胞を培養しているんです」

「生体工場だって!?」

　とイツマ。

「そんなものが、何故なぜイサーンに？」

「けっ……」

　舌打ちする、スレイ。

「そりゃまた、思い出したくもねえもんを──」

「よく来た！」

　と『声』が言った。ミスター・ホンの声とは違う、もっと人工的な声だった。しかし、それでいてどこか懐かしい。

「スレイ、イツマ、ベルファルド……。ここがおまえたちの墓場だ」

「もう少し、気の利いた台詞セリフは言えないのか！」

　と、イツマが叫んだ。

「悪いけど、そんな陳腐な口上じゃ、頼まれたって死ねないね!!」

「イツマの言う通りだぜ」

　と、スレイ。

「姿を見せろ！　悪の親玉」

「黙れ不完全品」

　と『声』。

「不完全品だと？」

　スレイの眉が、ピクンと跳はねた。

「そいつは俺のことか？」

「ああ、そうだとも……」

「聞き捨てならねえな」

「我々組織にとって──」

　と、俄が然ぜん饒じよう舌ぜつになる『声』。

「おまえは失敗作だったようだ。とんだ期待外はずれだったよ、ドン・レオ・スレイＤＬ―78……」

「そうかな……」

「ああ。失敗だとも。感情の設定が過多だった。だが心配するな。貴様という個体が失敗に帰そうとも、おまえの兄弟たちの誰かが、必ずや目的を果たす。タイラー家の牙が城じようを崩すという、我々の悲願をな！」

『声』は冷徹に響いた。

「なめんなよ……」

　スレイは低く唸うなった。

「俺に言わせりゃ、俺だけが成功だ。他は全部、感情を持たない木偶でくじゃねえか!?」

「なに──」

「安心しろ。俺が全部、壊して回ってやるよ。忌いまわしい、最終ロットども……」

「最終ロットどもって……」

　ベルファルドがスレイを見た。

「君にはアルフレートのような兄弟が、まだ他にもいるの!?」

「いるぜ」

　平然と、スレイは答えた。

「アルフレートはまだしも、その中でもましな方だったがな……。他は俺のことを兄とも思わねえ連中だ。連中にあるのは、同時に造られた『兄弟』相互への激しい憎悪の念だけだ。出会い頭に、殺し合いが始まる……。そういう能力と攻撃本能に於おいてだけ、彼らは卓抜している……。殺人マシーンの集団だ、俺の属していた最終ロットは……」

　淡々としていたスレイの口調は、途中から血を吐くような声に変わった。

「そいつらが、俺を消しに来る。一緒にいると、おまえまで巻き添え喰うぜ、ベルファルド……」

「いいよ」

　と、ベルファルド。

「俺は、スレイと一緒にいるよ。どのみち僕には、君と一緒にいるしか、行く処ところがないんだから──」

　突き抜けた明るい口調の中に、寂しさがある。

「ベルファルド……」

「君を、見ていたいんだ」

「ベルファルドさん……」

　ハルミⅢが辛そうに呟く。

「お願いですから、そんな哀しいことをおっしゃらないでください……」

「安心しろ」

　追い討ちをかけるように、『声』が言った。

「最終ロットが、その手を煩わずらわすまでもない。おまえたちは、ここで消えるのだ。いや、ひとつになって貰う。文字通り、ひとつに溶け合うのだ。クックック……」

　不意に──、

　床が、持ち上がった。

　超高速のエレベーターに乗った時のように、一瞬軽い眩暈めまいを感じる。

　地下工場の床は、目の前のタンクの縁へりと同じ高さになった。

「そこにあるのはな……」

　と『声』。

「飢えた、カオス細胞だ」

「カオス細胞？」

「無秩序に増えた、突然変異の活性細胞だ。驚くほど貪どん婪らんで、蛋白質なら何でも同化してしまう、生きた細胞だよ。しかも自分で動く。ものすごく俗な言い方をすれば、人喰いアメーバだな」

　さっきからずっと漂っている臭気の正体も、これだった。もはやその刺激臭は極限まで大きくなり、まともに目も開けていられない。

「研究の過程で偶然生まれたのだ。しかし、実に重宝なので飼い続けている。用心棒にもなるし、何より実験に失敗したサンプルや、用済みの実験材料を跡あと形かたもなく処理できるからな。スレイ……おまえの兄弟も何人かは、こいつの餌えさになったよ」

「畜生め！」

「そう怒るな。カオス細胞の中には、ちゃんとおまえの兄弟の遺伝子も入っているんだぞ。もうじき、おまえたちも一緒になる……。ここ数日、彼らには餌を与えていないからな。たちまち同化してしまうだろう」

　床が傾き始めた。目の前に、醜悪で無秩序な細胞の群が見える。ゼリー状の半透明物質の底に沈んでいるのは、同化されなかった犠牲者の服や眼鏡や、骨の一部だろうか。その中には、年代物のロレックスも確認できた。

「糞くそったれ！」

　とスレイ。

「あの細胞、俺たちを見て笑いやがった!!」

「まさか──」

　とイツマ。

「いや、本当だよ」

　と『声』。

「彼らはスレイを見て、懐かしかったのだ。自分がかつて取り込んだのと同じＤＮＡの匂においを、スレイに感じたのだ。彼らは美味だった細胞の『味』を、ちゃんと記憶しているのだよ。食欲をそそられたことは、間違いないな」

　そうこうしている間にも、床は刻一刻、傾きを増していく。

「昔……こんなクイズ番組がありましたね」

　と、震えながらアキヅキ。

「正解を出しても、この傾きは止まらないんでしょうか？」

「いや、正解なら、ある」

　常に冷静な、イツマ。

「見ろ！」

　片手で床にしがみつきながら、もう片方の手でタンクの向こう側を指差す。

「床を動かすスイッチは、あそこだ！」

「つまり──」

　と、苦笑いするスレイ。

「あのカオス細胞の中を泳ぎ切り、向こうに辿たどり着ければ、スイッチを止められるってことか……」

　かなりショボくて、そして厳しい選択である。

「試してみるんだね」

　と、嘲あざ笑わらうかのように『声』が言った。

「その前に、骨と服だけになることは確実だが……」

「俺なら──」

　と、スレイ。

「たとえ腕だけになっても、スイッチは押してみせるぜ。いや、人差指だけで、充分だ!!」

「よせ」

　首を振るイツマ。

「そんなつまらん死に方は、誰よりも僕が赦ゆるさない！」

「言ってくれるじゃねえか……。この期ごに及んでよ」

　おかしくて仕方がないといった調子で、スレイ。

「もっと心和なごんだ状態で、そいつを聞きたかったぜ。ん？」

　不意にスレイが、ベルファルドを見る。

「ベルファルド！　てめえ、何を考えてやがる!!　その眼め、妙みように澄んだ、その眼！」

「やっとわかった……」

　ベルファルドは達観し切った微笑みとともに呟いた。

「僕に為し得る最高のことは、この茶番に幕を下ろすだけってことが──」

「ま、待て！　ベルファルド!!」

　スレイは叫んだが、遅かった。

「早まるな！」

「さよなら、スレイ」

　ベルファルドは総すべてを貪欲に吸収するカオス細胞のタンクに、自みずから身を躍らせた。

「楽しかった……」

「ベルファルド──────ッ!!」

　スレイの、そしてイツマの絶叫。

「大馬鹿野郎！」

　追って、飛び込もうとするスレイ。躊ちゆう躇ちよは微み塵じんもなかった。

　が──、

　その彼よりも早く、ベルファルドを間一髪空中で支えた影がある。

　ハルミⅢだった。

「いけません!!」

　床から突き出したフックに、ベルファルドのシャツを引っ掛けておいて、自らはタンクの中に──。

「ハルミさんッ!!」

　飛沫が上がった。一瞬深く沈み込んだハルミⅢは再びカオス細胞の表面に浮上したが、その時には既に、皮膚の表面を浸蝕されていた。カオス細胞は人工細胞であろうと、蛋白質ならお構い無しだ。

「ハルミ！」

「ハルミさん!!」

　ハルミⅢは微笑んで、その右手──既に硬化セラミックの骨が無む惨ざんにも露出している──を延ばし、スイッチを切った。床の傾きが停まった。

「ベルファルドさん……」

　彼を見上げ、微笑むハルミⅢ。

「いいえ。ベルファルド……生きてくだ……さい……」

　人工声帯まで、瞬またたく間に浸蝕されていく。ハルミⅢの声は喘あえぐような咳交じりの声に変わっていく。しかし、彼女は最後までに、自分の言いたいことだけは全部伝えた。

「あなたは……オリ……ジナル……以上……生きる……価値が……あ……」

「ハルミ──────ッ!!」

　ベルファルドの絶叫。

「わああっ！」















　セラミック骨格だけになったハルミⅢは力尽きて、ゆっくりとタンクの底に沈んでいった。

「なんでこんなことに、なるんだァァァァァッ!!」

「ハルミ……」

　蒼白になる、イツマ。

「おまえは愛する者のために、喜んで殉じたと言うのか……」

　やがて──、

　活発だったカオス細胞の動きが、止まった。

「どうしたんだ？」

　とスレイ。

「満腹したのか？　それとも食しよく中あたりか？」

「信じられん……」

　と、『声』が言った。

「カオス細胞が、無害な、単なる無秩序な細胞の羅列に変わってしまっている……」

「ハルミの執念だ」

　イツマが、凜りんとした声で言った。

「同化されながらも、彼女は自らカオス細胞のＤＮＡにアクセスして、細胞を無害化したんだ。奇跡……」

「ベルファルド、ベルファルド……」

　死んだように力なく、フックに引っ掛かったままのベルファルドに、スレイが躊躇ためらいながらも声をかけた。

「生きてるか？」

「生きて……いるさ」

　眼を上げるベルファルド。表情は、別人だった。

「生きて、やる！」





つづく
















創作メモ　キャラクター編









スレイ

　彼は事実上の主役ですね。どうしても出番が多くなってしまうし、作者も入れ込み易い。実際、とてもよく動いてくれるキャラクターですからね。早い段階から『立って』くれたし、彼を出しておけばとにかく物語もテンポよく動いてくれるので、ついつい彼を動かしてしまうんです。苦しい時のスレイ頼み（笑）です。台詞せりふも動きのテンポも小気味いいし、それだけに安直に動かしてしまうことも多々あります。いけませんね。

　ただ、彼の場合、作者の勇み足がそのまま、キャラクターとしての彼の勇み足にもなっていて、それがまた、紛まぎれもないスレイというキャラの魅力でもある訳です。成功しても、失敗しても、（作者とキャラの両方にとって）美味おいしいキャラクターですね。こういう主人公は、僕の最近の作品でも珍しい。彼を産み出せたことが、もしかしたら勝因かな？　と思いますね。

　ただ、彼がこれからどういう風に成長してくか、一家を成していくかは慎重にやらねばならないなと思っています。彼の成長ぶりが、このシリーズの成否を握る鍵だと思いますので……。

　いずれにせよ『無責任三国志』という物語は、スレイを中心に動いていくことでしょう、彼が物語を引っ張っていく牽けん引いん車しや。そのことだけは間違いないと思います。

　それと、一巻のあとがきで、彼の声のイメージを関智一さんと書きましたけど、最近では上田祐司さんかな？　という気もしていますね（笑）。




イツマ

　スレイとは対照的に、イツマはとても動かすのが難しいキャラクターですね。一筋縄ではいきません、とにかく彼の心は、想像するしかありませんよね。それと、『スレイのように生きてみたい』という人は多いかも知れませんが、『イツマのように生きてみたい』と思う人は、よほど屈折した方でない限り、極ごく少数派だと思いますので（笑）好き嫌いは別にして、それも難しいと思います。とにかく『無責任三国志』の主人公三人は、それぞれ普通の人間が持っている何かが欠損していて、その分、埋め合わせる形で別の感情が過剰になっているキャラばかりなのですが、その中でも欠損部分がいちばん大きいのが、彼（彼女）ですからね。難しいです。

　でも、それだけにイツマを巧く描けた時は、してやったりという気分になります。良くも悪くも、まことに動かし甲が斐いのあるキャラです。三人のうち誰にいちばん感情移入できるか、一度人気投票をやってみたいですね。とにかく、イツマに関しては、彼の悩みにいかにしてリアリティーを与え得るか、そればっかり考えています。彼を描くことで、一見完全無欠な人間の抱かかえる大きな悩みみたいなものが描けたら、いいですね。逆説的に、僕自身をも含めた不完全な人間に対する、大きな慰なぐさめになると思うんです。ただ、そのためにイツマを不幸にはしたくないと思ってはいます。

　イツマの声のイメージも、高山みなみさん（もちろん、高山さんも、緒方恵美さんも素す晴ばらしいですが）から、今では新山志保さんもいいかなと……（笑）。あ、松本梨花さんというのも悪くないですね。声に関しては浮気性ですね。困ったもんです。声優おたくなんです（笑）、基本的に……。




ベルファルド

　ベルファルドは裏主人公ですね。これも扱いが難しいキャラです。第一、今の段階ではいいところがありません（笑）。タイラーの分身として、彼がやり残したことをやらせるキャラクターとして出したんですが、ただタイラーとは違って、幾分自制的な、自分を客観視できるキャラクターにしたら、途端に動かなくなってしまいました（笑）。タイラーって、今にして思えば凄すごいキャラだったんです。

　まあ、気弱な、出来の悪い（笑）タイラーということで……。ただ、これから彼の存在というのは、物語の中でどんどん比重を増していきます。彼には今後、銀河縦断ヒッチハイクのようなことを（笑）やらせてみようかなと思っているんですが、狙ねらい過ぎですかね？　似合ってはいると思うんですが……。

　彼の声は一巻のあとがきに書いた通り、辻谷耕史さん以外には考えられないのですが、ただもしもアニメになる場合、声を辻谷さんにすると喋った瞬間に彼の正体がばれてしまいますので（笑）、誰か他の人を考えないといけないかも知れませんね。誰がいいでしょうか？　僕としては岡野浩介さんとか、阪口大助さんとか……。あるいは手堅いところで石田彰さん？　石田さんはイツマもできそうですね。オーディションの余興でついでにイツマの台詞せりふも喋ってみたら、そっちの方に決まってしまったりして……。いや、そういうことって実際、よくあるんですよね。




タイラー

　やっぱりこいつが、いちばんの悪人ですね。死ぬまでこの調子なんでしょうか？　老いた彼の声を誰に喋らせるかも、重要ですよね。個人的には青野武さんなんかに演じていただけたらと思います。彼の声で「こんなこともあろうかと、密ひそかにクローンを造っておいたんだ……」。最高ですね（笑）。




キサラ

　老いたキサラもいい味を出してきました。今後、出番が増えそうです。このシリーズでは、かつて主役を張ったことのある人間はどうしてもしゃしゃり出て来ますね。例外はエドくらいなもんでしょうか？

　彼女の声は是ぜ非ひ、麻生美代子さんに演じていただきたいですね。




ハルミⅢ

　殺してしまいました。ごめんなさい……。でも、ⅣもⅤも待機していますから（笑）って、そういう問題じゃないだろ、おい！

　まあ、リセットされちゃえば、死んだのと同じですからねえ……。でも、彼女はああするしかなかったと思いますよ。ベルファルドは必ずや、彼女の死を乗り越えて成長していくはずです。スペアがいくらあっても、死は死だということを、彼女くらい雄弁に証明できるキャラはいないでしょう。ベルファルドもそれは、わかったと思います。

　彼女の声は、やはり岡本麻弥さん以外にはいません。




プラティープ

　スレイの参謀……にしては影が薄いですね。アキヅキとの差別化も成功しているとは言えませんね。でも、彼の重要性は今後ますます、増してくると思います。彼あっての、スレイですからね。

　本当は、彼も相当な人物のはずなんです。スレイという、あまりにも巨大な存在のすぐ側そばにいるから、目立たないだけでね。

　声？　声かあ……。声でけっこう性格決まっちゃうからなあ……。それぞれのキャストで、楽しんでください。彼の人格を、今この段階で、キッチリ決めてしまいたくはないんです。




アキヅキ

　イツマの懐ふところ刀……にしては彼も存在感が稀薄です（笑）。イツマに関しては、もう二人くらいスタッフを予定しています。アキヅキのキャラクターは、スレイの下で同じ立場にいるプラティープよりも、同じイツマの下で別の役割を分担している、彼らとの対比で際立ってくるのではないかと思いますね。とにかく、何もかも彼一人にやらせるのは気の毒ですからね。いくら有能でも、所しよ詮せん彼は弁護士ですから。あとの二人は、税理士と秘書……と言ったらわかり易いかな？

　彼の声も、今の段階では聞こえてきませんね。やはり、それぞれのキャスティングでどうぞ……。




リトラとゴメス

　ゴメスはいい味を出していると思うのですが、このままではスタンス的に銭形警部になってしまいますので（笑）、これ以上馴れ合わないようにしないといけません。どうも僕の書く物語は、登場人物がみんな仲良くなってしまって、最終的には敵がいなくなってしまうという……（笑）。今、必死こいて新しい悪役を登場させようとしているのですが、果たして最後まで敵でいられるでしょうか？

　リトラは貴重なキャラクターですので、今後は主にイツマの対比として出していきたいと思います。やはり比重は増していくと思います。

　声のイメージは、ゴメスが江原正士さん、リトラが勝生真沙子さんですね。




スリチャイ

　スリチャイもまだ完かん璧ぺきには立ってないな……。やはりプラティープとの差別化を図はからないといけません。ただ、彼に関しては声のイメージは出来てます。林延年さんです。これでだいぶイメージは湧わくと思いますね（笑）。安直ですね、はい。




お子様たち

　ノーイとバグジー殿下も重要なキャラになると思います。何と言ってもバグジーは未来の皇帝陛下ですし、ノーイはスレイにとってひとつの心の拠より所ですからね。やっぱり重要性はどんどん増すと思います。スレイは悪党ですが、圧倒的に子供には好かれるんですよね。やはり彼もタイラーの子です。




ミヒャエルとガブリエル

　ミヒャエルはハロルド・カトリの曾孫ひまごで、シン・カトリの孫、ガブリエルはキムタークの孫です。タイラーは実は、解体された後、ブラック・セラフィムの元幹部の一族も面倒見てたんだということで、ここまでくると度量が大きいんだか、実は何か企たくらんでいたんだかわかりません。

　まあ、清せい濁だく併あわせ呑むというのが、タイラーの凄いところです。

　絵と話題になりそうなキャラということで、彩りで出してみました（笑）。

　そして、彼らがアシストするのが──、




フロイ

　こいつが本当の悪役になるはずです。今はただ、必要以上に主人公三人と馴れ合わないように目を光らせるだけです（笑）。でも、こいつも内面を描き込むうちに、感情移入しちゃうんだろうなあ……。

　ミヒャエルとガブリエルを従えた美形トリオということで、はっきり言って狙ねらってます。三巻以降をどうぞお楽しみに──。
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